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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　ハンサム・フォンターナに参加させられた大会が、まさかまさか……。

〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟　聞いてません。

　だから逃げてもいいはず。

　春日かすが理り刀とは心を決めた。

　よし、逃げよう。

　でも、どこに逃げればいいの？

　数秒後には、決意がゆらいでしまう。

　土ネズミの歯をもち帰る、という一次予選をトップで通過したから、周囲に注目されまくっている。ほとんどシルティシャープのお陰なのに。

　ここは魔界で、理刀には土地勘がなくて、常識もわからないから、逃げようにも方法がわからない。

　いっしょにいるシルティに、「人間界に帰るには、どうすればいいの？」と訊たずねても、「う～ん、シルティシャープね、いつもスキュースしゃまについていくからね、ぴゃーっていくだけなの」なんてこたえが返ってきただけだった。

「ぴゃーっていくだけ」つまり、「よく知らない」ということらしい。

　一次予選終了後、理り刀ととシルティは大会の係員と思おぼしき女性に案内され、洋風の美しい建物の前まで連れてこられた。

　お婿むこ様さま候補の宿舎なのだという。一次予選の通過者は三〇名だと聞いたが、一〇〇室以上はありそうな大きさだった。

「ゆっくりと英気を養い、あすの二次予選に備えて下さい」案内してくれた女性は、ペラペラの日本語でそう言ったあと、背をむけてさっさと歩き去っていった。

　二次予選。勝てばササラ姫のお婿様になる確率がグンと高くなるだろう。

　どうしよう……。




　理刀は、あてがわれた部屋の窓から庭園を眺めた。二階だから、木々の緑がちょうど目の高さにきている。

　ゆらゆらと舞い飛んでいる色とりどりの羽をもつ虫たちが、疲れた気持ちをもみほぐしてくれた。

　人間界の街はいま、一二月の冷気に覆おおわれているのに……、ここはまさに別世界だ。寒すぎず暑すぎず、快適という言葉がピッタリの気温である。

　庭園を飛んでいる虫たちの動きから、ふりふりと愛らしく動く銀のツインテールを連想した。

　キュートの笑顔が、脳裏に浮かぶ。この美しい庭園を、彼女といっしょに歩けたら……。

　キュートはいま、肌寒い人間界でなにをしているのだろう。急にいなくなった自分を心配してくれているのか。もしかしたら、ハンサムから事情を聞いて大騒ぎをしているかもしれない。

　この場にキュートがいてくれたら……。

　でも……、と理刀は気持ちを引きしめた。

　大会で優勝すれば、キュートとの仲をハンサムに認めてもらえる。

　でもでも……、とすぐに別の思考が邪魔をする。

　大会に優勝すれば、ササラのお婿むこに選ばれてしまう。

　ビョルンストライド王家の第二王女だから、婿に選ばれてしまえばもう後戻りはできないだろう。「遠慮します」「辞退します」「ごめんなさい」「冗談だと思ってました」「ボクは人間です」「ハァ？　マカイノコトバ、ボク、サッパリワカリマセ～ン」その他、どんな言葉も通用しないはずだ。

　大会に参加して、しかも優勝までした挙あげ句くにササラをフるようなことをしでかせば、下へ手たをすると首が飛ぶかもしれない。比ひ喩ゆ的てきにではなく、言葉そのままの意味で。

　それは困る。

　やっぱり、わざと負ける？

　キュートとの仲は？

　どうすれば……。

「おにいちゃん、りらっくすでいいよ。シルティシャープがね、がんばるよ？」

　不意に声をかけられ、理り刀とは意識を目の前の少女にむけた。

　口もとにベタベタとソースや油をつけたシルティが、エヘヘ～と笑っている。

　部屋まで運んでもらった少し早めの夕食を、彼女はさっそく完食したようだ。そこでやっと、理刀の表情を見て心配になったらしい。

「ん、大丈夫」

　理刀は、笑顔を返した。

　根拠はないけど、シルティの無邪気な顔を見れば、悩んでいた自分がバカらしく思えてくる。リラックスだ。

「だいじょうぶだね」

　エヘヘ～と頰ほおをゆるませているシルティは、本当に可愛かわいらしい。

　見ると、口だけじゃなく、彼女の両手も料理でベタベタになっていた。

　手づかみで食べるから……。

　ドンと突き出た胸もとにも、食べかすがいっぱい落ちている。テーブルにも、ボロボロと。

「ほらシルティ、口についてるよ。手も、ゴシゴシして」

　理刀は、テーブルの上に置かれたナプキンでシルティの口をふいてやったあと、彼女の両手もきれいにしてあげた。

　シルティは、おとなしく座ったまま動かない。瞳ひとみをキラキラさせたまま、理刀にされるがままになっている。

　さすがに、胸もとの食べかすを払ってはやれないけど……。なんだか、幼い妹の世話をしているような気持ちになってくる。

　一次予選の通過者だけが集められた宿舎に、なぜかシルティもいる。ということは、二次予選でも彼女といっしょと考えていいのだろうか。

　二次予選……、どんなことをさせられるのだろう。

　考えれば考えただけ不安になってくるが、シルティがいてくれるから大丈夫、という心強さがある。

　なんといっても、彼女の正体は始し祖そ竜りゆうで、空を飛び、図ず抜ぬけた戦闘力を誇ほこり、口から炎も吐けるのだから。

　大会で優勝するか否いなか、まだ決められない。

　それでも、ササラ本人に会い、ちゃんと話せばわかってもらえるだろう、という思いもある。

「シルティシャープもね、おにいちゃんのおくち、ふいたげる」

　席を立ったシルティが、ナプキンを手にテーブルを回り込んできた。そして、理り刀との口をやさしくふいてくれた。

「ん、ありがと」

「シルティシャープ、えらい？」

「偉いというより、いい子、かな？」

「おにいちゃん、だいすきぃ！」

　いきなりナプキンを放ほうり投げたシルティが、嬉うれしくて堪たまらないといった様子で理刀の首に抱きついてきた。

　ほぼ同時に、コンコン、というノックの音が聞こえてくる。

「あ、こら、シルティ、ちょ、お客さんみたいだから……」

　言っても、シルティは「エヘヘ～」と甘えたように笑うだけで、理刀から離れようとしない。

「だれかきたみたいだから、ね」

　シルティの腕を解くよりも先に、ドアが開いた。












「ここ、理り刀との部屋よね？」

「そのはずですわ」

　入ってきたのは、キュートとスイートのふたりだった。廊下に黒くろ媛ひめたちの姿も見える。

　シルティにむぎゅ～っと抱きつかれたまま、理刀は固まった。どうして、彼女たちが魔こ界こに？

　キュートと視線が重なった。

　ひと呼吸後……。

　きゅ───────────────────────────────────っ！





一章　でたらめフォンターナ







　シルティが抱きついてきた経緯を説明しても、キュートの表情はむすっとしたままだった。スイートも、どこか冷たい目をなかなかゆるめようとはしなかった。

　黒媛も巴ともえも、どこかジトッとした視線を理刀にむけ、笑顔を見せてくれなかった。

　百もも香かだけが、部屋の中を見回したあと、興味津々といった様子で窓の外を眺めている。

「あのさ、シルティって、シィちゃんなんだ。だから、その、オレにすごく懐いてるっていうか……」

「？　シィちゃんって、え？　まさか、あのシィちゃん？　スキュースお姉様のペットの？」

　キュートが、目を丸くする。

「あなた、始し祖そ竜りゆうなのですか？」

　スイートも、両りよう眉まゆを跳ね上げてシルティへ目をむける。

「シルティシャープはね、しそりゅうなんだよ」

　椅い子すに座ったシルティが、エヘヘ～と邪気のカケラもない笑みを浮かべた。

「驚いたな……」と黒媛。

「竜が、人間になってるの？」と巴ともえ。

「すごぉい、本当にシィちゃんなんですか？　竜って、変身できるんですね」と百もも香か。

「シルティシャープね、シィってよばれたりね、シルティってよばれたりね、シィちゃんってよばれたりね、いろいろぉ」

　みんなが自分の周りに集まってきたことが、とても嬉うれしいらしい。シルティが、座ったまま体を小刻みにゆらし始めた。大きな胸もいっしょに。プルプルプルン。

「シィちゃんだったなんて、驚きね」

　キュートが、腕を組んでシルティの顔を覗のぞき込んでいる。その顔にはもう、先ほどまでの苛いら立だちはない。相手が始し祖そ竜りゆうなら、理り刀とにくっついても、まあ大目に見てやろうかしら、といったところだろうか。

　ここぞとばかりに、理刀は話題を変えることにした。

「ところで、どうしてキュートたちが魔界に？」

　いま頃ごろ、みんな人間界で……、なんて思ってたのに。

　キュートが組んでいた腕を解き、きれいな空色の瞳ひとみをむけてくる。

「お父様から、無理やり魔界に連れ戻されたんだけど……黒くろ媛ひめたちは巻き添えよ。申し訳ないと思ってるわ」

「いや、わたしたちは気にしてないぞ。というよりも、ありがたいと思ってるくらいだ。たぶん、一般人の渡界はわたしたちが最初じゃないか？」

　キュートの言葉に、黒媛がすぐさまフォローを入れてくる。

「なにはともあれ、理刀がご無事で安心しましたわ」

「あ、り、理刀くん、け、ケガとか、してない？　体調とかも、崩してないといいけど」

「春日かすがさんが魔界にきてるなんて、もうビックリしました。だから、急いでここにきたんです。でもこれで、みんないっしょに魔界デビューですね！」

　スイート、巴、百香の三人が、わらわらと理刀のそばに集まってくる。

「いっしょにね、まかいでびゅ～だね」

　よくわかっていない様子で、シルティが豊かな胸をプルプルさせている。

　きゅっと唇を引きしめたあと、キュートがみんなを代表するように言った。

「理刀が、その、ササラ姫の婿むこを決める大会に出てるってことは、もうみんな知ってるわ。お父様、でしょ？」

　彼女が、シルティへチラッと目をむけたあと、理刀へ硬い視線をむけてくる。

　お父様、でしょ？　という言葉には、様々な意味が含まれているのだろう。

　理刀は、キュートとの仲をハンサムに認めてもらうため、大会に参加した。

　キュート自身は、そのことを知っているのだろうか？

　スイートが、黒媛が、巴が、百香が、シルティが、理刀に目をむけている。こんな中で、「キュート、キミのために優勝するよ」なんてセリフはとても気恥ずかしい。顔が炎上するかもしれない。

　それでも、優勝すればササラの婿むこになってしまうから……。

　その辺は、フォンターナ公こう爵しやく家けがいろいろ裏から操作してくれるのだろうか。

　スッと身を寄せてきたスイートが、理り刀との腕をつかんできた。

「フォンターナ家うちは、理刀にご迷惑をおかけしてばかりですわね」

「いや、そんなこと……」

「あすの二次予選、故意に負ける、というのはどうでしょう？　プライドが傷つくかとは思いますが、このまま優勝するよりも……」

「それいいわね。って、その前にあんた、理刀から離れなさいよ！」

　キュートが、スイートにムッとした表情をむける。

　黒くろ媛ひめたちは無言のまま、互いに視線を交わし合っている。故意に負けるという選択肢にどう反応すればいいのかわからない、といった表情だ。

　理刀にも、わからない。

　スイートが、さらに体を押しつけてくる。

「下へ手たに棄き権けんすれば、お父様がまたあれこれ画かく策さくなさるに違いありません。姫に対しても失礼になります。ここは、さりげなく手を抜きつつ、あえて敗北するのが上策かと思いますが、いかがでしょう？」

「それが無難よね、って、あんたいつまで理刀にくっついてんのよ！」

　キュートが、スイートをにらむ目に力を込める。

「シルティシャープもだっこぉ」

　なにを勘違いしたのか、シルティが弾はじかれたように席を立ち、理刀の胸に勢いよく飛び込んできた。

「お、おい、シルティ」

「おにいちゃん、だいすきぃ～」

「きゅっ！　あんた、ちょ、なに堂々と、あ、あたしは我慢して、じゃなくて……理刀に迷惑でしょ！」

　整った眉まゆをつり上げたり、白い頰ほおを紅あかくしたり、細い腕をブンブン振ったり、と大忙しのキュートである。

　スイートが、ふふんと鼻を鳴らしながら、どさくさに紛まぎれてさらに体を押しつけてきた。むにゅ。明らかに、キュートを挑発した動きである。

「きゅ───っ！　離れなさいって、言ってるでしょ！」

　易やす々やすと挑発にのったキュートが、顔を真っ赤にして両の拳こぶしを振り上げた。打てば響くような反応だ。

　こんな騒そう々ぞうしさに、なぜかホッとする理り刀とである。




　しばらくみんなで話し合った結果、あすの二次予選は、どのような競技内容であっても「がんばっているフリをしてダウン作戦」でいくことに決まった。

　負けたら、キュートとの仲を認めてもらえないかも……、なんてことを考える理刀だったが、みんなには相談しづらい。

　しかし、優勝したら第二王女のお婿むこに……。ササラは嫌いじゃないけど、いまはまだ結婚とか考えられないし。

　理刀は、自分の中でハッキリとしたこたえを見いだせないまま、女の子たちが決めた「作戦」にうなずくことしかできなかった。

「理刀、きょうは疲れただろう？　早めに休んだほうがいい」

　黒くろ媛ひめの言葉をキッカケに、熱を帯びていた室内の温度が、急速に下がり始めた。

　名な残ごり惜しそうな色が、キュートの瞳ひとみに浮かんでいる。それがちょっとだけ嬉うれしかったりもする。

「そうですわね。あすもあることですし……」

　スイートが、座っていたベッドから腰を上げた。

「そ、それじゃ理刀くん、またあした、ね」

　巴ともえが、胸の前で控えめに手を振った。

「春日かすがさん、あしたもがんばって下さい！　あ、負けるんでしたよね……ん～、でもがんばって下さい！」

　ニパッと笑う百もも香かに、理刀はグッと拳こぶしを握ってみせた。

「がんばるよ」

「う、ん、それじゃあ……」

　キュートが、ペリペリとシールを引き剝はがすように理刀から視線を外し、どこか力なくドアへ顔をむけた。

　帰りたくない、と思ってくれているのだろうか？　理刀も、本音ではもう少しくらい、と思っているけど……。

「バイバイ」

　部屋を出ていこうとする黒媛たちへ、椅い子すにちょこんと座ったシルティが手を振った。

　そんな彼女へ、スイートが声をかけた。

「あなたも、わたくしたちといらっしゃい。貴き賓ひん館かんに部屋を借りてありますから」

「そうね、ここじゃ、ちょっと……」

　キュートも、シルティへ目をむける。

「そうだな。シルティも、いちおうは女の子なんだし」と黒媛。

「お、女の子は、女の子同士のほうが……」と巴ともえ。

　確かに、いくら始し祖そ竜りゆうとはいえ、女の子が理り刀ととふたりきりでお泊まり、というわけにもいかないだろう。

　シルティが、きょとんとした顔をキュートたちにむけている。なにを言ってるの？　といった表情だ。

「バイバイね～」

　シルティが、また手を振った。

　キュートが、状況を吞のみ込めていないシルティに歩み寄る。

「シィちゃんも、あたしたちとくるのよ」

「シルティシャープ、おにいちゃんといっしょにいるよ？」

「ダメよ。いいからきなさい」

「シルティシャープ、おりこうにするよ？」

「いいから」

　キュートが、シルティの右腕をつかんで引っ張った。

　スイートも、素早くシルティの左腕を胸に抱いている。

「おにいちゃんといっしょがいいのぉ」

　椅い子すから立たされたシルティが、理刀に悲しそうな目をむけてくる。

　それじゃあいっしょに寝よう、なんてことは言えないから……。

「シルティ、またあしたね」

　理刀は、自分に懐いてくれている始祖竜の少女へ精一杯の笑顔をむけた。

　ぐす、と鼻をすすり、シルティがこくんとうなずく。

「それじゃ、あしたの朝、またくるわね」

　キュートが、心残りな様子ながら、やわらかな笑みを浮かべた。

「じゃ、またあした」

　キュートへ、そして女の子たちへ、理刀は手を振った。

　話したいことは、まだまだあるけど……。


　　　★★★



「ふぅ、ちょうどいい湯加減ね」

　キュート・フォンターナは、マイルドペインの貴き賓ひん館かん、その大浴場のお湯につかり、大きく息をついた。

　ひろすぎる浴場の片隅に寄り集まるようにして、みんなで湯を楽しんでいる。

　すぐ隣にスイート。

　正面に黒くろ媛ひめ、巴、百もも香かの三人。

　ついつい、みんなの胸に目がいってしまう。

　スイートは、まあ、自分と大差がない。つまり、レベル的に同じということだ。百もも香かと比べて半歩リード、といった感じだろうか。

　巴ともえは、スレンダーなのに胸もほどよく出ていて、かたちもよくて、左右の大きさも均等な美乳で、正直、羨うらやましい。

　そして黒くろ媛ひめ……。

　ぷかぷか浮いてる。

　水面に顔を出している部分だけで、すでに圧倒的な存在感をもっていた。その丸みはつるんとしていて、ピンと水を弾はじく艶は肌だであることがひと目でわかる。しかも、そんな丸みさえ氷山の一角でしかなく、水面下にはさらに息を吞のむほどのボリュームが隠されているのだから、もはや反則である。

　体育の時間など、着替えている黒媛を目にする機会はこれまでに何度もあった。いっしょに温泉に入ったこともある。

　その度に目が吸い寄せられるのは、やはりその量感、そして存在感のせいなのか。

　キュートは、自分の胸をそれぞれ手でつかみ、むにむにともんでみた。

　むにむに、むにむに。

　てのひらにすっぽりと収まってしまう。押せば、胸きよう骨こつの位置もだいたいわかるし……。

　どうせ脂肪なんだから、と自らに言い聞かせてはみるものの、やっぱり寂さびしい。

　ふと気づくと、スイートがキュートの胸に視線を貼はりつけていた。

「な、なによ？」

「ふふん、可愛かわいらしいな、と思いながら眺めてましたの」

「あ、あんただって似たようなもんでしょ」

「やっぱりあなた、違いのわからないお嬢ちゃまですわね。わたくし、日々バストアップの体操をやってますの。つまり、日々成長させ続けている、ということですわ」

「あ、あたしだって……」

「なにかやってますの？　三回以上腕立て伏せをできないあなたが？　ふふん、せいぜいがんばって下さいな」

「うるさいわね」

　キュートは腕を伸ばし、スイートの左胸をガシッとつかんでやった。ほら、すっぽりと手に収まる。

「きゃ、あ、あなた、いきなりなにをなさるの？」

「ふん、あんたもあたしと同類でしょ？」

「い、いっしょになさらない、でっ！」

「きゅっ！」

　スイートも、反撃とばかりにキュートの左胸を鷲わしづかみにしてきた。

「ふふん、小さすぎて上う手まくつかめませんわ」

「あ、あんたのだって」

　むにぃ～、むにぃ～、と互いにつかみ合う。

　そんな不毛極まりない姉妹の争いに、黒くろ媛ひめが割って入ってきた。

「あしたの二次予選、がんばってるフリができるような内容なのかな？　それがちょっと心配なんだが……」

「きゅ？」

「確かに、そうですわね……」

　黒媛の言葉で、キュートはスイートの胸から手を放はなした。自分の胸からも、すぐに手が離れていく。

「手を抜いたせいで、理り刀とくんがケガでもしたら……」と巴ともえが眉まゆ根ねを寄せる。

「巴ちゃんの言う通りかも……う～ん、難しいなぁ」と百もも香かが平たい胸の前で腕を組む。

　そんな彼女たちを安心させるため、キュートは意識して笑顔をつくった。

「お父様が見てるはずだから、大丈夫よ」

「ですわね。ササラ姫の夫君を決める大会ですから、恐らくカカお姉様もいらっしゃるはずですわ。もしかしたら、もうすでにマイルドペイン城へお入りになってるかもしれません」












　スイートが、言葉を添えてくれた。

「キュートたちのお父さんって、やっぱりすごいのか？」

　黒くろ媛ひめが、わずかに顔を寄せてきた。

　巴ともえと百もも香かも、「教えて～」と聞く姿勢になっている。

　スイートにチラッと目をむけたあと、キュートは肩をすくめた。

「自分の父親を褒めるのもなんだけど……魔界でもトップクラスの魔力をもっているのは間違いないわね」

「でもいまは、ササラ姫の力のせいで魔力が使えないんだろ？」

　黒媛が、さらに身を寄せてくる。

　彼女の言う通りだ。｛傀儡回しプレイヤー｝の能力には、さすがのハンサムも抗あらがえない。

　三〇キロ四方にいる魔族全員の魔力を、強制的に支配してしまうという｛傀儡回し｝の力は、不ふ随ずい意い系けい魔力の中でも極めて稀まれなものである。それはまさに、天災といわざるをえない。

　天が定めた災わざわいだから、だれにも逆らえない。

　それでも……。

　今度は、スイートが口を開いた。

「お父様は、魔術のみならず武術も極めていらっしゃいますから、なんの心配もないと思います」

「そうなのか？　わたしも格闘技を少々かじってるが、やはり個人の力には限界があると思うんだが……いや、すまん、スイートのお父さんを信用していない、というわけじゃないんだが……」

「黒媛の心配はごもっともですわ。ですが、お父様、そしてうちのお姉様たちは常識の範囲内には収まりませんから」

「ハッキリ言ってデタラメよね」

　キュートは、小さく首を振った。

「デタラメなんですか？」

　百香が、興味深げに訊きいてくる。

　巴も、「聞かせて聞かせて！」といった姿勢を崩さない。

　キュートはスイートと顔を見合わせ、軽く息をついた。

「あたしもスイートも、まだ小さかったから、お姉様たちに聞いた話なんだけど……。

　ビョルンストライド王国に北の蛮ばん族ぞくが攻め込んできたとき、お父様とうちのひと桁けた台のお姉様たち九人がね、蛮族の王都へ殴り込みにいったらしいの。

　その都ってのが、四方に強い破魔結界が張ってあって、魔法が使えない鉄壁の都だったから、突入したあとはもう魔法抜きで戦うしかなかったらしいわ」

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かが、うんうんと相づちを打ちながら、真剣に話を聞いている。

　キュートは、彼女たちひとりひとりと目を合わせたあと、再び口を開いた。

「何日経たってもなんの連絡もないし、蛮ばん族ぞくの都にはなんの動きもなかったから、王国の騎士団が偵察隊を出して……」

　キュートはまた、言葉を切った。

　隣で、スイートが小さくため息をつく。

　顔にしっとりと汗を浮かべた黒媛たちが、視線で話の続きを催促してくる。

「お父様とひと桁けた台のお姉様たちがね、他のお姉様たちまで呼び集めて、蛮族の王城で宴会してたんですって」

「「「はぁ？」」」

　黒媛、巴、百香の三人が、呆ほうけたような顔をならべた。

　すかさず、スイートが補足する。

「お父様とひと桁台のお姉様たちが、蛮族の八割、数にして一〇万の敵を倒したそうですわ。計算上は、ひとり一万になりますが、実質はお父様だけで五万以上を薙なぎ払われたそうです。現場にいたリイザお姉様の口から直接お聞きしましたから、おそらく間違いはないでしょう」

　黒媛たちの顔が、ポカ～ンとしたまま動かない。

「みんな無傷だったらしいから、言ってみれば一方的な殲せん滅めつ戦せんよね。カカお姉様とデモティお姉様なんか、どっちが多く敵を倒せるか、なんて勝負をしてたみたいだし。いまだに『あのときは自分のほうが多かった』なんて言い合ってるもの」

　キュートのさらなる言葉に、黒媛たちはポカ～ンと口を開けたまま、表情を戻せないでいる。

　七女のデモティは、パーキート城で彼女たちも会っているから、顔は覚えているだろう。

　フォンターナ家の面々がやらかしたことは、まだまだ数限りなくある。特に上位陣のネタには事欠かない。

　やらかし度が、とんでもなく常軌を逸しているから。

　彼女たちはみな、魔力、心力、体力、知力、応用力、その他様々なものが想像の域を遥はるかに超えた存在なのだ。

「まあ、そのようなわけですから、お父様とカカお姉様がいて下されば、理り刀とが危険にさらされる心配はない、と断言してもいいかと思いますわ」

　スイートが、両手にすくったお湯で顔を洗った。火ほ照てった桜色の頰ほおを、水滴が流れ落ちていく。

　キュートは、隣のスイートへ、正面の黒媛たちへ、それぞれ目をむけた。

　みんな頰を紅潮させ、肌もたっぷりと汗をかいている。

「あがりましょうか？」

　その言葉で、黒くろ媛ひめたちがようやく顔を引きしめる。

「そ、そうだな。理り刀との心配よりも、まずは湯あたりの心配をしたほうがよさそうだ」黒媛が、いつものように落ち着いた笑みを浮かべた。

「ひろいお風ふ呂ろって、ほんと、気持ちいいわね」巴ともえが、心地ここちよさそうに目を細める。

　百もも香かだけが、「？」といった顔を大浴場の入口へむけた。

「そういえば、シィちゃんは？」

「ん？　そうね。脱衣所にいたわよね？」

「……覚えてないな」

「部屋を出るときは、いたはずよ」

　黒媛と巴が、顔を見合わせる。

「もしかしたら、貴き賓ひん館かんの中で迷子になっているのかもしれませんわね。ここは、ひろくて造りが複雑ですから」

　スイートの言葉に、みんながうなずいた。

「始し祖そ竜りゆうだし、大丈夫でしょ」

　始祖竜だから、という理由で大丈夫だというのもおかしな話だが、なんとなく納得できてしまう。

　それにしても、シルティシャープはいま頃ごろどこにいるのだろう？


　　　★★★



　薄暗い部屋の中、ベッドに体を投げ出した理刀は、ぼんやりと浮かび上がった天井の木目を眺めていた。

　体は疲れているはずなのに、なぜか眠くならない。

　あしたの二次予選で、がんばっているフリをして負ける。負ければ、人間界へ戻ることができるだろう。

　ハンサムに、キュートとの仲を認めてもらえないまま。

　ササラは、優勝しただれかと結婚するのだろうか？　優勝者の求婚を断る、ということも考えられるけど。

　負けるつもりの自分が、あれこれと考えてもしかたない。

　目を閉じた。

　少しでも早くあしたを迎え、予選落ちしたあとはスムーズに家へ帰りたい。魔界へこられたというだけで、大収穫ではないか。

　そう、自らに言い聞かせた。

　でも、故意に負けるという選択が、なぜか引っかかるのだ。

　かっこよく優勝したいのか？　全力で戦いたいのか？　それとも、ただ逃げたくないだけなのか……。

　自分でも、これといった結論を出せないでいる。

　ふと……、頰ほおに風を感じた。

　部屋の空気が動いている？　窓は閉まっていたはずなのに。

　目を開け、顔を動かした。

　吹き込んでくる風で、カーテンがゆらゆらとゆれている。

「？」

「おにいちゃん」

「わっ！」

　いきなり抱きついてきたのは、シルティだった。

「シルティ？　どうして……」

「あのね、んとね、キュートしゃまたちがおふろいったからね、シルティシャープね、おにいちゃんのところにきたの」

　キュートたちがお風ふ呂ろにいったから、シルティはここにやってきた。まったくもって理由になっていないけど……、帰れとも言えないから。

「しかたないな」

　理り刀とは上体を起こし、シルティの頭をなでた。

「おにいちゃん、だいすきぃ～」

　彼女が、ぎゅぅ～っと理刀の胸に抱きついてくる。

　ここまでド直球に好意を示されれば、さすがに悪い気はしない。甘えんぼの妹をもった気分になってくる。

　ベッドはひとつしかないけど……、いっしょに寝るしかないな、と理刀が考えていると、

「さっきね、あっちにね、ひらひらしたふくでね、かみがキラキラしたひとがいたよ」

　シルティが、窓の外を指差した。

　ひらひらした服？　髪がキラキラ？　それって……。

「女の人？」

「うん、おんなのひと」

「まさか……」

　髪がキラキラした女性なんて、ひとりしか思い浮かばない。ひらひらした服というのが、よくわからないけど。

　コンコン。

　不意に、ドアがノックされた。

　こんな夜中に、だれ？　そんな疑問にこたえるように、

「あの、し、しし、失礼、あるいはお邪魔、し、します」

　理り刀との返事も待たず、ドアが開けられた。

　そろ～っと開いたドアのむこうからひょこっと顔を覗のぞかせたのは、七色の髪をもつ女性だった。薄うす闇やみの中にあっても、七色の髪は淡く美しい光を放はなっている。

「あ、あの、ここは理刀、あるいはわたしの友人のお部屋、ですか？」

「ササラ、姫？」

「ああ、よかった」

　不安げだったササラの顔が、パッと明るくなった。それだけで、部屋に光が灯ともったかのようである。久し振りに会う彼女は、相も変わらず美しい。

「あ、キラキラのひと」

　シルティが、ササラをピッと指差した。

「入っても、あるいはお邪魔してもいいですか？」

「あ、ど、どうぞ。その、なにもないですけど……」

　ここはビョルンストライド王国で、相手はこの王国の第二王女で、つまり超のつくお偉いさんで、そんな大物ＶＩＰが夜遅く訪ねてくる理由がわからなくて、理刀はわけがわからないながらもとにかくベッドから立ち上がり、ササラを迎え入れた。

　彼女が入ってくるなり、部屋の中がうっすらと明るくなった。淡い光を放つ髪のお陰で、ランプは必要ない。

「!?」

　理刀は、思わず息を吞のんだ。

　ササラが身につけている服が、メイドのものだったからだ。

　姫がメイド!?

　シルティが言っていた「ひらひらしたふく」とは、メイド服のことだったのだ。

　ひらひらでフリフリで愛らしい魔界の第二王女に、思わず見とれてしまう。

　理刀の視線に気づいたササラが、火を灯したランプのようにポッと頰ほおを染め、フリフリエプロンをくしゃりとつかんだ。

「あ、あの、この服、あるいは格好は……その……」

「い、いやぁ、なんというか……ビックリしました。ササラ姫が、こんな遅くにいらっしゃるなんて。どうなさったんですか？」

「夜中、あるいは深夜にすみません、あるいは申し訳ありません。でも、その……」

「おひとりですか？　お供の人とかは？」

　理刀の問いに、フリフリエプロンから手を放したササラが、代わりに胸の前でもじもじと指をからめ始めた。

「こっそり、あるいは黙って城を抜け出してきました。こんな悪戯いたずらは、子どものとき、あるいは幼少期以来です」

「それって、大変なことなんじゃ……」

　第二王女が、メイドに変装して城を抜け出すなんて……、しかも〝お婿むこ様さま選考会〟の最中に、参加者のひとりと密会のようなことをしているなんて……。真夜中だし。

　表おもて沙ざ汰たになったら、大変なことになるのでは？

　そんな理り刀との心配をよそに、ササラに歩み寄ったシルティが、七色の髪を物珍しそうに眺め始めた。ぼんやりと光るロングヘアに興味をもったようだ。

　ササラが、じゃれてきた子犬にむけるような目で、シルティを見下ろしている。でも、自分の髪をジロジロ見られるのは、あまりいい気分ではないだろう。

「ほら、シルティ、こっちおいで」

　呼ぶと、弾はじかれたように顔を上げたシルティが、すかさず理刀の胸に飛び込んできた。エヘヘ～という甘えまくった笑顔つきで。

　ここまで素早く反応してくれると、嬉うれしいやら恥ずかしいやら……。

　と、ムッとした表情のササラがスッと近づいてきたと思いきや、シルティの耳をつまみ、くいっと引っ張った。

　なにを？　理刀がそう思った直後、

「シルティシャープね、つまみぐい、してないよ？　ほんとだよ？　たべてないよ？」

　シルティが両手で頭を抱え、その場にしゃがみ込んでしまった。












「え？　シルティ？　どうした？」

「シルティシャープね、わるいこじゃないよ？　オヤツはね、いちにちいっかい。ゴハンはね、いちにちさんかい。かってにたべたりしてないよ？」

　頭を抱えて身を縮めたまま、シルティがぶつぶつとしゃべり続けている。

　ササラが、わずかに目を大きくしている。

「驚き、あるいは予想外です。以前、スキュースに聞いた、あるいは教えてもらった【竜の躾しつけ方かた】だったのですが……このような反応、あるいは態度が返ってくるなんて……悪いこと、あるいは申し訳ないことをしてしまいました」

　理り刀とは、苦笑いを浮かべながらシルティの頭をなでた。

　スキュースに躾しつけられた結果、耳を引っ張られたら意志とは無関係に体が反応してしまうようになったのだろう。

　とんでもなく強いシルティにも弱点があった、というわけだ。可哀かわい想そうな気もするけど。

　頭をなで続けてやると、シルティはすぐに立ち上がり、エヘヘ～と笑って理刀に抱きついてきた。もしかしたら、耳を引っ張られたことなどすでに忘れているのかもしれない。

「ほらシルティ、こっちに座ってな」

　ベッドを指し示してやると、シルティは素直にそこへ腰を下ろし、二秒後にはころんと転がって枕まくらに頭を埋うずめてしまった。

　さらに三秒後には、くぅ～、すぅ～、ぴぃ～、と寝息を立て始める。の○太くんに勝るとも劣らない早寝術である。

　理刀はササラと視線を重ね、クスッと笑い合った。




　ササラとならんでベッドに座り、理刀はいろんな話を聞いた。

　人間界でのこと。

　封ふう印いん樹じゆから出たあと、不安だったこと。

　カカや理刀とダンスをしたこと。

　みんなとカラオケにいったこと。

　懸命に話すササラの声を聞いているだけで、疲れが消えていくような気がした。

　話しながら、理刀は思った。

　ササラはなぜ、メイドに変装してまで城を抜け出し、ここへきたのだろう。

　自分がハンサムに半なかば無理やり参加させられていることを知り、心配になって様子を見にきてくれた？

　友だちとして会いにきてくれた？

　激励にきてくれた？

　理由は……、なんだっていいか……。

　こうして足を運んでくれただけで、十分である。王国の第二王女という立場があるのに、ここまでしてくれたのだ。

　ササラの言葉にうなずきながら、理り刀とはわずかな罪悪感を覚えた。

　自分はあした、負ける気で二次予選に臨のぞむのだ。美しい虹にじ色いろの髪をもった姫の〝婿むこ〟にならなくてすむように。

「わたしは、本当に感謝、あるいはありがたいと思っているのです。理刀やキュートたちのお陰、あるいは助力で、いまこうして幸せに、あるいは心穏やかにしていられるのですから」

　ササラの言葉に、理刀は曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

　彼女の微笑ほほえみが澄すみきっているから、余計に気持ちが湿しめっていく。

　それに気づかれたのだろうか、ササラが不意に視線を床へ落とし、言葉を途切れさせた。

「？」

「……あの、質問、あるいは訊きいてもいいですか？」

「え、あ、はい。オレにこたえられることだったら、なんでも……」

　チラッとこちらへ目をむけたあと、再びうつむいたササラが、ぽそぽそと細い言葉を口にした。

「理刀は、その、……魔界、あるいは異界で生活、あるいは暮らしたいと思いますか？」

　言ったあとも、彼女は視線をあげようとしない。その美しい横顔は、弱々しく光る七色の髪に隠れ、理刀からはよく見えない。

　魔界で生活したいか否いなか？

　この先、一生？　それとも一定の期間だけ？　好きなときに異界間をいったりきたりできる？

　だれと、いつから、どんな生活を送るかによっても、こたえは変わってくるはずだ。

　でも、そんなことよりも……。

　理刀は静かに息を吐き、心を整理した。

　ササラの質問には、軽い気持ちでこたえてはならない重みを感じたから、口にする言葉をきちんと吟味する。

「オレ、人間ですから、やっぱり人間界で生きるほうが自然だと思います。それに『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力もあるから……」

「わ、わたしは………………………………わたしは、寂さびしい、あるいは、孤独なのです」

　消え入るような声だったが、しかし彼女の言葉は一語一句、しっかりと理刀の耳に潜もぐり込んできた。

「姫？」

「わたしは忌いみ姫、あるいは｛傀儡回しプレイヤー｝です。生涯、死するそのときまで、心をしっかりと、あるいは強く保もち続けていなければ、瞬またたく間に折れ、あるいは潰つぶれてしまうでしょう。わたしの本当の仲間、あるいは同胞は、理り刀と、あなたしか……」

「……オレは」

「理刀は、大会で優勝、あるいは勝ち残った暁あかつきには、その、わ、わわ、わた、し、と……」

「もっとねぇ、たべたいけどねぇ、ダメなのね。んとね、スキュースしゃまにね、おこられるからねぇ～、むにゃむにゃ」

　不意に割り込んできたシルティの声に、ササラがビクッと首をすくめた。

　シルティの寝息は、いまもなお規則正しいままである。

　彼女のノー天気な寝言に、ササラがほんのわずかに目を尖とがらせた。が、すぐに温度のない顔になり、どこか達観したような目を理刀へむけてくる。

「あしたの競技でケガ、あるいは負傷をしないよう、気をつけて、あるいはがんばって下さい。競技内容をあなたへ教え、あるいは伝えたくとも、わたしはなにも知らない、あるいは聞いていないのです。すべて部下、あるいは下の者に任せきりにしていますから」

　ササラが、理刀の頰ほおへ手を伸ばしてきた。が、ギリギリのところで細い指をとめ、触れようとしない。

　彼女の指先はいま、小刻みに震えている。

「あなたに触れる、あるいは接触するということは、わたしの力が一時的に消える、あるいは消失することを意味します。そうなれば、部下、あるいは下の者たちがすぐさまここへ集まって、あるいは跳躍とんでくるはずです」

　彼女が、震える手をそろそろと引き戻し、胸の前で握った。

　理刀は、どんな言葉を返せばいいのかわからなかった。だから、

「あしたは、できる限り、自分なりにがんばります」

　ずるい言い方だ。

　負けるつもりでいるのに、「できる限り、自分なりにがんばります」だなんて……。

　ササラが、小さなつぼみが開くような微笑ほほえみを浮かべたあと、ベッドから立ち上がった。

「夜遅くに申し訳ありません、あるいはお邪魔しました。そろそろ……」

「城まで送りますよ」

「心配無用、あるいは結構です。わたしは忌いみ姫、あるいは｛傀儡回しプレイヤー｝なのですから」

　ピシッと言われれば、理刀にはひらひらフリフリな後ろ姿を見送ることしかできない。

　数分後、ゆっくりと建物を離れていく淡い七色の光が、二階の窓から見えた。

　ササラの影が見えなくなるまで、理刀はずっと光を眺めていた。

　あした、自分はわざと……。





二章　ハートのかたち







「おにいちゃんのぉ～、あたまぁ～、だいすきぃ～」

　理り刀とは、シルティのゆるゆる～な声で目を覚ました。頭頂には、むにむに～な感触。

　シルティがまた、寝ぼけて頭にしがみついているらしい。

　彼女が変化術を身につける前、始し祖そ竜りゆうの幼生体として理刀の頭に寄生していたことがある。そのとき、春日かすが頭あたまをいたくお気に召してくれたようだ。

　むにむに～な弾力にドキドキしながらも、きのうのことを思い出す。

　魔界にきていたキュートたちと、「わざと負けよう」と話し合った。

　夜にメイド姿で忍しのんできたササラと、「できる限り、自分なりにがんばります」と約束した。

　どちらにせよ、魔界の第二王女と結婚なんてできないから……。現実的に無理だし。寝る前に、どうにか心を整理した。

　魔界で初めて迎えた朝。

　寝て、起きたときには自分の部屋で、魔界でのできごとはなにもかも夢でした、というご都合主義的な展開を心のどこかで望んでいた。

　でもやっぱりここは魔界で、シルティが頭にしがみついているという現実は動かせないから……、まずは起きあがってベッドから出なければならない。

　顔の左右とアゴをガッチリと押さえたシルティの両腕をつかみ、グッと力を入れた。が、動かない。この状態は一度経験しているから、なかなか外せないことはわかっている。

　理刀は、せまい隙すき間まに頭が挟まったちょっとおバカな猫のように、頭をぐりぐりと動かした。




　しばらくぐりぐりやったあと、ようやくシルティのしめつけから脱出することに成功した。さすが始祖竜。生なま半はん可かな腕力ではない。寝ぼけて理刀の頭ず蓋がい骨こつを抱き潰つぶさない絶妙な力加減に、感動すら覚えてしまう。

　窓から、やわらかな光が差し込んでいる。

　時計がないから時間がわからない。二次予選の開始時間もわからない。これからなにをすればいいのかもわからない。

　まずは……、顔を洗おう。と、理刀が洗面所に足をむけたそのとき、シルティがひょこっと上体を起こした。彼女の視線は、戸口へ真まっ直すぐにむけられている。

　声をかけても、体を揺らしても、なかなか起きてくれない彼女だけど……。

　部屋の外には、いったいなにが？

　ひと呼吸後、コンコンとノックの音が聞こえた。続けて、ドアが開く。

　廊下から入ってきたのは、トレーをもったメイドだった。昨晩は、メイド服を着たササラ。今け朝さは、本物のメイドだ。

　トレーには、湯気が立ちのぼる食器がいくつかのっている。どうやら、朝食をもってきてくれたようだ。

　ありがたいことなのだが……、部屋に入ってきたメイドは、ササラのような優雅さも可愛かわいらしさもまるでもち合わせてはいなかった。

　背が高くそして細い体は、モデルのように洗練された雰ふん囲い気きを醸かもし出し、赤い唇は笑みのかたちに固まってはいるものの、目だけが異様に鋭いのが気になった。

　髪の毛も、どこか野性的な茶色のくりくりロングヘアだから、メイド服となんだかつり合っていないような……。

　さっそくシルティが、ころころっとベッドから素早く転がり出たあと、小走りにメイドとの距離を詰め、モーニングスマイルをわずかも崩さず、予備動作のかけらさえ見せず、おかずのひとつに手を伸ばした。

　ひょい、ガシッ、パクッ、と一連の動作にはまるで無駄がない。

　メイドの表情が、わずかに曇くもる。

　直後、シルティがペッと食べたものを床に吐き出した。

「これいや～」

　うぇ～、と顔をしかめ、舌を出したシルティを見ながら、理り刀とは首を傾かしげた。

　さすがのシルティにも、好き嫌いが？

　そう思ったとき、くりくりロング茶髪のメイドが、もっていたトレーを理刀に投げつけてきた。

「!?」

　とっさに避ける。

　顔のすぐ横を、ビュン！　とトレーが勢いよく通り過ぎていく。

　ガチャン！　と食器が壁に当たる音が聞こえたときにはもう、くりくりロング茶髪とスカートをひるがえし、メイドが部屋から駆け出していた。

　シルティの態度に大激怒？　いや、違う。

　理刀とシルティは、一次予選をトップで通過している。

　そしてきょう、二次予選が行われる。

　一次通過者は三〇名。理刀以外の残り二九名はみんな、ササラの〝婿むこ〟という地位を狙ねらってやってきたのだ。

　彼らの中には、正々堂々という精神などお構いなしに、競争相手を蹴け落おとしたいと考えている者もいるはず。理刀が負ける気でいるなんて知るはずもないから……。

　食べ物の中に、なにか入っていたのか？

　シルティの表情に苦痛が見られないのを確認したあと、理り刀とは部屋を飛び出した。

　廊下にメイドの姿は……、ない。

　階段のほうから、足音が聞こえてくる。

　反射的に、音を追って走った。

　階段を一気に駆け下りる。

　宿舎の一階ホールを走り抜け、外へ飛び出したときにはもう、メイドの姿も足音も捉とらえることはできなかった。

　きれいな丸石が敷しき詰つめられた道が、二〇メートルほど離れた門のほうへ続いている。

「おにいちゃん、どこいくの？」

　いつの間にか、すぐ後ろにシルティが立っていた。メイドが何者だったのか、彼女が運んできた朝食がなんだったのか、まったく気にしていませんといったぽやぽやスマイルに、どっと肩の力が抜けていく。

　何事もなかったから、よかったけど……。

　理刀は、腹の底に沈殿した苛いら立だちを吐き出すように、足もとの石を軽く蹴けり飛ばした。

　そこで気づいた。蹴った石が、ハートのかたちをしていることに。

　拾い上げて、まじまじと眺めてみる。

　色は青みがかった黒。左右のバランスも申し分ない。なんだか、自然の不思議をてのひらにのせているような心地ここちになってくる。

　ハート。心。やさしさ。慈いつくしみ。気持ち。そして、願い。

　早くキュートに会いたい、という気持ち。そして、願い。

「おにいちゃん、それなに？」

　シルティが、理刀の手を覗のぞき込んできた。

「ほら、ただの石だけど、ハートのかたちしてるだろ？」

「はぁと？」

　シルティが、ちょこんと首を傾かしげた。

　彼女にとって、石はしょせん鉱物質の塊かたまりでしかないのだろう。ハートの意味を知らないらしい。

「ハートってのは、人間界じゃいろんな意味に使われてるんだ」

「いろんな、いみ？」

「たくさんあるけど、みんなに共通してるのは、ん～、やっぱり〝心〟かなぁ」

「ココロっていみなんだね、すごいね。ココロは、おいしい？」

「残念だけど、心は食べられないんだ。でもね、心のきれいな人は、みんなと友だちになれるんだよ」

「シルティシャープもね、ココロをきれいにするよ。そしたらね、おともだちいっぱいできるね。たのしいね」

　シルティが、大きな胸をぷるんぷるん震わせながら、体をゆすり始めた。

　彼女の心はすでに純じゆん真しん無む垢くで汚れひとつないから、このまま現状維持で十分だろう。あとは、必要最低限の食事作法を少しずつ覚えていけばいい。

　理り刀とは、ハート石を右手に握り込み、その硬さを確かめたあと、ズボンのポケットに押し込んだ。

「さて、それじゃあ部屋に帰って……」

「理刀ぉ～」

　声に顔をむけると、門のほうからキュートたちが歩み寄ってくるのが見えた。

　ナイスタイミング！




　理刀とシルティは、キュートたちが泊まったという貴き賓ひん館かんで朝食をとることにした。

　宿舎から、歩いて一〇分もかからない場所だ。二次予選が始まるまでには、まだまだ時間があるという。

　危険なことからは身を遠ざけたほうが無難、というキュートたちの考えは、ひと晩たっても変わってはいなかった。

「がんばっているフリをしてダウン作戦」を決行する、ということだ。

　それでも……、理刀は思う。

　大会で優勝すれば、ふたつの結果を手にすることができる。

　ひとつ目は、〝ハンサムからキュートとの仲を認めてもらえる〟ということ。

　ふたつ目は、〝ササラの婿むこになる〟ということ。

　ふたつ目は、フォンターナ公こう爵しやく家けの力でなんとかなりそうだし、ササラ自身ともう少し話し合えば大丈夫なような気がする。

　だから、優勝してキュートと……。

　貴賓館のひろい食堂に入り、テーブルに食べきれないほどの料理をならべてもらいながら、理刀はゆれる気持ちのネジをゆっくりとしめ直した。

　隣席では、シルティがさっそく手づかみで、勢いよく、作法など放ほうり投げ、食堂の上品な雰ふん囲い気きを蹴けり飛ばし、料理を次々と口に運んでいる。料理のかたちや色彩の妙を楽しむ気などさらさらないのだろう。ついでに、用意されたナイフとフォークに活躍の場を与えるつもりもないらしい。

　勝手に貴賓館を抜け出した昨晩のことをキュートに叱しかられ、食事を始める直前までしゅんとしていたのに……。

　真っ白なテーブルクロスにボロボロ、ボロボロ、ボロボロと食べ物をこぼし続けながら、食いしん坊の始し祖そ竜りゆう少女は手も口もとめようとしない。

　女の子たちが、彼女の食べっぷりを呆あきれと感心のまなざしで眺めている。

　フォークやナイフと同様に、シルティにとっては周囲の視線も気にならないらしい。ただただ、無我夢中でパクパクムシャムシャを続けている。

　理り刀とは、朝食をまだ食べていなかったというキュートたちといっしょに、目の前にならべられた料理をのんびりと味わっていく。

　そんな中、理刀の対面に座ったキュートが、手をとめて言った。

「予選が終わったあとは、マイルドペインの街をもう一度ゆっくり見学してから人間界に帰りましょ」

「ですわね。黒くろ媛ひめたちに魔界を楽しんで頂かなければ、フォンターナの名が泣きますわ」

　スイートが、すぐさま言葉を添える。

「楽しみだ」黒媛の口もとには、いつもの余裕たっぷりな笑みが浮かんでいる。

「お土産みやげとか、見たいな」巴ともえも、控えめながらウキウキを抑えきれない様子だ。

「気合い全開で見学します！」百もも香かは、元気出力急上昇、といった感じである。

「むぐぅっ、んむむぅ、はぐぅんむんんむぅ」

　シルティも嬉うれしそうにしゃべっているが、口の中にいっぱい詰め込んでいるため、なにを言っているのかわからない。ご機嫌、ということだけはひと目でわかるけど。

　ガチャ、ととうとつに食堂のドアが開いた。

「あ……」

　思わず、声がもれた。

　入ってきたのが、ハンサムだったから……。

　続けて、カカとリイザの姿も目に飛び込んでくる。

「……お父様」

「お姉様たちまで……」

　キュートとスイートが、ナイフとフォークを食器の上に置き、ふたりそろって席を立ち上がった。

　彼女たちに倣ならい、理刀も席を立つ。続いて黒媛たちも。

　シルティだけが、食べるのをやめようとしない。

「食事中にすまないね」

　キュートたちに歩み寄ったハンサムが、末娘と末から二番目の娘に腕を伸ばし、ふたりいっしょに抱きしめた。

　キュートとスイートは、身じろぎひとつしない。

　リイザが、ハンサムの横からキュートの頭だけを抱きしめる。

「勝手にパーキート城から出ていったりして、心配したのよ？」

　ハンサムとリイザのダブル・ハグに、キュートがブルブルブルッと頭を振った。まずはリイザを振りほどくつもりのようだ。

「ちょっとリイザお姉様、頭を引っ張らないで！　首が抜けるでしょ！」

「まあキュートったら、わたしそんなひどいことしないわ」

「いいから、放はなしてっ！」

「んもう」

　仕方なく、といった表情で、リイザがキュートの頭から大きな胸を離す。

　だが、ハンサムのほうはキュートもスイートも放そうとしない。独ひとり占め状態だ。

　そんな彼に冷たい声をかけたのは、カカだった。

「お父様、あまり時間がないのですよ？」

「お、そうだったな。」

　ようやく無抵抗のキュートたちから離れたハンサムが、理り刀とへ目をむけてきた。

「春日かすがくん。よくがんばった。二次予選も、この調子でクリアしてくれ」

「お父様、あたしは納得できません」

「憚はばかりながら、わたくしもキュートと同意見ですわ」

　キュートとスイートが、そろって父親に強い視線をむけた。「がんばっているフリをしてダウン作戦」を計画しているとはいえ、やはり父の行いにひと言もの申したいようだ。

　ハンサムが、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを落としながらも、小さく首を振った。

「お前たちがここにいるということは、ササラ姫の婿むこを選ぶ大会のことは、もう知ってるね？」

　キュートがうなずき、スイートが唇を引きしめる。黒くろ媛ひめたちも、ハンサムへ真剣な目をむけている。

　パクパク、ムシャムシャ、ムグムグ、とシルティだけがこの場の空気にそぐわない動きをやめようとしない。

　理刀は、ハンサムの目を無言で受けとめた。

「大会には、エプスタインの息子も参加しているらしい。この意味がわかるかい？」

「「「エプスタインが？」」」

　理刀、キュート、スイートの声が重なった。黒媛たちも目を見開き、顔を見合わせている。

　まさかここで、エプスタイン公こう爵しやく家けの名を聞くとは思わなかった。

　理刀は以前、エプスタインの名前をもつ魔族と遭遇あったことがある。ササラの命を狙ねらってきたファルルの醜みにくい姿が、脳裏に浮かび上がってきた。狡ずるくて、卑ひ怯きようで、卑ひ劣れつで、間違っても友だちにはなりたくないタイプだった。

「でも、エプスタインと理刀に、なんの関係が……」

「どうせエプスタインのことだから、卑ひ怯きような手を使って大会を混乱させるだけですわ」

　キュートもスイートも、理り刀とを人間界へ連れて帰ることに意識をむけているため、ある結果に思い至らないようだ。

　理刀は意を決し、ハンサムにむかって大きくうなずいた。オレ、いきますよ、という思いを込めて。

　ここに至ってはもう、「がんばっているフリをしてダウン作戦」なんて言ってられない。

「よく聞きなさい。もし、エプスタインが優勝すれば、彼らは王族の親しん戚せき筋すじになるんだよ？　この意味がわからないお前たちでもないだろう」

「きゅ……エプスタインが、優勝できるはずないと思います。あの他力本願一族が、予選を勝ち抜く努力をするなんて考えられません」

　キュートの表情は、言葉とは裏腹に険けわしいものに変わっている。自分でもわかっているのだ。もし、エプスタインがササラの婿むこになればどうなるか……。

「………」

　スイートはもはや、なんの言葉も口にしない。

　黒くろ媛ひめたちは、不安げな顔で互いに顔を見合わせている。

　キュートが、どうにか口を開いた。

「でも、理刀が大会に出場すれば……」

「春日かすがくんはわたしが見込んだ男だから、必ずや優勝してくれるだろう。そのためのバックアップだってするつもりだよ」

「お父様、そうなれば、り、理刀と、姫が……」

「大丈夫だ。その場合はどうとでもなる。優勝したからといって、すぐに婿の椅い子すが手に入るわけじゃない。ササラ姫のお気持ちもあるし、相性だってあるからね。主導権は姫が握ってるよ」

「本当ですか？」

　念を押すキュートの肩を、いままで黙っていたカカが、ポンと叩たたいた。

「まずは、エプスタインを潰つぶすことに専念しろ。もしヤツらが優勝すれば、どんな手を使ってでもササラを洗脳しようとするだろう。大会に優勝されたら、それをとめることができなくなる。わたしも、本音では春日を大会に出場させるのは反対だ。それでも、エプスタインを野の放ばなしにはできない」

「カカお姉様の仰おつしやる通りですわ。エプスタインならば、優勝者の特権を利用して、やりたい放題を始めるに違いありませんもの」

　スイートの言葉に、キュートが唇を一文字に引き結ぶ。

　彼女の目が、理刀に注がれた。

　ハンサムも、カカも、リイザも、理刀へ目をむける。

　スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かも、みんな理り刀とに注目している。

　シルティだけが、いまだにムシャムシャやってるけど……。

　理刀は、意識して表情から力を抜いた。

　ここぞというときほどリラックスだ。

「オレにできることなら、なんでも言って下さい」

　故意に負けることを考えていたときの沈ちん鬱うつな気持ちが、スーッと消えていく。




　もうすぐ二次予選が始まる時間だというから、理刀はキュートたちといっしょに宿舎へ戻った。

　ハンサム、カカ、リイザの三人からは、「心配しなくていい」という言葉をもらっている。加えて、「一次と同じようにシルティとコンビを組めるよう、ちゃんと手は回してある」とも。

　これ以上心強いことはない。

　係員に呼ばれるまで部屋にいようと、理刀たちは二階へのぼった。

　そして、部屋へ入ろうとしたそのとき、廊下の先から「ヴハハハハハ」という笑い声が聞こえてきた。ぐるんぐるんと空気をかきまぜるような、大音笑おおわらいである。

「なにアイツ？　でかい図体して、偉そうにしてるわね」

　キュートが、眉まゆ根ねにしわを寄せた。

　スイートは心持ち前傾姿勢で、笑い声の主をにらみつけている。

　黒媛は早くも、右手にコンパクトを握っている。

　巴は、どことなく泣きそうな表情ながら、相手から視線をそらさない。

　百香は、素早く黒媛の背に隠れ、そこから顔を覗のぞかせている。

　シルティは、野太い笑い声に驚く様子もなく、ニコニコ顔を崩さない。

　笑っていたのは、一次予選で会ったゴリラ男だった。

　バズーカ砲のような武器で、有翼の少女たちを次々と撃ち落としていた姿を思い出す。体の大きさに似合わず素早い動きで、襲いかかってくるハルピュイアたちを次々と叩たたき伏せていた。理刀の混沌爆弾カオテイツク・ボムを前にして躊躇ためらうことなく逃げ出した引き際の迅じん速そくさも、ハッキリと覚えている。

　彼も、一次予選を突破していたらしい。

「ΨΠΩψψっ」

　ゴリラ男が、どすどすと歩み寄ってくる。

　スイートが、一歩を踏み出した。

　黒媛が、コンパクトのフタに手をかけた。

「あのさ、まだ予選は始まってないから……」

　ここで争うのはやめよう、と続けようとした理り刀との言葉に、遠雷のようなゴリラ男の笑い声が覆おおいかぶさってきた。

「ヴハハハハハ。お前の言葉、なんか変だな。ヴハハハハハ。おもしろいな」

　感動的なほどなめらかな日本語で、ゴリラ男が話し始めた。魔界人の言語能力は、本当に素晴らしい。

　声が太いし、声こわ音ねもひび割れたようで耳に障さわるし、顔もヒゲ面で、歯も黄色いから、なんだか威圧されてしまうけど、目はどこか愛あい嬌きようがある。身にまとった空気にも、敵意のようなものはない。

「お前、いちばんでゴールしたんだろ？　すごいな。ヴハハハハハ。でもな、オレ様が優勝するからな。ヴハハハハハ。ヘルムラン高原のナイスガイたぁ、オレ様のことよ。ヴハハハハハ。優勝して、腹いっぱい飯食うんだ。ヴハハハハハ。すごいだろ？　ヴハハハハハ」

　なんだか憎めない男だ。

　理刀は、ゴリラ男のでかすぎる顔を見上げながら、そう思った。二メートル近くある巨体ながら、まるで子どものような空気をもっている。

　キュートが、呆あきれたようにゴリラ男を見上げている。

　スイートと黒くろ媛ひめも、警戒心を薄められた様子で苦笑いを浮かべている。

　巴ともえと百もも香かは、ただただゴリラ男の野太い笑い声に驚いている。

　シルティだけが、ゴリラ男が笑うたびに体をゆらし、楽しそうに胸をぷるぷるさせている。彼女にとって、笑うということは、イコール楽しいシチュエーションであることを理刀は経験的に知っている。

「優勝するのは、オレ様だからな。ヴハハハハハ。ヘルムラン高原の女泣かせたぁ、オレ様のことよ。ヴハハハハハ」

　笑いながら、ゴリラ男が隣の部屋に入っていく。偶然にもお隣さんだったらしい。

　理刀は肩をすくめ、キュートたちを目で促うながした。お隣が笑いゴリラ男でも、ひとりのときは静かなはずだから、そんなにうるさくないだろう。証拠に、昨晩はシルティとふたりでよく眠れた。だから、自分たちも時間まで部屋で休んでよう。

　と、部屋のドアノブに手をかけたそのとき、再び隣室のドアが開いた。

　出てきたのはもちろん、ゴリラ男だ。大きな手に、バスケットボール大の革袋をもっている。

「ヴハハハハハ。オレ様はな、これからヘルムラン高原に帰るからな。ヴハハハハハ。腹いっぱい飯食うんだ。ヴハハハハハ。鼻血出るまで食うんだ。ヴハハハハハ」

　意味がわからない。

　帰る？

　ついさっきは、自分が優勝するって自信満々に宣言してたじゃないか。それなのに、どうして？

「ヴハハハハハ。おい、いちばん坊主。これだけは言っとくぞ？」

　ゴリラ男の顔が、急にマジメな色に染まった。

「？」

　理り刀とは、ゴリラ男にほんの少しだけ身を寄せた。どういうわけか、彼の真剣な目に引き寄せられたのだ。

「でかい権力ちからにゃ逆らうな。利り口こうになれよ。世の中、逃げどきの見極めと金さえありゃ長生きできるからな。お前がいいヤツだって、オレ様はちゃんと見抜いてるからな。でもな、お前みたいなヤツは早死にするからな。逃げどき、間違えんな」

　それだけ言うと、理刀に背をむけてどすどすと歩み去っていった。

「バイバイ」シルティが、ゴリラ男のひろい背中に手を振った。

「アイツ、どうしたのかしら？」キュートが目を丸くしている。

「もっていらっしゃったのは、お金ですわね」スイートが目を細めた。

「気が変わったのかな？」黒くろ媛ひめがそばにいた百もも香かを抱き寄せた。

「お腹なか空すいたのかも」百香が、姉の胸に頰ほおを押しつける。

「お金の出所は、どこかしら？」巴ともえがつぶやいた直後、ゴリラ男が出てきた部屋から、さらに三人の魔界人たちが姿を現した。

　背が高く、肩幅のひろい男が先頭に立っている。

「あ……」

　理刀は思わず、声をもらしてしまった。

　見た目は悪くない。カッコいいと評してもいい。クセのある灰色の髪。整った顔。鼻も高い。唇も男らしく引きしまっている。が、しかし、目が濁にごっていた。それはもう、腐ふ臭しゆう漂ただようドブ川のように。

　こんな目をもった魔族と、理刀は会ったことがある。

　ファルル・エプスタイン。以前、ササラの命を狙ねらってきたとっつぁん坊やだ。不快極まりない顔と容姿に加え、濁り腐くさった目をもっていたのを覚えている。

　隣室から出てきた魔族は、ファルルと同じ目をもっていて……。まさか……。

　女の子たちも、みんな言葉を失っている。彼女たちも、澱よどんだ目に気づいたのだろう。

　緊張感がないのは、ぽやぽやスマイルを浮かべたシルティただひとり。

　男が、ジロリと理刀に目をむけてきた。彼の後ろには、すらりと背の高い女と、すらりと背の高い男がつき従っている。三者全員の背がすらりと高いため、言葉にならない威圧感がある。

　よく見ると、女性のほうは、怪しい朝食をもってきた今け朝さのメイドだった。目の鋭い、茶色のくりくりロングヘアの彼女だ。肌を露出させた緋ひ色いろのＴシャツと短パンというラフな格好は、メイド服よりずっと似合っている。

　もしエプスタインの関係者ならば、朝食のことも納得できる。

　男のほうは、ヤクザ風とでも表せばいいのだろうか、鋭いというよりも毒を塗った刃物を思わせる嫌な目をもっていた。両耳も変に尖とがってる。

　身長は二メートルに届くかもしれない。攻撃的なモヒカン頭だから、背が高く見えるだけかも。それでも、一流のバスケットやバレー選手のように、手足が長く、筋肉も引きしまっている。

「貴様、なにを見てる？」

　先頭の男が、冷たく言い放はなった。

　キュートとスイートが、眉まゆ根ねに小さなしわを寄せた。

　黒くろ媛ひめたちは、下品なものでも見るかのように顔をしかめている。

　くりくり茶髪の女が、男の耳もとでなにやらささやいた。直後、

「おい、貴様。金をやるから家に帰れ」

　まるでハエでも追い払うかのように、顔の前で手を振った。

　こたえは、考えなくても決まってる。

「金？　いらないよ」

「ふん、我が名を聞いたあとで、もう一度よく考えろ」

「だから、いらないって」

「我が名は、セイル・エプスタインだ。これを聞いても、金が欲しくならないか？」

　やっぱりエプスタインだ。

　シルティ以外の全員が、重いため息をつく。

「あんたがエプスタインでも、セイルって名前でも、金はいらないよ。二次予選出るんだろ？　お互い、がんばって……」

「金が欲しくないのか？　ハッ、だったら重傷コースだな」

　理り刀との言葉に耳を貸そうともせず、セイルが下げ劣れつな言葉を吐き捨てた。


　　　★★★



　スイート・フォンターナは、予想通りの展開に奥歯をギッとすり合わせた。

　ここで戦やり合えば、怪け我が人にんが出るだろう。セイルは、とてもエプスタインの一族とは思えない鍛え上げた体たい軀くをもっているし、従者のふたりも侮あなどれない。

　特に、モヒカン男のほうが危険だ。彼が生きつ粋すいの獣人であることは、ひと目でわかった。戦えば、間違いなく力負けするはず。

　こちらの戦力は、黒媛と巴ともえのふたり。

｛傀儡回しササラ｝の支配領域内では、おそらく最強レベルのコンビだが、間合いが近すぎる。

　黒くろ媛ひめがコンパクトを開くよりも、巴ともえが呪じゆ文もんを唱となえきるよりも、獣人の爪つめと牙きばのほうがずっと速い。

　スイートは、モヒカン男の視線を静かにからめ取った。

　むこうも、こちらが獣人であることに気づいているようだ。おそらく、クオーターであることも。

　一歩を踏み出したモヒカン男が、スイートを見下ろしてくる。

「お前、不凋花アスフオデルだろ？　臭におうぜ」

　怒りに顔が熱くなる。

　魔族と獣人の混血児は、｛不凋花｝と蔑さげすみを込めて呼ばれている。決して凋しぼむことのない地獄の辺土に咲く花。つまり、殺しても死なないしつこい「害虫」という意味だ。

　スイートは、懸命に怒りを抑えた。

　ここで感情にまかせて動けば、みんなを危険にさらすことになる。

　キュートと百もも香か、そして理り刀とは、なんとしても戦いの場から逃がさなければならない。三人の能力は、近接戦闘には不むきだから。

　シルティシャープは……、変化した始し祖そ竜りゆうの戦闘力は未知数だし、明らかに戦いむきの性格をしていないから、こちらの戦力に数えるのは危険だ。

　ここはまず、自分が盾になってみんなを走らせ、黒媛と巴にフォローしてもらいながら貴き賓ひん館かんに逃げ込めば……。

　スイートは、突っ込むタイミングを計りながら、周囲に意識を配った。

「こいよお嬢ちゃん。不凋花だから、腕の一本くらい引き抜いても死なないよな？」

　モヒカン男が、肉厚な唇をベロリとなめる。すでに狩りを成功させた獣のような顔。自分の絶対的な優位と勝利を微み塵じんも疑っていないのだろう。

「モズ、さっさと殺やれ」

　セイルが、モヒカン男に冷たい目をむけた。

「ココラルも、時間をかけるなよ」

　女のほうへも。

　そのときだった。

　キュートが躊躇ためらいなど微塵も見せず、スイートよりもさらに前へつかつかと歩み出たではないか。


　　　★★★



「さすがエプスタインね。あんた、ちゃんとした勝負なんてできないんでしょ？」

「なんだ貴様は？」

　キュートは、煩わずらわしげに唇を曲げたセイルへ、

「あたしはキュート・フォンターナよ。しっかりと覚えておきなさいっ！」

　ガツンと言ってやった。

　すごく怖い。

　気を抜くと、膝ひざが折れてしまいそうだ。この場に座り込んでしまいそうだ。泣いてしまいそうだ。

　それでも、セイルをにらみつけた。

　この場で最弱の存在は、自分と百もも香かのふたり。だからこそ、前に出るしかない。

　いちばん弱い存在が騒げば、相手に警戒されず、注意を引きつけることができるはず。上う手まくいけば、みんなを逃がすことができるかもしれない。

　キュートはなけなしの勇気を振り絞り、セイルを、モヒカンのモズを、茶髪女のココラルをそれぞれにらみつけた。

　背筋がゾクゾクしているのは、寒いわけじゃない。膝が震える。肩も震えている。

　そんなキュートの肩を、大きな手が包んでくれた。不思議なことに、スーッと震えが消えていく。

　隣に立っていたのは、理り刀とだった。

「戦うのは、ここじゃなくてもいいだろ？」

　彼が、毅き然ぜんとした態度でセイルに言う。

「フォンターナとエプスタイン、観客のいない場所で争うには、もったいないくらい大きな名前なんじゃないかな？」

　セイルの眉まゆがわずかに動いた。そして、少しだけ考える素そ振ぶりを見せたあと、やれやれといった様子で肩をすくめた。そして、

「では、二次予選で会おう」

　くるっときびすを返し、一歩ごとに余裕が滲にじみ出てくるかのような足取りで歩き去っていく。

　モズが、スイートに意味深な笑みを投げたあと、これ見よがしに足もとへツバを吐き捨てていく。

　続けてココラルが、シルティへ尖とがった視線を突き刺し、

「あんた、幻獣属だろ？　どんな不ぶ細さい工くが人の皮をかぶってるのやら……」

　つぶやいたあと、セイルとモズのあとを追っていった。

　シルティが、なにを言われたのかわからない、といった表情でぽか～んとココラルの背を見つめている。

　キュートは、肩にのった理刀の手に自分の手を重ね、彼の顔を見上げた。

「アイツらには、絶対に負けないよ」

　理刀の言葉が、震えのとまった心をやさしく包んでくれる。

　その通り。

「がんばっているフリをしてダウン作戦」は白紙撤回だ。

　エプスタインには負けられない。


　　　★★★



　係員の指示に従い、理り刀とは二次予選が行われるという広場へ足を運んだ。

　広々とした二次予選会場から、天空を貫くようにそびえ立つマイルドペイン城が見えた。距離にして、二、三キロはあるだろうか。

　理刀は、緊張感に押し潰つぶされまいと、無理やり笑顔をつくり続けた。そばにいるキュートたちを不安にさせないためにも、とにかく笑顔だ。

　係員に訊きいた二次予選の試合方法は、単純なものだった。

　一次予選を通過した三〇名が半分になるまで乱闘を続ける、というもの。

　バトルロイヤルだ。

　ゴリラ男が棄き権けんしたため、厳密には二九人で戦うことになる。もしかしたら、理刀の知らないところでエプスタインが参加者をさらに減らしているかもしれないから、もっと少ないかもしれない。

　二次予選会場はすでに、参加者と彼らを取り囲む観衆で埋め尽くされているため、熱気むんむんだ。

　サバイバルバトルを前に、理刀は静かに息を吐き、気持ちを落ち着かせた。

　キュートたちが応援してくれる。

　だから大丈夫。

　ハンサムもどこかで見てくれているはず。カカとリイザも。

　魔界の大だい公こう爵しやくと｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝と｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝が味方だから、まさに怖いものなしだ。たとえ｛傀儡回しプレイヤー｝の力で魔法が使えないとしても、きっと大丈夫。様々な方法でサポートしてくれるはず。シルティともコンビを組めるはずだから、大丈夫。

　信じろ。

「もうすぐ試合が始まります。ご準備はよろしいですか？」

　係の女性が、足早に近づいてきた。

　続けて、身を寄せてきた黒くろ媛ひめが、理刀の背をバシッと少々荒っぽく叩たたいた。

「理刀ならやれるさ。でも、無理だけはするなよ？」

「やれるとこまでやってみるよ」

　うなずいた直後、ガチャ、と係員が理刀の右手首に手錠をかけた。

「え？」

　これは……、なに？

　続けて、ガチャリ、と黒媛の左手首にも。

　理刀の右手と黒媛の左手が、長さ三〇センチほどの鎖でつながれた理由は？

「ちょ、なんで手錠なんか……」

「無断で手錠を外せばその場で失格となりますので、ご注意下さい。それではカスガリト様、ならびにシルティシャープ様、ご健闘を祈念しております」

　機械的に言ったあと、係員がさっさと離れていってしまう。

「ちょっと、この人はシルティじゃなくて……あの、間違えてますよ？　ちょっと！」

　シルティと黒くろ媛ひめを取り違えたことに気づかないまま、係員は人ひと混ごみの中へ消えてしまった。理り刀との声に振りむきもしないまま……。

「理刀、周りを見てみろ」

　黒媛の言葉で、理刀は素早く周囲へ目を投げた。

　他の参加者たちも、それぞれふたりひと組となり、鎖で互いの手首をつないでいる。

　タッグマッチか!?

「きゅ、聞いてないわよ？」キュートが、驚きに目を見開いている。

「わかっていれば、わたくしがいきましたのに。コンビの変更を急いで要求して……」スイートが、係員の女性を追って走り出す。

「ど、どど、どうしよう。これ、は、外したら失格って、そんな……」巴ともえが、泣きそうな顔になっている。

「黒くろ姉ねえ様さま……」

　どんな言葉をかければいいのかわからない、といった様子の百もも香かを、黒媛がぎゅっと抱きしめる。

　理刀と組まされるはずだったシルティは、事態の深刻さにまるで気づいていない様子で、ぽや～っと大勢の人々を眺めている。

　ブオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　腹に響く音が、会場中に響き渡った。

　試合開始の合図だ。

　歓声と参加者たちの雄叫おたけびが、空に満ちていく。

　空気が震えた。

　地面が震えた。

　心も震えた。

　黒媛が、抱きついていた百香をそっと押しやり、強い目を理刀にむけてくる。シルティと間違えられたことなど、些さ細さいなことだと言わんばかりに。

「やるしかない。いくぞ理刀っ！」





三章　あたふたタッグ







　強風のような大歓声の中、理り刀とは黒くろ媛ひめとふたり、広場の外側を走り回った。というよりも、逃げ回った。

　試合場と観客席とは柵さくで仕切られているから、それ以上外へ逃げることができない。

　試合場となっている広場は、サッカー場よりもやや狭いくらいだろうか。十分に逃げ回るスペースはあるのだが……。

　どういうわけか、集中攻撃を受けている。

　理刀は一次予選の一位通過者だから、みんなそろって警戒しているのかもしれない。

　なんとか黒媛の時間停止能力で攻撃を防ぐことができてるけど……、このままでは｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の体力もいずれ消耗し、遠からず数に押しきられてしまうだろう。

　理刀と黒媛は、防具など身につけていない。しかも素手だ。対して周囲の参加者たちは、軽装重装の差はあっても、みんな防具で身を守っている。しかも、武器を手にしているからやっかいだ。

　タッグマッチ。

　武器の使用、及および防具の着用ＯＫ。

　そんなこと、まるで聞いてなかった。

　わざと？　それとも、訊きかなかった自分たちが悪いのだろうか？　いまさら言っても遅いけど。

　ガチャガチャと真っ赤な鎧よろいをこすり合わせながら、ふたりの男たちが斧おのを打ち下ろしてきた。

「いまだっ！」

　黒媛の声で、理刀は思いきり後ろに跳んだ。が、彼女は右横に跳んだから、互いにバランスを崩してしまう。

　当然、理刀のほうが体重と力が上だから、黒媛を思いきり引っ張ってしまい……。

「きゃっ」

　彼女が、ヨロヨロとバランスを崩して理刀に抱きついてきた。

　むにゅん。

「わ、と、あん、きゃあっ！」

　そのまま地面にふたりで倒れ込み、も一度むにゅん。

　大きな胸の感触に、理刀は顔が火ほ照てるのを感じた。が、振り上げられた二本の斧が視界の隅をかすめたため、黒媛を抱きしめたまま全力で転がった。

　耳のすぐ横に、ドスドスッというふたつの鈍にぶい音が叩たたきつけられる。

　転がった勢いのまま立ち上がり、その流れで黒くろ媛ひめを引っ張り起こす。

「すまんっ」

　いくぶん頰ほおを紅あかくした黒媛が、チラッと理り刀とへ目を投げたあと、すぐにまた周りの敵へコンパクトをむける。

　真しん紅くの鎧よろいを着込んだ斧おのコンビと、ハンマーを振り回しているコンビ。そして剣を手にしたコンビが、三方から同時に襲いかかってきた。

「理刀、わたしに触れないでくれ！」

　叫び、黒媛がコンパクトを胸ポケットに押し込んだ。続けて、スカートのポケットから素早く別のコンパクトを取り出す。

　斧が、ハンマーが、剣が、いっせいに襲いかかって……………………………、こない。

　観客の声も、他の参加者たちも、マイルドペインの雲も、動きをとめていた。

「数秒しかもたない。こっちだ」

　黒媛に鎖を引かれ、理刀は剣を手にしたふたりの脇わきを走り抜けた。

　さすがはダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】だ。世界をとめるコンパクトまでもっている。もちろん、彼女だからこそ扱えるのだろう。

　すぐに彼女が、大きく息を吐き出した。

　直後、世界が息を吹き返す。












　男たちは、つい先ほどまで理り刀とたちがいた場所に武器を叩たたきつけている。

「反撃だっ！」

　額ひたいに汗を浮かべた黒くろ媛ひめが、疲労を蹴けり飛ばすかのように叫んだ。

「よっしゃぁ！」

　理刀は黒媛と肩をならべ、全力で走った。

　呼吸を合わせ、跳ぶ。

　剣をもったふたりの背に、全体重をかけた飛び蹴りを入れてやる。

　前のめりに倒れたあと、ズッシリと重そうな鎧よろいを着ていた男たちだったから、その後の動きが鈍にぶかった。

　あたふたと立ち上がろうとしている彼らから剣を奪い取り、その腹で近くにいたハンマーコンビの片割れ、その顔面を殴りつけてやる。

　これもまた重い剣だったから、威力は抜群だ。頑がん丈じようなフルフェイスの中で、かなり脳がゆれただろう。それでも倒れず両足を踏ん張っている根性は、驚きよう嘆たんに値する。

　黒媛のほうは、剣を手に立ち上がろうとした男のヘルメット、その側頭部を器用に靴の裏で蹴りつけ、一撃で気絶させてしまった。

　そんな彼女を斧おのコンビが狙ねらっていたため、理刀は慌あわてて鎖を引っ張った。

「うわっ、きゃ！」

　鎖を引っ張れば当然、黒媛の体を引き寄せることになり、結果、彼女を正面から抱きとめることになって……。

　黒媛の大きな瞳ひとみが、かたちのいい鼻が、ぷるんとした唇が、すぐ目の前に……。

　彼女の吐息が、理刀の鼻び孔こうをくすぐって……。

　弾力のある胸が、理刀の鳩尾みぞおちにこれでもかと押しつけられて……。

「っと……………………………」

「……あ……ん……」

　見つめ合ったのは、ほんの一瞬だけ。

　ドキドキだ。が、考えている暇はない。いまは戦っている最中なのだ。

　斧コンビが、「「ΣΨΨΨっ！」」と意味不明な叫び声をあげながら突っ込んでくる。

「「！」」

　理刀と黒媛は、地を蹴って後ろに跳んだ。

　そのときだった。

「ぎゃっ！」「ぐぅっ！」「ひゃあっ！」「がぁっ！」「ぎゃあああっ！」

　次々と悲鳴があがった。

　斧コンビが、そろって地面に片かた膝ひざをついた。ハンマーを振り回していたコンビも、体をふらつかせている。剣をもっていた連中は、ひとりを黒媛が蹴り倒していたため、残ったひとりが無様なほど裏返った悲鳴をあげている。

「なんだ？」

　理り刀との腕にしがみついたまま、黒くろ媛ひめが用心深く、男たちへ、周囲へ、観客席へ視線を巡めぐらせていく。

　男たちは、苦しそうにうめいているだけで動こうとしない。よく見ると、鎧よろいの隙すき間まから血を流しているようだ。

　彼らの脇わき腹ばらや太ももやふくらはぎから、血が流れ出ている。

　いったい、なにが起こってるんだ？　わけがわからないけど、とにかくチャンスだ！

「黒媛っ！」

「いこうっ！」

　理刀の腕を放はなした黒媛が、代わりに手を握ってくる。

　ふたり同時に、駆け出した。

「おりゃあっ！」

「はっ！」

　ダブルキックを、斧おのコンビの顔面に突き入れる。間を置かず、ハンマーコンビにも。

　次の瞬間には、剣をもつ残りひとりのアゴに、黒媛が後ろ蹴けりを入れていた。

　バタバタバタッと、男たちが倒れ伏していく。

　顔を上げると、ひと組が棍こん棒ぼうを手に駆け寄ってくるのが見えた。が、一〇メートルほど距離が詰まったところで、見事に転こけた。

「!?」

　いや、何者かに攻撃を受け、倒れ込んだのだ。

　むぅううううぅぅ！

　ぐぬううぅぅぅぅ！

　ふたりそろって、苦痛の唸うなりをあげている。

「理刀、あそこ」

　先に気づいたのは、黒媛だった。

　彼女の視線の先、自分たちが入ってきた通つう路ろ脇わきに、黒いスーツを着た女性が立っている。距離にして三〇メートルほど。

　毒どく舌ぜつ丸まるだ。キュートたちを追って、彼女も魔界へきていたらしい。

　毒舌丸の姿を目にしただけで、現状を理解することができた。暗器使いである彼女だから、その手のモノを使ったのだろう。

「毒舌丸さんが、なにかしたらしいな。それにしても……すごい」

　黒媛が、握っていた手を放さないまま、理刀の腕にぎゅっと抱きついてくるから、当然、彼女の胸もぎゅっと押しつけられて……。ぷにゅん。

「あの、黒くろ媛ひめ？」

「ん？　あ、ああ、す、すまない」

　顔を紅に染めた黒媛が、パッと手を放はなした。が、鎖でつながれているため、三〇センチ以上体を離すことができない。

　理り刀とは黒媛に微笑ほほえみをむけたあと、周囲を見回した。

　残っているのは、自分たちを含めて一二、三組といったところだ。あとは、救護班に運び出されたり、地面に伏したままうめいていたり、である。

　両手をあげているセイルの姿に、理刀はわずかに息をついた。彼も勝ち残ったらしい。

　セイルとコンビを組んでいるのは、くりくり茶髪ヘアのココラルだ。

　二次予選も、そろそろ終了だろう。

　半数になるまで戦う、という条件だったため、もうだれも動こうとしない。

「これ、早く外してもらわないとね」

　理刀は、右手を軽く振った。ジャラ、と鎖が金属質な音をたてる。

「ん、まあ、理刀と鎖でつながれるのも、そんなに悪くないかもな」

　黒媛が、少し赤みが薄くなった頰ほおをゆるめた。

「え？」

「あ、いや、べ、べつに深い意味はないぞ？　そ、それよりも、毒どく舌ぜつ丸まるさんの力を借りて勝利を収めたんじゃ、ちょっとズルいような気がしないか？」

　なんだか無理やり話題を変えられたような……、気がしないでもないけど。

　理刀は、毒舌丸へ目をむけた。が、すでに彼女の姿はどこにもない。

「毒舌丸さんは？」

「……神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな」

　毒舌丸がいた場所を眺めながら、理刀はあらためて気持ちを固めた。

　勝負事に他者の力を借りるなんて、確かにズルいことだと思う。しかし、エプスタインはズルいというレベルを遥はるかに超えた方法で仕掛けてくるはずだ。

　負けられない。

　ササラの婿むこにセイルのような男が選ばれるなんて、考えただけでも吐き気がする。

　なんとしてでも、勝ち抜かなければ。


　　　★★★



　キュートは、突然現れた毒舌丸を横目に肩をすくめた。

　二次予選が始まってからしばらくは、体をくっつけ合う理刀と黒媛に少しばかり苛いらつきながらも、彼らの闘いをハラハラドキドキで見守っていた。

　声を限りに応援したり、敵にむかって届かないとわかっていても石を投げつけたり、エプスタインの悪口を叫んだり、意味もなくツインテールを振り回したり、とにかく自分にできることを全力でやっていた。

　スイートも、百もも香かも、大声を張り上げていた。

　巴ともえだって、彼女には似合わないくらい大きな声で応援していた。

　シルティだけが、観衆の熱気に圧倒された様子で、落ち着きなくキョロキョロと辺りを見回してた。

　理り刀とピンチ！　黒くろ媛ひめファインプレー！　ふたりが集団で襲われている！　絶体絶命！

　そこに登場したのが、毒どく舌ぜつ丸まるだった。ハンサムから魔界へ連れ去られた自分たちを追って、すぐさま駆けつけてくれたらしい。

　ビシッ！　と彼女が親指を鳴らすと、ずっとむこうで武器を振り上げていた男が、悲鳴をあげたのだ。

　ビシッ！　ぎゃ～！

　ビシッ！　うぁっ！

　ビシビシビシッ！　ぎゃ！　ぐぅっ！　あがぁ！

　あとは、理刀と黒媛が華麗に蹴けり飛ばすだけでよかった。観客席からは、彼らが倒したように見えたはずだ。

「見事な指し弾だんですわね」

　スイートのつぶやきに、百香と巴が、オ～ッと驚きよう嘆たんの息をもらした。百香なんか、拍手までしていた。

「なにを飛ばしてるの？」

　訊きくと、毒舌丸が「これです」と見せてくれた。

　どこにでも転がっている小石だった。

　石を親指で弾はじいて、魔法も使わず狙ねらったところに撃ち込むという毒舌丸の技術には、ただただ驚くことしかできない。さすが、フォンターナ公こう爵しやく家けの上位護衛官である。

　キュートも試しにやってみたけど、二メートルも飛ばすのがやっとだった。スイートに撃ち込んでみても、鼻で笑われただけ。

　自分で指弾を撃てないのは残念だけど、もうこれで理刀たちに危険はなくなった。彼らに危害を及およぼそうとする敵は、毒舌丸がビシッとやっつけてくれる。あとは、二次予選の終了を待つだけでいい。

　安心すると、一気に視界がひろくなったような気がした。お陰で、会場全体を見渡せる。

　ふと気づくと、ずっと端のほうでセイルが戦っている姿が見えた。彼と鎖でつながっているのは、ココラルという目つきの悪い女だ。

「ん？」

　セイルが、まあまあ鋭いパンチを敵の顔面に打ち込んでいる。音にすると、バキッ、といった感じだ。つまり、普通のパンチ。

　普通、にしか見えないのに……、殴られた相手が激しく吹っ飛んだではないか。

｛傀儡回しプレイヤー｝の領域内だから、魔法は使えないはず。だとすると、なんらかの魔導具を手に隠しもってる？　考えられるのは、それくらいだろうか。ココラルは、なにもせずセイルのそばにはべっているだけだ。

「エプスタインは、なにか隠しもってますわね」

　横で、スイートがつぶやいた。彼女も自分と同じ見解のようだ。

「なにかしら？」

「ふん、どうせたいしたものではありませんわ」

「でも、確かめておいたほうがいいんじゃない？」

「……ですわね」




　理り刀とたちのことは毒どく舌ぜつ丸まるにまかせ、キュートとスイートは観客を押し分け、セイルたちの戦いがよく見える場所まで移動した。

　手になにを握り込んでいるのか？

　どんな魔導具を使用すれば、パンチ一発で相手を吹き飛ばせるのか？

　秘密を暴いておけば、理刀が有利になる。

　少しでも彼の役に立ちたいという思いで、キュートはセイルの動きを観察した。

　エプスタインの血族とは思えない、均整のとれた体。クセのある灰色の髪。整った顔。黙っていれば、女性にもてるかもしれない。でも、目が気持ち悪い。高慢と悪意と無慈悲を凝ぎよう縮しゆくしたかのような彼の目は、きっと見つめ合った相手に嫌悪感を抱かせるはずだ。

　あの目は、嫌い。

　そんなことを考えながら、観察を続けた。が、わからない。

　退屈そうな顔でそばに立っているココラルが、こっそりなにかをしているようにも見えない。

「……巧妙ですわね」

　スイートの目でも、セイルがどんなマジックを使っているのか見抜けないようだ。

　観客席の脇わきを、セイルに殴り倒された男たちが担たん架かで運ばれていく。

「スイート、あの人たちに聞いてみたらいいんじゃない？」

「……あの方たちに？　名案ですわね」

　キュートとスイートはうなずき合うと、担架を追いかけるため、観客の密集地に飛び込んだ。

「ちょっと通して。ごめんなさい、後ろにいきたいの。きゅっ、髪ひっぱんないでよっ！　邪魔なのよアンタ、なに？　文句あんの!?　どいてっ！」

　キュートは、試合に夢中な人々の間をすり抜け、押し、押され、押し分け、小突かれ、タックルしつつ、突き進んだ。

　そしてようやく、観客席の裏手に出た。

「遅いですわよ」

「うるさいわね、さっきの人たち、どこ？」

　涼しい顔で待っていたスイートに、ちょっと腹が立つ。

　少し離れたところで、担たん架かから下ろされた彼らが自力で立ち上がる姿が見えた。大おお怪け我がしていたり、完全に気絶していれば話を聞くことはできなかったが、派手に殴り飛ばされたにもかかわらず、意識はハッキリしているようだ。

「破壊力のある道具じゃなさそうね」

　安あん堵どの息を吐きながら、キュートは男たちにむかって足を踏み出した。

「油断はできませんわよ。一時的にでも意識を奪うことに成功すれば、そのあとは短剣一本もあれば命を奪うことができますから」

「ちょっと、怖いこと言わないでよ」

「とにかく、エプスタインがなにを隠しているのか、突きとめることが大切ですわ」

「そうね」

　そこで、キュートは立ちどまった。反射的にスイートの腕を握り、彼女を引きとめる。

　担架から立ち上がったふたりが、笑顔をむけ合っていたからだ。負けたのに。無様に殴り倒されたのに。婿むこ候補から脱落したのに。

　どこかおかしい。

　救護のために建てられたテントの中から、ひとりの男が歩み出てきた。その男が、セイルに倒されたふたり組へ親しげに話しかけている。

　見て、息を吞のみ、キュートは弾はじかれたようにスイートと顔を見合わせた。

　テントから出てきたのは、つい先ほど毒どく舌ぜつ丸まるからビシッとやられ、理り刀とにバシッと蹴けり倒された男だったから。下品なほど真っ赤な鎧よろいは、一度見たら忘れない。

　理刀をしつこく狙ねらっていたから、ビシッとやられた。毒舌丸の指し弾だんで右足に傷を負おったのだろう、引きずり気味に歩いている。

　それは可哀かわい想そうだけど……、本来、敵同士であるはずの参加者が、どうして仲よく言葉を交わしているの？　この大会中、意気投合した？

　なにかがおかしい。

　キュートとスイートはそれとなく移動し、男たちに近づいていった。

　そして、七、八メートルほどの距離まで詰めることに成功する。

　むこうは、こちらに目をむけようともしない。救護班や観客たちがうろうろしているため、小柄なふたりの女の子など気にもならないのだろう。視線をむけなければ、こちらを意識されることもない。

　会話の断片が聞こえてくるが、内容まではわからない。試合場の歓声もうるさい。それでも、獣人の血を継いでいるスイートの聴力なら、十分に聞き取れるはずだ。

　キュートは、試合場のほうへ体をむけたまま、チラチラとスイートの表情を窺うかがった。

　彼女の眉まゆ根ねにはいま、小さなシワが刻まれている。アゴの筋もわずかに浮き上がっているため、奥歯を嚙かみしめていることがわかる。

　どうやら、怒っているようだ。

　連中の会話は、スイートを怒らせるような内容らしい。

　ブオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　試合終了の合図が鳴り響いた。

　歓声が爆発する。

　そんな音のうねりに押し流されるように、

「いきますわよ」

　スイートが歩き出す。

「で、どうだった？」

　キュートも、ひとつ上の姉とならんで足を進めた。

「どうもこうも、二次予選に残った方々のほぼ全員にエプスタインの息がかかっていますわ。これで、理り刀とが集中的に狙ねらわれていた理由がわかりましたわね」

「……なにそれ？」

「相手は配下ですから、セイルがひと押しすれば簡単に倒れてくれますわ。まるで、陳ちん腐ぷなシナリオでつくられた演劇会ですわね」

「エプスタインって、やっぱりズルいわね」

「先ほどの方々、エプスタインの勝利を確信なさってましたわ。フォンターナがカスガリトに肩入れしたところで、数で押しきればいいと仰おつしやっていました。あと、準備に抜かりはないと、すでに勝ったかのように……それどころか〝セイル様が王族になれば、フォンターナは塵ちりにも等しい一族だ〟と呆あきれ返るほどの勘違いもなさってましたわ」

　スイートが、ふんと鼻を鳴らした。

　彼女の瞳ひとみには、早くも凶きよう猛もうな光がチラついている。

　フォンターナをナめられたということは、紋章を下に見られたということだ。これはつまり、自分自身を侮辱されたということにもなる。

　どうやら、フォンターナの血に火が入ったらしい。

　末娘とはいえ、キュートもフォンターナの血をもっている。紋章を背負う誇ほこりは、生まれたときから手て放ばなしたことはない。

　キュートは、胸の前でグッと拳こぶしを握りしめた。それを、バシッと前に突き出す。

「ヤツらがケンカを売ってくるなら、思い知らせてあげるわ」

「マイルドペインにきてからというもの、本当に意見が合いますわね。うふふふ、燃えてきましたわ」

「でも、アイツらってバカよね。マイルドペインにはいま、お父様がきてるのに。カカお姉様とリイザお姉様だって」

「きっとご存じないのでしょう。うふ、お姉様たちを前にしたとき、エプスタインはどんな顔をなさるのでしょうか、楽しみですわ」

「ほんと、楽しみね」

　キュートは、スイートと視線を重ね、クスッと笑った。

　フォンターナ家の象徴でもあるハンサムがいま、ここマイルドペインにきている。｛獲鳳縛麒カカ｝と｛静謐なる禍リイザ｝も。

　この三人が本気を出せば、一国の全兵力をいとも容易たやすく殲せん滅めつできるというのに。

　たとえ魔法が使えなくとも、武術のみでハンサムと比ひ肩けんできる者など魔界全土を見渡しても五指で数えられるほどしかいない。

　カカとリイザも、超絶という言葉が控えめに聞こえてしまうほどの格闘技術をもっている。ハンサム直伝の二女と三女なのだから。

　エプスタインは幸せだ。知らないということは、本当に幸せだ。

　それでも、父や姉たちに頼ってばかりでは意味がない。

　自分たちにできる範囲で、理り刀とのサポートをしなければ。

　キュートとスイートは、足早に試合場へ戻った。

　二次予選を突破した理刀を、笑顔で迎えなければ。


　　　★★★



　ブオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　二次予選終了の合図が鳴り響く中、理刀は周囲を見回した。一〇組ほどが残っている中に、セイルの姿も見えた。

「彼らも勝ち残ったようだな」

　黒くろ媛ひめが、どこか硬い目をセイルとココラルへむけている。

　不意に、ちゃり、と鎖が鳴った。

　理刀の右手首と黒媛の左手首をつないだままの鎖。三〇センチほどの鎖。人の力では、決して断ち切ることができないであろう鎖。

「これ、早く外してもらわないと」

「ん、まあ、そうだな。でも、そんなに急がなくても……ほら、順番に外してもらってるようだし」

　黒媛の視線を追って、理刀は広場の隅に目をむけた。

　女性の係員が、勝ち残った参加者たちの鎖を外して回っている。

「のんびり待とう」

　黒くろ媛ひめが、どこか心地ここちよさげに目を細めた。

　そのときだった。

「おにいちゃん、これなに？」

　いきなり、背から声が聞こえてきた。

　振り返らずとも、舌足らずな口く調ちようはシルティのものであることがわかる。

　始し祖そ竜りゆう少女が、理り刀とと黒媛をつなぐ鎖をジッと見つめている。二次予選をいっしょに闘ってほしかったけど……。

　理刀は、体を寄せてきたシルティのピンクヘッドを左手でなでた。

「なにって、まあ、黒媛とコンビを組むための……」

　ブチッ。

　とうとつに、楽々と、とめる間もなく、シルティが鎖を引きちぎった。

「クロヒメしゃん、ダメなのね。おにいちゃんはシルティシャープのだからね」

　間を置かず、素早く理刀の前に回り込んできた始祖竜少女が、むぎゅぎゅ～っと抱きついてくる。

「あ、こら、シルティ」

　広場のど真ん中で抱きつかれると、それが勝利を称たたえる抱ほう擁ようであったとしても、やはり恥ずかしい。本音は……、嬉うれしいけど。

　シルティが鎖を引きちぎったのもいきなりなら、黒媛が手を握ってきたのもいきなりだった。

「黒媛？」

「む、無断で鎖を切るのは、まずいと思わないか？　と、当然、鍵かぎを外してもらうまでは、鎖でつながれたままでいないと、な」

　ぎゅっと手を握るのと同時に、むぎゅっと体も押しつけてくる。質量過多な胸も、ぷにゅん。

「むぅ～、クロヒメしゃん、おにいちゃんのぜんぶはダメだよ？」

「ぜ、全部って、わたしはただ、この二次予選を無事に終えるためにだな……そ、その前に、理刀はモノじゃないんだぞ？　いまはわたしがパートナーなんだから、シルティは遠慮してくれないか？」

「そっちだけ、クロヒメしゃんの。あとぜぇ～んぶシルティシャープのおにいちゃん」

「そっちだけって、わたしには右腕だけか？　いや、あ、そんなことが言いたいわけじゃなくて、その、なんだ……」

　頰ほおを真っ赤にした黒媛が、横目にチラチラと理刀を見上げてくる。が、しっかりと目を合わせようとはしてくれない。

　胸にシルティ、右腕に黒くろ媛ひめの体温を感じながら、理り刀とはドキドキを懸命に抑え込んだ。

　広場の真ん中で……、大観衆に囲まれて……、こんなこと……、ぷにゅん……、もにゅん……、ドキドキ全速力……、心臓、保もつかな？




　無事に二次予選を通過し、その後はなにごともなく夜を迎えた。

　シャワーを浴びたあと、理刀は用意されていたシャツを着て脱衣所を出た。

　きのうと違い、今晩は貴き賓ひん館かんの二階に部屋を取ってもらった。エプスタインがなにか仕掛けてくるかもしれないから、というのが宿泊所を出た理由だ。すべて、毒どく舌ぜつ丸まるが取り計らってくれた。

　ベッドではいま、シルティが可愛かわいらしい寝息を立てている。

　一時間ほど前、彼女はキュートたちに大浴場へ連れていかれた。そして一五分もしないうちに戻ってきて、濡ぬれた髪のままベッドにコロンと転がり、五秒もしないうちに寝てしまったのだ。

　もしかしたらキュートたちが捜しにくるかもしれないが、それまでは寝かせておいてあげよう、なんて考えている。

　くぅ～、すぅ～、ぴぃ～、と規則正しい寝息を立てている可愛い寝顔を見下ろし、ふっと息をつく。

　なにもせず寝ているだけなのに、見る人の心を和なごませてくれるから……、

「ありがと」

　思わず、ぽそっとつぶやいた。

　疲れや緊張感と真っ正直に正面からむき合うことなく、うまく受け流すことで体と心をリラックスできる。

　それを、シルティが教えてくれているような気がするから……。

　ありがと。

　さて、自分も寝る準備を。

　理刀は、洗面所へむかった。

　二次予選は、なんとか無事に終えることができた。ほとんど毒舌丸に助けてもらったけど……。

　夕食時にハンサムから、あしたが最終予選だと聞いた。

　競技内容は、まだ大会運営本部から聞き出せないのだという。公こう爵しやくといえど、できるコトとできないコトがあるらしい。

　理刀は、キュートとスイートに聞いたことを思い出した。

「最終予選に残った魔族のほぼ全員が、エプスタインの配下」

　なんとなく納得した。エプスタインなら、そのくらい平気でやってのけるだろう。

　夕食に同席したカカとリイザが、薄刃のような微笑ほほえみを浮かべていたのも、同時に思い出す。

｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝と｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝のふたりにとって、エプスタインの小こ細ざい工くなど微笑ましい子どものイタズラでしかないのかもしれない。

　ハンサムもいてくれるし、毒どく舌ぜつ丸まるだって陰ながら理り刀とをサポートしてくれる。加えて、あしたこそはちゃんとシルティとコンビを組めるようにすると約束もしてもらった。

　怖いものなしである。

　最終戦は、楽勝ムードの中でセイルとエプスタインの配下を蹴け散ちらし、優勝して、そのあと……、ササラとキッチリ話し合って、キュートたちといっしょに人間界へ帰る。

　この流れでいいはず。

　理刀は、洗面所で鏡を覗のぞき込んだ。

　自分自身と目を合わせる。

　迷いはない、はず。

　カツン。

「？」

　なんの音だ？

　またしばらくして、コツン、と硬質な音が聞こえてきた。

　窓に、なにかがぶつかっている？

　カッ。

　また。

　なに？


　　　★★★



　満天に輝く星々の下、キュートは貴き賓ひん館かんの庭で小石をひろい、えいっ、と二階の窓を狙ねらって投げた。

　ハズレ。

　もう一度拾って、また投げた。

　ハズレ。

　コントロールが定まらない。

　えいっと投げてはハズレを何度か繰り返したあと、一度大きく深呼吸をして気持ちを落ち着かせた。

　二階の窓からもれる明かりは、消えていない。ということは、理刀がまだ起きているということだ。

　スイートや黒くろ媛ひめたちと大浴場を出たあと、しばらくおしゃべりしてから、それぞれの部屋で休むことにした。

　おやすみ、とみんなに声をかけたあと、夜空の星々から呼ばれるように庭へ出た。

　迷惑かな？　理り刀と、疲れてるはずだし……。もう寝てるかも。少しくらいなら。

　迷いながら、ここまで歩いてきた。

　明かりがついている。理刀が、あの窓のむこうにいる。会いたい。

　ちょっとくらいなら、と小石を拾って投げてみた、というわけだ。

　でも、当たらない。

　ふと、見上げた夜空に星が流れた。

　流れ星は、明星術式を後世に伝えた古いにしえの大魔女、フィラデルフィの涙だと、幼い頃ころ、リイザに教えてもらった。

　想おもい人と引き離され、泣き暮らしたフィラデルフィは、悲しみのあまり自らの命を絶たって空へ昇り、星の守人になったという。

　そして地上で悲しみに暮れる人を見つけると、心やさしい彼女もいっしょに泣いてくれるのだという。

　夜空を駆け抜ける流れ星は、すべてフィラデルフィの涙なのだ。

　いま、どこかで、だれかが悲しんでいるのかもしれない。

　だからこそ、キュートは思う。

　がんばらなきゃ、と。

　どこかで泣いている知らないだれかを助けてやることはできない。悲しんでいる会ったこともない人を慰なぐさめてやることもできない。

　だからこそ、せめて自分だけは自らの不遇を悲しむよりも、なにができるかを考えなきゃ、と思う。

　フィラデルフィに泣いてもらってばかりじゃ、彼女に悪いから。

　だからもう一度、小石を拾って投げた。

　カツン。

　当たった！

　よし、要領をつかんできた。

　すぐさま小石を拾い上げ、また投げてみた。

　えいっ。

　コツン。

　いい感じ。

　しつこく投げた。

　カッ。

　三連続ヒット！

　毒どく舌ぜつ丸まるの指し弾だんには遠く及およばないものの、我ながら素晴らしい。

　四連続を目指して、いざ！　と小石を拾って顔を上げたそのとき、窓が開いた。

　そこから、理り刀とが身をのり出してくる。

「キュート？」

「あ、理刀、ごめんね、あの……」

「ちょっと待ってて」

　言って、彼はすぐに部屋の中へ姿を消してしまった。

　キュートは、もっていた小石を慌あわてて捨てたあと、パパッと手をはたき、お風ふ呂ろ上がりのまま背に流していた銀髪にササッと指を通し、気持ちだけかたちを整えた。

　理刀とふたりきりで会える。

　そう思うとドキドキしてきて……、嬉うれしい。

　夜空を見上げた。

　流れ星は、どこにも見えない。




　理刀が、庭に出てきてくれた。

　ちょっと顔が見たかっただけ。ちょっと話したかっただけ。ほんのちょっとの時間でよかったのに……、もう嬉しくて堪たまらない。

「寝るとこだったんじゃない？」












「まだ眠たくないんだ」

　理り刀との笑顔を見ると、心の湿しめり気がスーッと消えていく。

　不思議。

「散歩しようか」

「そうね、貴賓館ここの庭ってすごくきれいだし、いい香りがするのよ」

　理刀とならんで歩きながら、キュートはいろんなことを話した。

　あすの最終予選のこと。

　フォンターナ公こう爵しやく家けのこと。

　以前、海岸をデートしたときのこと。

　歩きながら、ときどき互いの腕がこすれ合った。そのたびに心臓が跳ね、会話が不自然に途切れ、ノドが渇いて、顔が熱くなった。

　そして……。

　熱に浮かされたような頭で現状を冷静に把握できるようになって初めて、理刀と手をつないでいることに気づいた。

　驚きと恥ずかしさ少々、嬉うれしさだけが、心の隅々にまで満ちていく。

　理刀が、しっかりと、それでいてやわらかく、やさしく、手を握ってくれている。

　彼の大きな手から滲にじみ出てくる体温を、キュートはわずかも逃すまいと握りしめた。

　しばらく、無言の時間が続いた。

　言葉を交わすよりも、手と手の間で多くの気持ちが行き交っていることに、キュートの心は震えた。

　嬉しくて……、涙が出そう。

　あしたの最終予選で優勝したあと、お父様やカカお姉様の助けを借りて姫の婿むこになることを辞退したあと、マイルドペインの街をたっぷり楽しんでから人間界へ帰る。

　心配など、なにもない……、はず。

　フォンターナ家の象徴ともいうべきハンサムと、ひと桁けた台の姉がふたりもいるのだから、理刀の身に危険が及およぶことなどあり得ない。

　不安など、なにもない……、はず。

　ことがすべて終わったあと、娘たちからこっそり｛恋路破潰者クラツシヤー｝と呼ばれているハンサムが、果たしてどのような行動に出てくるか。

　それが心配だし不安だけど、いまは考えても仕方がない。

　だから、いまこの瞬間の幸せに身をゆだねたい。

　キュートは、それとなく理刀に身を寄せた。

　彼の動きが、熱が、握った手と触れ合う腕を通して伝わってくる。

　急に、理刀が足をとめた。

　キュートも、歩みをとめる。

「？」

「あのさ……」

　キュートの手を放はなし、理り刀とがズボンのポケットをごそごそと探り始めた。

　手が離れてしまったという微かすかな喪失感を、ポケットの中になにが？　という好奇心が瞬またたく間に覆おおい尽くしていく。

「これ、キュートにあげるよ」

「なに？」

　理刀が、手に硬いなにかを押しつけてきた。

　見て、キュートは首を傾かしげた。

　コレはなに？　ただの、変わったかたちの石、みたいだけど……。

　握り込めるほどの大きさで、お尻しりのようなかたちで、ただの石で。

「それ、ハートのかたちだから、さ」

「はぁと？」

「ハートってのは、人間界じゃ心を表すかたちなんだ」

「心を表す、かたち……」

「まあ、ただの石ころってことに変わりはないんだけどね」

「ううん、ありがとう。これ、心のかたちなのね？　なんだか、素敵」

　キュートは、はぁと石をてのひらで包み込み、胸に押し当てた。

　理刀が、心のかたちをした石をプレゼントしてくれた。

　これが意味することは？

　身のほど知らずな勘違いかもしれないけど……、もし、『あなたに心を捧ささげます』なんて意味だったら。

　顔が火ほ照てってくる。

「理刀、ほんとに、その、あ、ありがとう」

　理刀の顔を見上げることができない。いま彼と視線を交えれば、顔が燃え上がるかもしれないから。

「いや、そのぉ、た、ただの石だし、ね」

　理刀の声が、どこか上うわ擦ずっている。

　キュートは、チラッと彼の顔を見上げた。

　人差し指でぽりぽりと頰ほおをかいている理刀の視線はいま、宙を彷徨さまよっている。暗くてよくわからないけど、頰が紅あかいような……。

　トクン、と心臓が大きく動いた。

「り、理刀……」

　キュートの声で、彼の視線がとまった。

　瞳ひとみと瞳が、通じ合う。

　キュートは、わずかにアゴをあげた。

　体が震えているのが、自分でもよくわかる。

　だから当然、唇も震えている。

　それでも、はぁと石を握りしめ……。

　目を閉じた。

　理り刀と、あたしは、あなたのことを……。

　いきなり、

「シルティシャープね、おにいちゃんがね、どこにいてもわかるんだよ。えらい？」

「わっ！」

　声に目を開けると、理刀の首に抱きついたシルティシャープの笑顔が見えた。

「きゅっ！　ちょ、ちょっとあんた、どこから……」

「おにいちゃんがいなくなったからね、シルティシャープ、さがしにきたの」

　シルティシャープが、無遠慮なほど大きな胸をむぎゅ～っと理刀に押しつけるから、キュートは腹立ちまぎれに手を伸ばし、

「ちょっとアンタ、理刀から離れなさいよねっ！」

　彼女の耳をつかんで、ぎゅっと引っ張った。

　途端、

「!?」

　シルティシャープが、頭を抱えて座り込んでしまった。

「つまみぐいはね、いけないことだからね、シルティシャープ、やってないよ？　たべてないからね？　ほんとだよ？」

「なに？　どうしたの？」

　理刀が苦笑いを浮かべている。

　キュートは、そんな彼と座り込んだシルティシャープの間で視線を往復させ、すぐに理解した。

　なるほど。最強種である始し祖そ竜りゆうにも、弱点があったというわけだ。

　おもしろいかも。

「シルティシャープ、いいこだよ？」





四章　走竜レース







〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟最終予選当日。

　カカ・フォンターナは、朝から苛いら立だっていた。

　マイルドペインの貴き賓ひん館かん、その一室で、父であるハンサムにイライラをたっぷりと込めた視線をぶつけ続ける。

　横からリイザが、「そんな顔しないで、ね？」となだめるような目をむけてくるが、無視している。

　朝日に目を細めつつ、窓の外を眺めるフリをして、ハンサムはカカの苛立ちを受けとめようとはしてくれない。

　逃げているのだ。

　最終日を迎えたきょう、朝からずっと、ハンサム、リイザ、そしてカカを包む空気はざらざらと粗く、重い。

　婿むこの選考会にエプスタインがからんでいるとなれば、無視はできない。下げ劣れつな連中だから、王族という立場を手に入れたあとなにをしでかすか、考えなくてもわかる。

　権力を笠かさに着た乱行だ。

　王国の民は、エプスタインの所業に不満をもつだろう。

　最初は小さな汚点でしかなく、ヤツらの汚お臭しゆうなど王家の威光にかき消され、存在を示すことさえできはしない。

　しかしながら、取るに足りない屑くず虫むしが大樹を朽くちさせることもある。

　根を食い荒らされ、知らず知らずのうちに大地をつかむ力が衰おとろえ、それにより枝葉をひろげる力まで奪われ、気づいたときには手遅れになっているのだ。

　なによりも、ササラがエプスタインと結婚するなんて……、考えたくない。

　カカは視線に大量のトゲをちりばめ、ハンサムの横顔に投げつけた。しつこく投げつけた。とにかく投げつけた。粘ねばり強く投げつけた。

　ハンサムは、気づいていて窓の外を眺め続けている。娘が怒っていることを知っていて、素そ知しらぬ顔を決め込むつもりだ。

　イライラする。

「外に、お父様の気を惹ひくものがあるのですか？」

　チクッと刺してやる。

　そこでようやく、ハンサムが顔をむけてきた。これ見よがしに肩をすくめ、ふぅ、と思慮深げなため息までつき、「自分も頭を悩ませているんだよ？」ということをアピールしてくる。

　わかってる。だから、理り刀とを闘わせることに反対はしなかった。エプスタインを優勝させるわけにはいかないから。

「カカ、お前もわかってるだろう？」

「もちろんです。ですが、春日かすがを優勝させたあと、どうなさるおつもりですか？　まさか、そのまま……」

　ハンサムが再び、朝日が降り注ぐ窓の外へ目を移した。

　カカは、ギリッと奥歯を嚙かみしめた。が、怒りを言葉にはしない。

　苛いらつくが、やることは決まっている。

　エプスタインを優勝させない。

　結果、理刀が優勝することになれば、あとはササラの気持ち次第ということになるのだが……。

　彼女はいま、春日理刀という『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者に恋こい焦こがれているから……、もし彼が婿むこに選ばれたら、迷うことなく……。

　ハンサムも口では、「結婚はない」というようなことを言ってはいるが、紋章に誓ったわけではない。おそらく、いや間違いなく本心は別のところにあるだろう。

　悔しいが、自分には父をとめる力がない。だから、ササラに直接会って伝えたい。

　違うだろ？　と。

　しかしながら、エプスタインの薄汚い手に勝利を握らせないためにも、春日理刀という手て駒ごまは必要不可欠だ。

　ササラが封ふう印いん樹じゆに閉じこもった際、理刀にはずいぶんと助けてもらった。迷惑もかけた。恩も感じているし、その恩をいつか返したいとも思っている。

　妹たちも、彼には少なからず好意を寄せているようだ。

　それなのに、また理刀を利用している。

　それが心苦しかった。

　ササラのため婿の選考会を行おうというのは、ハンサムの提案だとつきとめた。

　理刀といっしょにいたい、というササラ。

　理刀を愛まな娘むすめたちから引き離したい、というハンサム。

　ふたりの思惑が合致した結果、大会が開催されたのだ。

　そこにエプスタインという屑くず虫むしが紛まぎれ込んでいることに気づかなかったため、今回のようなことになってしまった。

　フォンターナ家の手落ちである。

　怒りのぶつけどころが見つからない。

　カカは、素そ知しらぬ顔で窓の外を眺めているハンサムへ、高圧の視線を突き刺し続けた。

　リイザが、「機嫌を直して、ね？」といった顔で横に立っているが、やっぱり無視した。

　コンコン。

　不意にノックの音が聞こえた。足音も気配もなかったため、ドアを叩たたいた者がだれなのか、すぐにわかった。

「入れ」

　ぶっきらぼうに言い放はなつと、静かにドアが開いた。入ってきたのは毒どく舌ぜつ丸まるだ。

「最終予選の競技内容を訊きいて参りました」

「ご苦労。で、なにをやるんだ？」

「走竜レースだそうです」

「……そうか」

　カカは、毒舌丸を横目に捉とらえたまま細い息をついた。

　彼女もまた、フォンターナ家に振り回されている犠牲者のひとりだ。

　キュートとスイートの従者として人間界で生活し、ハンサムがなんの断りもなく妹たちを連れ去ったため、大おお慌あわてでその痕こん跡せきをたどって魔界へ戻ってきた。そしてキュートたちの安否を確かめたのも束つかの間ま、すぐに理り刀とのサポートを命じられ、陰の仕事をやらされている。

　表情を動かさず、言われた仕事以上のことを黙々とこなしている毒舌丸から、不満やそれを匂におわせるような言葉は聞いたことがない。

　だからこそ、申し訳ないと思う。

　フォンターナ家の連中は、ワガママで、身勝手で、自己中心的な者ばかりだから……。

　自分も含めて、だが。

　毒舌丸が、姿勢を崩すことなく口を開く。

「走竜は、マイルドペインの竜舎から好きに選んでいいとのことです」

「どこを走るのかしら？」

　リイザが、微かすかに眉まゆを上げた。

「マイルドペインの中央広場からハンティ山まで、とのことです」

「ハンティ山？」

　カカは、目だけを毒舌丸にむけた。

　マイルドペインの東側は、いくつもの山が連なっている。地元の魔族でもない限り、ひとつひとつの名前までは知らないだろう。

　ハンサムとリイザも、「どこ？」といった顔で毒舌丸の説明を待っている。

「マイルドペインから最も近い山だそうです。直線距離は二〇キロほど。その中腹にある聖せい廟びよう脇わきの大岩に刺さった宝剣グウェネスを引き抜けば優勝だと聞きました。スタートは三時間後です」

　ハンサムが腕を組んだ。

「グウェネスか。マイルドペイン一の宝剣じゃないか」

「夫となる男性に捧ささげます、っていうメッセージかしら？」

　ノー天気なコメントを口にするリイザを、カカはジロリとにらんだ。

　リイザが「ごめんなさ～い」といった顔で首をすくめ、唇を引き結ぶ。

　カカは、緊張感のない妹から毒どく舌ぜつ丸まるへ視線を移し、訊たずねた。

「春日かすがは、竜にのれるのか？」

「わかりません。ですが、春日理り刀とさんは『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者ですので、竜との相性は悪くないはずです」

「大丈夫か？」

「最悪の場合、わたしがあらゆる手段に訴えてでも参加者全員を棄き権けんさせます」

「ま、怖い」

　リイザがまた考えなしに口を開いたため、カカは大おお股またで彼女に近づいたあと、ゴンッ！　と頭突きを入れてやった。

「痛ぁい。お父様ぁ、カカ姉様がひどいのぉ」

　両手で額ひたいを押さえ、リイザがハンサムの胸に飛び込んでいく。

「こらこらカカ、仲よくしなさい」

　リイザを抱き寄せ、その頭をなでながら、ハンサムが嬉うれしそうに頰ほおをゆるめた。

　娘たちのちょっとした諍いさかいも、三女が自分に甘えてくるのも、彼にとっては微笑ほほえましいことなのだろう。

　現状は、微笑ましさとは大きくかけ離れているというのに……。

　カカは、父の胸に顔を埋うずめているリイザを無視して、毒舌丸へむき直った。

「すまないが、すぐ春日のところにいって……ん？」

　カカは、戸口の外へ意識をむけた。

　毒舌丸も、すでに気づいているようだ。

　ハンサムも、笑みを消している。

　リイザも、父の胸から顔を離し、戸口へ顔をむけている。

　何者かが、ドアの前で足をとめているのだ。

｛傀儡回しプレイヤー｝の支配領域にいるため、透視術式が使えない。そのため、廊下にいる者の姿かたちを確かめるには、ドアを開ける以外に方法がないのだが……。

　この場にいる四人は、みんな魔法抜きの戦闘術に長たけている。それも、達人の領域を遥はるかに超越した実力をそれぞれが誇ほこっているのだ。

　いきなりドアを破られ、武器をもった集団が雪な崩だれ込んできたとしても、襲撃者全員を粉々にして余りある戦力が、いまこの部屋にはそろっている。

　だから、油断が生まれた。

　絶対に勝てるという自信から、むこうの出方を窺うかがってしまったのだ。

　わずかにドアが開き、そこからポンッと部屋に投げ込まれたモノは、小さな箱だった。

　カカは、ひと目でそれが魔導具だとわかった。

「しまった!?」

　遅かった。

　箱を蹴けり飛ばそうとしたときにはもう、捕縛用魔導具が発動していた。

　瞬時に、部屋が絶対不壊の牢ろうとなってしまう。カカ自身、強力な幻獣の動きを封じるときなど、ときどき使っている魔導具だったから馴な染じみがあった。

　まさか、自分が閉じ込められるなんて……。

　光も音も通さない半透明の壁が、部屋の六方にできあがる。

　魔法が使えないいま、この壁を突き破る術はない。ササラが気づいてくれると助かるのだが、彼女の意識はいま大会にむけられている。貴き賓ひん館かんの中まで注意が及およばないはずだ。

　理り刀とと幼い妹たちもすでに出ていったあとだから、彼らが発見してくれるかも、という期待もできない。

　毒どく舌ぜつ丸まるにもそれがわかっているのだろう、わずかに開いたドアをにらみつけたまま動かない。

　魔導具を放ほうり込んだ人物は、おそらくエプスタインの手の者だ。












　してやられた。

「どうしましょ。エプスタインが姫のお婿むこ様さまになっちゃうの？」

　イラッとくるリイザの言葉にも、怒る気力さえ湧わいてこない。

　この状況にあってもゆるい三女の銀髪を、ハンサムがやさしくなでた。たとえ魔界の大だい公こう爵しやくであっても、現状を打開することは不可能だ。愛する娘の頭に非力な手をのせること以外、できることはない。

　カカは、毒どく舌ぜつ丸まるへ、リイザへ、ハンサムへ、それぞれ目をむけた。

　だれも、動かない。

　だれも……、動けない。

　だれも………、出られない。


　　　★★★



　理り刀とは、係員に案内されるまま竜舎にきていた。

　きょう行われる競技が最後だと聞いたため、自然と気合いが入る。フォンターナ家が助けてくれるとはいえ、油断は禁物だ。

　キュートたちも、理刀を守るため前後左右に散らばり、周囲を警戒しながらついてきている。

「そんなにピリピリしなくても、大丈夫だと思うけど」という言葉は、女の子たちに聞き入れてはもらえなかった。

　理刀は、キュートたちといっしょに獣けもの臭くさい竜舎の中を進んだ。

　走竜レースですから、お好きな竜を選んで下さい。

　係員にそう言われたが、どんな竜を選べばいいのかわからない。

　二次予選は、従者を巧たくみに操ることが条件だった。最終戦は、走竜をいかにうまくのりこなすことができるかが勝負のカギ。

　王族になるからには、乗竜なんて呼吸をするかのようにできて当然、とは係員の言葉である。

　走竜選びなんて……、見るのも初めてなのに。

　大きさは馬くらいだろうか、前足が小さく後ろ足がガッシリと大きな走竜は、いつも前傾姿勢をとったミニ・ティラノサウルスといったところだろうか。太い尻尾しつぽでひと叩たたきされたら、もうそれだけで骨をバラバラにされそうだ。その前に、嚙かみつかれたら一撃でアウトだろうけど。

　理刀は、ずらりとつながれた走竜を眺めた。

　ここに入る前、奥行きが三〇〇メートルほどもある竜舎が、むこうにもあっちにも見えた。いったい全部で何頭ほどいるのだろうか。

　選ぶにしても、数があまりに多すぎて頭が痛くなりそうだ。なんだか服に染しみつきそうな濃い獣の臭においにも、クラクラしてくる。

　最終戦に残ったのは、一〇名ほどだった。結局、ケガや諸もろ々もろの理由で出場を辞退する者が出たため、この数となったらしい。

　他の出場者もいま頃ごろ、あちこちの竜舎を念入りに歩き回り、自分に合った走竜を探しているのだろう。

「みんなたいくつそうだね」

　シルティが、走竜たちそれぞれの鼻面をぺちん、ぺちん、ぺちん、と順番に叩たたき始めた。怖がる素そ振ぶりはない。竜たちも、どこか親しげに厳いかつい顔を突き出している。

「シィちゃんに選んでもらったら？」キュートが、ポンと手を打ち鳴らした。

「竜には竜を、ということですわね？」スイートが、うんうんと細かく何度もうなずいた。

「なるほど。シィちゃんにおとなしい竜を選んでもらえば、のりやすいかもな」と黒くろ媛ひめ。

「でもでも、レースだから、おとなしい子より元気がある子のほうがいいと思うよ？　ビュンビュン走んなきゃいけないし」百もも香かが、姉の腕にしがみつく。

「そうね。競争だから、気の強い竜がいいかも」と巴ともえ。

　理り刀とは、女の子たちの意見を聞きながら考えた。

　確かに、みんなの言う通りだ。シルティは始し祖そ竜りゆうで、走竜よりもずっと格上の竜だろうから、上質な竜を選べる目をもっているはずだ。

　足が速くて、のり手に気をつかい、気が強い元気な竜。この条件で探してもらおう。

　理刀はすぐに、シルティの手を取った。

「シルティ、足が速くて元気な竜って、わかる？」

「つよいりゅうをさがすの？」

「強いっていうか、足の速いヤツを選んでほしいんだ」

　シルティの顔が、パァ～ッと輝きを放はなった。

「シルティシャープ、たよられてる？」

「うん、シルティだけが頼りだよ」

　エヘヘ～、と心底嬉うれしそうに笑いながら、シルティが竜舎の入口を指差した。

「つよいりゅうはね、あっちにいるよ」




　理刀は、小走りに竜舎を出ていくシルティを追った。

　キュート、スイート、黒媛、巴、百香の五人も、理刀と団子状態になって走る。

　竜舎が立ちならぶ地区、その端のほうに飾り気のない小屋が建っていた。なんだか陰いん鬱うつとした雰ふん囲い気きを放つ建物である。小屋といっても、他の竜舎と比べてそう見えるだけで、近くまでくると湾岸にならんだ倉庫ほどの大きさはあった。

「あそこ」

　シルティが、開け放はなたれた入口から勝手に中へ入っていく。

　もちろん、理り刀とたちも足をとめない。

　グォォォガアアアァッ！

　突如の咆ほう吼こうに、理刀は跳び上がりそうなほど驚いた。

「「きゃあぁっ」」

　百もも香かと巴ともえが、仲よく悲鳴をあげた。

「な、なに？」

　表情を強こわ張ばらせたキュートが、理刀に身を寄せてきた。いつの間にか巴も。

　百香は、黒くろ媛ひめにしっかりと抱きついている。

「どうやら、家畜処理場のようですわね」

　スイートが、顔をしかめた。

　見ると、床のそこここに黒っぽい染しみが見えた。血……、だろうか。

　竜舎のすぐそばにあるということは、なにも知らずに連れてこられた竜たちが、ここで何頭も……。

「ひどいことしちゃダメだよぉ」

　奥のほうでシルティが、関取のような巨きよ軀くの魔族とむき合っていた。そばには、全身に鎖を巻きつけられた走竜が牙きばを剝むいて唸うなっている。

「ΚΕΨψξκβっ！」

　関取魔族が、なにやらドスの利いた言葉を吐きながら、シルティをにらみつけた。魔族の手には、先の尖とがった大きなハンマーが握られている。

「ひどいことしちゃ、ダメなの」

　シルティが、ぷんぷんと怒った顔で関取魔族を見上げる。

「ΣξκΧΩ……なんだよ嬢ちゃん、変な言葉しゃべりやがって。仕事の邪魔すんじゃねぇよ。オレぁ、さっさとコイツ絞めて帰りてぇんだよ。姫様のダンナを決める大会、きょうが最後なんだからよ、放送観みてぇんだよな」

　すぐさま言葉を合わせ、ペラペラと日本語をしゃべり始めた関取魔族は、いままさに目の前の走竜を叩たたき殺すところだったようだ。

　鎖で動きを封じられた走竜は、なんというか……、すごかった。

　右目の代わりに十字傷。残った左目も、異様に鋭い。それどころか、先ほどの竜舎で見たどの走竜より大きな体には、ところ狭しと傷跡がちりばめられていた。

　歴戦の勇者、もしくは数々の死線をくぐり抜けてきた兵つわものといった鋭気が、灰はい褐かつ色しよくの鱗うろこにおおわれた全身からびんびんに放たれている。

　シルティが、理刀に顔をむけてきた。

「このりゅうがね、つよいよ。さっきからずっとね、このやろ～とか、かかってこ～いってげんきにこえだしてたからね」

　グゴオオオオオォォォ！

　また、走竜が吼ほえた。続いて、太い鎖を引き千ち切ぎらんばかりに暴れ始める。

「きゅっ！」「きゃあ！」「やぁん」

　キュート、百もも香か、巴ともえの三人が、タイミングを合わせたように身を縮めた。

　スイートと黒くろ媛ひめも、表情を強こわ張ばらせている。

　こういうことに慣れているはずの関取魔族も、わずかに身を退ひいている。

　シルティだけが、走竜の牙きばがいまにも届きそうな距離であるにもかかわらず、わずかも動かない。

　危険だ……、と理り刀とは思わなかった。

　どういうわけか、鉄鎖につながれた竜を見ていると涙が出そうになってくる。理由は、よくわからない。ただ、鎖に縛られた走竜の悔しさが伝わってくるような気がするのだ。

「このこ、はしりたいっていってるよ」

　シルティが、走竜に手を伸ばす。

「お、おい、危な……」

　関取魔族が、言葉を吞のみ込んだ。目の前で、小柄な少女が凶暴な竜の首をなでているのだ。だれだって驚くだろう。

「おなまえはね、フィストっていうの。フィストははしるのだいすきだからね。つかまえたらダメなの。おそとでね、いっぱいいっぱいはしりたいって。こんなとこでね、しぬのはいやなんだって。しぬなら、おもいっきりはしりながらね、うまれたとこで、いきたあかしをもってしにたいんだって」

　関取魔族が、信じられないといった目でシルティを眺めている。

「嬢ちゃん、そいつぁ凶暴だぜ？　いっしょの檻おりに入れてた竜を一五頭も傷物にしやがってよ。どんなに調教しても言うこと聞かねぇから、もう潰つぶして肉にするしか使い道がねぇんだよ。オレぁ、二〇年以上この仕事やってるけどよ、こんな暴れ竜は初めてだぜ」

「ダメなのっ！」

　シルティが、フィストの大きな頭に抱きついた。

　独眼走竜がグルルルと低く唸うなりながら、ひとつだけ残った目で関取魔族をにらみつけている。

　理刀は、キュートたちと顔を見合わせた。

　みんな同じ瞳ひとみをしていたから、うなずき、行動に移るだけでよかった。

「その竜、譲ってもらえませんか？」

　理刀の言葉に、関取魔族がたるんだ頰ほお肉にくを震わせた。

「なんだよ、お前ら物好きだな。でもよ、オレの一存じゃ無理なんだよ。特によ、いま姫様のダンナを決める大会やってんだろ？　知らねぇだろうけど、最終バトルは走竜レースなんだよ。だからな、きょうは城内の走竜をよそにやれねぇんだよな。潰つぶすのは、まあ別だけどよ。祝勝会用の肉さ。笑えんだろ？　走竜レースの優勝者にぁ、竜肉料理を食わせるんだぜ」

「オレ、レースの参加者だから。その竜で出たいんだけど」

「は？　お前、なに言って……え!?　あ、も、もしかして、一次予選をダントツトップで通過した人間って、アンタかよ？　すげぇ！　よく見りゃ、映像と同じ顔だ！　すげぇ！　有名人じゃねぇか！　オレよ、城の竜舎で八年以上も働いてんのに、いまだに生で姫様拝んだことねぇんだよ。すげぇ！　先にダンナ候補に会えるたぁ、きょうはすげぇ日だな」

　なんだか知らないけど、大喜びされた。

「おにいちゃん、ユ～メ～ジンだね」

　シルティも喜んでいる。

　キュートたちは、みんな苦笑いだ。

　フィストという傷だらけの独眼走竜だけが、グルルルルルと唸うなり続けている。

　仲よくなれるかな？




　最終戦のスタート地点となった広場で、理り刀とは呼吸をゆっくりと落ち着かせた。

　二次予選と同じか、もしくはそれ以上の観客が集まり、出店もたくさんならび、テレビカメラのようなモノまであちこちに設置され、空気と地面が揺れるほどの大騒ぎとなっている。

　手綱を軽く握り、鞍くらにのせた腰の位置を直しつつ、理刀は静かにスタートの合図を待った。大歓声が、徐々に微風の音と同化していく。

　フィストの大きな背はのり心地ごこちがよく、歩く際の揺れもほとんど気にならなかった。

　家畜処理場から竜舎に連れてこられたフィストは、とんでもなくおとなしかった。鞍と手綱をつける際にも、嫌がる素そ振ぶりさえ見せなかった。

　いま、キュートたちがフィストにのった理刀を見上げている。

　キュート、スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの五人に言葉はない。ただ、「気をつけて」という気持ちだけが伝わってくる。

　理刀は、意識して両肩から力を抜いた。とにかくリラックス。不安要素はどこにもない。ハンサムたちが裏で動いてくれるはずだから。

　キュートたちもそれがわかっているから、こうして応援に回ってくれていた。理刀からも、「危ないから」と女の子たちについてこないよう念を押している。

　ハンサム、カカ、リイザ、毒どく舌ぜつ丸まるのサポートを受ければ、優勝は間違いない。お陰で、初めての走竜レースなのに、気持ちを楽にもつことができている。

　勝利者としてのコメント、考えてたほうがいいかな？　家畜処理場の関取魔族にも、なにかしら感謝のメッセージを伝えたほうがいいだろうか？　ボクひとりの力じゃ勝てませんでした。きょうの勝利は、応援してくれた仲間たちといっしょにつかんだものです、なんて普通すぎるかな？

　まてまて、まだレースは始まってもいない。気を抜くな。どんな落とし穴があるかわからないぞ。

　理り刀とは、ゆるみかかっていた気持ちを引きしめた。

「薄汚い竜だな？　まあ、貴様にはお似合いだが」

　不意に、無遠慮で耳みみ障ざわりな声が飛び込んできた。

　うわっ、ヤツがきた。

　顔を思いっきりしかめたい衝動をなんとか堪こらえつつ、理刀は首だけを動かした。

　キュートは、声が聞こえたのとほぼ同時に顔をしかめている。

　スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの目も、どこか刺とげ々とげしい。

　シルティだけが、少し離れた場所で走竜たちをなでて回っている。

　体にピッタリとした赤い服を身につけたセイルが、滑こつ稽けいなほど飾りをつけた黒い走竜にのって近づいてきた。まるで、装飾過多なクリスマス・ツリーにのった赤レ○ジャーだ。

　理刀はというと、シャツにジーパンというラフなスタイルだ。フィストも、鞍くらと手綱をつけただけ。シンプル・イズ・ビューティフル。

　キュートたちが、嫌悪の表情を変えることなくセイルにきつい視線を突き刺している。

　フィストも、グルルルルルと低く唸うなり始めた。独眼がギラリと光る。

　すると、セイルの走竜が足をとめ、サッと目をそらしてしまった。早くも気合い負けしている。気持ちはわかるけど……。

「？　どうした、もう少し前に進め。おい」

　急に足をとめた走竜の頭を、セイルがバシバシ叩たたく。それでも動かすことができない。

「レースが終わったら肉にしてやる。だから走竜は嫌いなんだ」

　文句をならべたあと、理刀へ再び薄汚れた視線をむけてきた。

「女連れか？　いい気なもんだな」

「どうも」

　適当に返事をしておく。

　キュートたちが、無言のままフィストの周りに寄り集まってくる。少女防壁隊、といったところだろうか。

　セイルが、整った外見をぶち壊しにするような、下げ劣れつ極まりない笑みを浮かべた。

「スタートの前に、いいことを教えてやる」

「？」

「貴様ら、フォンターナの公こう爵しやく殿どのがバックについてるから、オレ様に勝てると思ってるな？　フォンターナ三姫士のうち、ふたりもついているから、安心しきってるな？　危なくなれば、｛疾風｝が助けてくれると信じてるな？」

　理り刀とは、わずかに眉まゆ根ねを寄せた。

　セイルは、ハンサムの存在に気づいている。カカとリイザ、そして毒どく舌ぜつ丸まるにも。気づいていて、この余裕はいったい……。

「あんた、なにを……」

　キュートが口を開いたそのとき、

「身のほどを知れ」

　セイルが、寒気のするような薄い笑みを浮かべ、さらに言葉を続ける。

「ヤツらはいま頃ごろ、カゴの中で鳴く無様な鳥だよ。カスガリト、貴様、たっぷりといたぶってやるぞ？　涙を流して地に平ひれ伏ふしても、いたぶってやるぞ？　オレ様が飽きるまで、念入りにいたぶり続けてやるからな」

「う、噓うそに決まってるわ。そんなこと言って、精神にゆさぶりをかけるつもりでしょ？　見え透すいてるわね」

　キュートが、キッと細い眉まゆをつり上げた。

　そんな彼女の視線を、セイルが下げ卑びた笑みで受けとめる。

「鳥カゴの場所を教えてやってもいいが、それはレースが終わったあとだ。邪魔はされたくないからな。周りを見てみろ、貴様の父はどこだ？　姉は？｛疾風｝は？　噓だと思っているならそれでもいい。レースが終わるまで、のんびりと助けを待つといい」

　くくっくっくくくっ、と人の鼓膜に爪つめを立てるような笑みをこぼしたあと、セイルが走竜の手綱を引いて去っていく。

「カゴの中の鳥って、まさか……お父様たちが……考えられないわ」キュートが、目を丸くして理刀を見上げてくる。

「卑ひ怯きような手段は、エプスタインのお家芸のようなものですから……あの自信、本物だと考えたほうがいいですわね」スイートが、離れていくセイルの背に冷たい目をむけた。

「だったら話は簡単だ。わたしたちでなんとかするしかない」黒くろ媛ひめが、この場の全員を見回した。

「わ、わたし、がんばってみる」巴ともえが、静かな気合いを入れる。

「やるしかないですね！」百もも香かが、胸の前で右みぎ拳こぶしを握った。

　そのときだった。係員の女性が走竜の横に歩み寄ってきた。

「あと六〇秒ほどでスタートしますので、参加者以外の方はコースの外へ出て下さい。カスガリトさん、シルティシャープさん、ご健闘を祈念いたしております」

「え!?」

　係員がつかんだのは、巴ともえの手首だった。

「いや、ちょ、その人はシルティじゃなくて……」

　理り刀とは、急いでシルティの姿を捜した。あれ？　いない……。どこに……。

　キュートたちも、キョロキョロと周囲を見回している。小さな女の子だから、走竜や人ひと混ごみの陰に隠れて見えないのだ。

　大声で呼べば……、と理刀が息を吸い込んだそのとき、

「お急ぎ下さい。間もなくスタートです」

「え？　あ、あの、きゃっ」

　係員に背とお尻しりを押され、巴が理刀の後ろに押し上げられた。というよりも、巴のほうから飛びのってきた、という感じだけど……。

「きゅ、シルティは？」

「……いませんわ。ここは、美み々み津つさんの代わりにわたくしが」

　キュートとスイートに、係員が落ち着いた視線をむける。

「一度でも乗竜してしまえば、その時点で参加したとみなされます。スタート地点、ならびにコース場で落竜を確認されれば、その場で即失格となりますので、お気をつけて。それでは、スタートまで秒読みとなりました。みなさんはコースの外へ出て下さい」

「きゅ───っ！　失格って、あんたが勝手に巴を……」

「時間がありませんわ。あたくしたちも走竜で追いかけましょう」

　スイートが、すぐさまコースの外へ駆け出していく。

「きゅ───っ！　理刀、巴、絶対に無理しないでねっ！」

　キュートも、すぐさま駆け出していく。

　黒くろ媛ひめと百もも香かのふたりも、理刀から視線を引き剝はがすようにして走り出す。

「それでは、お怪け我がなどなさいませんように」

　言って、係員もコースの外へ出ていった。

　すぐに、巴が理刀の腰に腕を回し、抱きついてきた。

「り、理刀くん、が、がが、がんばろう、ね」

　右の肩けん胛こう骨こつ付近に頰ほおを押しつけてきた彼女が、消え入るような声を出す。

　背に胸が当たって……、熱も伝わってきて……、吐息だって……。

　それでも理刀は、手綱を握りしめた。｛謎エニグマ｝がいっしょにいてくれるのは心強い。

「巴ちゃん、ぶっ飛ばそうぜ！」


　　　★★★



　キュートは、走竜レースのスタート地点となった中央広場を駆け出し、仮設の竜舎を目指して全力で走った。

　スタート直前になっても走竜をのり換えることができるよう、一〇数頭の良質な走竜を待機させているのだ。もちろん、鞍くらと手綱もつけられている。

　レース前に、興味半分ながらみんなで覗のぞいておいてよかった。まさか、自分たちがのることになるなんて考えもしなかったけど……。

　足の速いスイートと黒くろ媛ひめの姿はすでに、人ひと混ごみにまぎれて見えなくなっている。

　少しでも早く仮設竜舎にたどり着き、走竜を駆って理り刀とを追わなければ。

　その一心で、キュートは懸命に走った。

　百もも香かが、キュートのすぐ前を走っている。

　いきなり。

　ブオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ、という重々しい音が空に響いた。

　続けて、歓声がドカンと爆発する。

　走竜レースが、スタートしたのだ。

　急がないと、追いつけなくなる。理刀がケガを負おわされる前に追いついて、彼をサポートしなければ……。

　もっと速く走らなきゃ。もっと速く。

　走りながら、ひらめいた。

　走竜よりも、飛竜のほうがずっと速い。

　スイートたちに地上をカバーしてもらい、自分は空から。

　飛竜を駐とめた場所は、仮設竜舎よりちょっと遠いが、少々の遅れは空を飛べばいくらでも取り戻せるはず。飛竜の翼は、走竜の脚あしより何倍も速いのだから。

「百香ちゃん！」

　キュートは走りながら、百香の背に呼びかけた。

「はい、なんでしょう!?」

「スイートと黒媛に伝えて、あたしは飛竜で理刀のあとを追うって」

「飛竜ですか!?　ナイスアイディアですね！　わかりました、お気をつけて！」

「百香ちゃんも、気をつけてね！」

　叫ぶなり、キュートは走る方向を変えた。

　確かに、我ながらナイスアイディアだ。




　走って、走って、走って、人の多さにうんざりしながらも走って、人を避けながら走って……、とにかくキュートは走り続けた。

　やっぱり走竜でいけばよかったかな？　なんて思いが頭の片隅を過よぎっても、夢中で走った。

　少しでも早く理刀に追いつくために。

　駐竜場は、まだまだ先だ。

　そこでふと、横道が見えた。

　キュートは、頭の中で地図を開いた。

　このまま大通りを走り続ければ、駐竜場には五、六分でたどり着けるだろう。

　横道に入れば、隣の大通りに続いているはずだから……、いくらかはショートカットになるのでは？　たぶん、なるだろう。そんな気がした。横道のほうが近い、はず。

　そう思ったときにはもう、ノンブレーキで角を曲がっていた。

　いくしかない！

　少しでも速く！　わずかでも早く！　ちょっとでも前へ！

　ゆるやかなカーブになった細い通りを走り抜け、大通りへ出ようとしたその直前、腹の突き出たオジサンが両手をひろげ、キュートのゆく手に立ちふさがった。

「ちょっと、どいてよ！　あたし急いでるんだから！」

「お嬢ちゃん、ここから先は通行禁止だから、迂う回かいしてね」

「きゅっ！　そんなの聞いてないわよっ！」

「きょうはササラ姫のお婿むこ様さまを決める大会の最終日だからね、警備を強化してるんだ」

「警備強化なんて、城の周りだけで十分でしょ！」

「そうもいかないんだよ。ササラ姫もレースの観戦をなさるからね。街の治安に意識をおむけになれないんだ。お婿様が決まるまでは、不審者に気をつけないとね」

「あたしが不審者に見えるっていうの？」

「ん～、どうかな。でも、レースをやってるのに、どうして城のほうへ急いでるのかな？」

「駐竜場においた飛竜をとりにいってるのよっ！　ほんとに急いでるんだから、通してよ！　いますぐっ！」

「ごめんね、これが仕事だから」

　キュートがいくら恐こわい目でにらんでも、オジサンは余裕の表情を崩さない。相手が小娘だから、完全にナめているようだ。

　確かに、なにもできないけど……。

「きゅ───っ！」

　言い合っている時間がもったいない。キュートは、きた道を引き返すことにした。

　とんだ時間のロスである。

　通せんぼしたオジサンに腹が立つ。不用意に近道を選んだ自分にも。

　きゅ───────────────────────────────────っ！


　　　★★★



　亜あ威い百もも香かは荒い息を吐きながら、仮設の竜舎に走り込んだ。

「お黙りなさいっ！」

　スイートが、初老の男性を怒鳴りつけていた。男性はおそらく、竜舎の係員なのだろう。

「わたくしはフォンターナ家の娘、スイート・フォンターナです。事情があってこの竜を借り受けます。盗むのではありません。フォンターナの紋章に誓いましょう」

「いや、しかしですね、いくらフォンターナのお嬢様とはいえ……」

「あなた、フォンターナの名では不服と仰おつしやるのかしら？」

「そ、そんなこと言ってませんよ。ですが、この竜たちはササラ姫の……」

「承知していますわ。そのササラ姫のために、ここの走竜を貸してほしいと言っているのです。これ以上あなたと言い争っている時間はありません。責を問われたら、こう仰って下さい。『スイート・フォンターナが勝手に走竜をもっていった』と。よろしいですわね？」

　初老の係員は、たじたじの様子だ。

　百もも香かにはよくわからないが、「フォンターナ」という名前は、魔界でかなりのパンチ力をもっているらしい。少なくとも、竜舎の係員に文句を言わせない程度には。

　係員と言い合うスイートをよそに、黒くろ媛ひめは早くも一頭の走竜に飛びのっている。

　ヨシ、自分も！　と百香はつながれた走竜たちを素早く見回した。

　どれにしようかな？　あんまり大きなのは恐こわいし、って、どれも大きいし恐そうな顔ばかりだ。フィストほどじゃないけど……。

　乗馬は得意だけど……、走らせ方は似たようなものなのだろうか？

　そんなことを考えていると、黒媛が走竜の背から声をかけてきた。

「百香……」

「あ、黒くろ姉ねえ様さま、ちょっと待ってて、すぐに竜を選んで……」

「ここで待ってるんだ」

「え？」

　百香は言われた意味がわからず、きょとんと黒媛を見上げた。

「危ないから、おとなしくここで待っててくれ。ここから先は、きっと……………とにかく、ここで待ってるんだ」

「黒姉様、百香も……」

「百香さん、きっといい報しらせをもって帰ってきますから」

　いつの間にか走竜の背にのったスイートも、黒媛の味方をする。

　納得できないけど……、姉の口く調ちようには、真剣さと深刻さが窺うかがえるから……。

「キュートさんは、飛竜で追いかけるって……」

　これだけ言って、唇を尖とがらせる。

　待つことをＯＫしたわけじゃない、という意思表示だ。

「百香」

　黒媛から強い口調で名を呼ばれ、渋しぶ々しぶうなずいた。

　ここで待ってます、という意思表示。

　間を置かず、黒くろ媛ひめとスイートが走竜を走らせる。

　勢いよく竜舎を駆け出していく二頭の走竜を、百もも香かはぼんやりと見送った。

「あ～、いっちゃったよ。どうすりゃいいんだ……」

　オジサンの声を背に、百香は竜舎をあとにした。

｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝というふたつ名をもっているのに、まだ子ども扱いだ。

　小学五年生は子どもですか、そうですか……、そうなんだけど……。

　理り刀とは、巴ともえといっしょにレース中。

　黒媛とスイートは、レースに乱入。

　キュートは、空からレースに参加。

　キュートについていけばよかったかな……、なんてことを考えながら、百香は大きく息をついた。

　つまんない。ひとりだけ残されるなんて……。

　ん？　ひとりだけ？　そういえば、シィちゃんは？　レース直前にいなくなって、そのあとは？

　百香は、首からさげた水鏡をシャツの胸もとから取り出し、覗のぞき込んだ。

「もし、シィちゃんを捜したら？」

　未来を仮定してみる。

　浮かび上がってきたのは、シィちゃんの可愛かわいいぼさぼさピンク頭。

　細い路地へ入っていくのが視みえた。

　シィちゃんの隣を歩いているのは……。

「この人……」

　きのう、エプスタインといっしょにいた女の人だ。くりくり茶髪で、目つきの悪い……、確か、ココラルと呼ばれていたはず。

　三秒ほどで、映像が溶け消えてしまう。まだまだ修行不足だ。

　シィちゃんが、ココラルといっしょに裏路地へ。嫌な予感がする。

　映像で視えた建物は……。

　百香は、周囲を見回した。魔界の建物はどれも似たようなものばかりだけど、壁の朱色が鮮やかだったから、たぶん新築だ。ここから見えるきれいな建物は、あれかな？

　まずは、一〇〇メートルほど離れた尖せん塔とうの建物に目をつける。朱色の外壁だし。

「もし、あの家を目指したら？」

　もう一度、未来を仮定した。

　水鏡に映ったのは、つり上がった目でナイフを振り上げているココラルの姿だった。もう片方の手で、ピンク色の髪の毛を鷲わしづかみにしている。シィちゃんの姿は、水鏡の外にはみ出しているため視ることができない。

　また、三秒ほどで映像が消えた。

　なにこれ？

「シィちゃん……」

　質量をもっているかのような不安が、胸の中で暴れ始める。

　シィちゃんが危ない!?

　水鏡を手に、百もも香かは尖せん塔とうの建物を目指して駆け出した。





五章　リズム・オブ・バトル







「いま頃ごろはもう、レースが始まってるな……」

　カカは、部屋の隅に転がった捕縛用の魔導具をにらみつけ、だれにともなくつぶやいた。

　外部からの音は、完全に遮しや断だんされている。当然、こちら側の音も外へは決して届かない。

　毒どく舌ぜつ丸まるが顔をわずかに動かし、窓の外へ目をむけた。

　つられて、カカも視線を動かす。

　見えるのは、手入れのゆき届いた庭だけ。人影はどこにもない。貴き賓ひん館かんの庭師も、メイドたちも、みんなレースを観みにいっているはずだ。〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟の最終戦なのだから、無理もない。

「きっと大丈夫よ。混こん沌とんの少年ががんばってくれるわ」

　こんな状況に陥おちいっても、リイザの吞のん気きさにはヒビひとつ入らない。

「彼ひとりじゃ、エプスタインを相手にはできないだろう」

　ソファに腰を下ろしたハンサムが、苦にが々にがしげに言った。

「春日かすがだけじゃありません。仲間もいますから、きっと……」

　父の言葉に思わず反論するものの、カカにもわかっていた。状況が、あまりにも不利であることを……。

　エプスタインはおそらく、恥も外聞もなく数を投入してくるだろう。場合によっては傀く儡ぐつ兵へいさえも。

　春日かすが理り刀とという少年は、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもっているというだけで、その他は普通の人間となにも変わらない。格闘技を身につけてもいないし、腕力がことさら強いわけでもない。なによりも、平和なニッポン国で生まれ育った彼には、生死のやり取りをするような実戦経験がないはずだ。

　それでも……。

　きっと……。

「くっ」

　なにもできない悔しさに、カカは拳こぶしを握りしめた。

　いまはただ、祈ることしかできない。

｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝とまで称された自分が、祈ることしかできないなんて……。

　カカは、自らに言い聞かせるように、

「きっと……やってくれる、はずです」

　声を絞り出した。


　　　★★★



　理刀は、背に抱きつく巴ともえの体温を意識しつつ、フィストを走らせた。

　頰ほおを打つ強い風が、喧けん噪そうを吹き飛ばす。

　いよいよ走竜レースが始まった。

　激しくゆれるフィストの背で、歯を食いしばる。

　手綱を握りしめ、前だけを見み据すえる。

　ハンサムたちの助けは、おそらく期待できない。それでも、卑ひ怯きようで卑ひ劣れつなエプスタインには……、

　負けられない！


　　　★★★



　通りの人ひと混ごみを縫うように走り、百もも香かは目指す朱色の建物にたどり着いた。

　水鏡に映っていた狭い路地を見つけ、その奥を覗のぞき込む。

　だ～れもいない。

　すぐに十字路があり、その先は丁てい字じ路ろになっているようだ。通りの喧噪も届かない暗くら闇やみへの通路、といった雰ふん囲い気きである。

　お化け屋敷より怖いかも。

　動物園にいくと必ずハ虫類館に入るし、遊園地にいくと絶対お化け屋敷に入る。怖いもの見たさだ。いつも、黒くろ媛ひめがついてきてくれるのだが。

　いまここに、頼りになる姉はいない。自分だけの力で挑まなければならないのだ。

　百もも香かは、ゴクッとツバを吞のみ込んだ。

　まずは、コソコソッと十字路まで距離を詰め、角から顔半分を出して左右を確認する。

　だれもいない。ついでに、右も左もいきどまり。

　勇気を出して十字路を通過し、先にある丁てい字じ路ろを目指す。

　距離にして、およそ二〇メートル。

　なるべく足音を立てないよう、それでも小走りに移動する。コソコソコソッ。

　そしてまた、角から目だけを出して右を確認し、続けて左を……、いた。

　丁字路を左に折れた先に、シィちゃんが立っていた。彼女がむかい合っているのは、間違いなくココラルだ。

　思わず、

「シィちゃん！」

　通路に飛び出してしまった。

　そのときだった。

　ドガァァァン！

　シィちゃんの姿が消し飛び、同時に横の石壁に信じられないほど大きな穴が開いた。

　ココラルが、百香の声に振りむいたシィちゃんを蹴けり飛ばしたのだ。

「シィ………っ！」

　声がかすれた。言葉にならない。

　石壁を突き抜けるほどの衝撃を小柄な身に受ければ、いったいどうなるのか……、考えなくてもわかる。

「アンタ、きのういたよね？　あたしのこと覚えてる？」

　ココラルが、にぃ～と唇の右端をつり上げた。肉食の獣が笑えば、たぶん彼女のような笑い方をするのかもしれない。血と脂あぶらの臭においが漂ただよってきそうな笑みだから。

　百香は、そろそろと水鏡を取り出し、鏡面を覗のぞき込んだ。

「もし、ここから逃げ出せば？」

　仮定し、そして視みえた映も像のは……。

　地面に倒れ伏し、泣いている自分。背をココラルに踏みつけられている。

　消えた映像から顔を上げ、百香は下唇を嚙かんだ。

　逃げられない。だったら……。

　すぐにまた仮定する。

「もし、戦いを挑めば？」

　これもまた、ヘッドスライディングをしたあと燃え尽きた、といった格好で地面に倒れている自分の姿が視えた。ピクリとも動かない。ココラルが、横で肉食獣スマイルを浮かべている。

　退ひくことも、進むこともできない。

　涙が出そう。

　でも泣かない。

　自分は｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の妹であり、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝なのだから。

「アンタ、おいしそうだね」

　ココラルが、ペロリと唇をなめた。血肉を貪むさぼる獣そのもの、といった感じだ。

　彼女が、くりくりの茶髪をガリガリと搔かきながら、石壁の穴へ目をむける。

「ったく、一次予選で結構いい働きしたって聞いてたんだけど、とんだ期待外れだよ。楽しめやしない」

　この隙すきを狙ねらい、百もも香かはまた水鏡を覗のぞき込んだ。そして仮定する。

「もし、時間を稼げば？」

　引いても押してもダメなら、あとは引きも押しもしないで現状を維持するしかない。

　未来の映像は……。

「！」

　視みて、百香は唇を引きしめた。

　水鏡をシャツの中に押し込み、キッとココラルを見み据すえる。

「そこを動かないで！　あたしもここを動かないから！　それから、ゆっくり一〇数えたあと、勝負してあげる」

「勝負？　アンタが、このあたしと？」

「そうよ。この｛世界樹の一葉｝が、あなたと勝負をし……」

　……てあげる、という言葉を口から出させてはもらえなかった。

　突風のように踏み込んできたココラルから、顔を鷲わしづかみにされたからだ。

「あたしと対等に殺やり合おうっての？　いい度胸じゃないさ」

　彼女の五指が、ギリギリと百香の頭ず蓋がいをしめつけてくる。痛いし、苦しいし、恐こわいし、泣きたいけど……、それでも言った。

「ま、まだ一〇数えてないよ！」

「数えたら、なにかあんのかい？」

「正義の味方が登場するの」

「は？　正義の、なんだって？」

「正義の味方は、ヒロインがピンチになったところで登場するんだからっ！」

「おねえちゃん、ももかしゃんをイジメてるの？」

　いきなり、すぐそばからシィちゃんの舌足らずな声が聞こえてきた。

「なっ！」

　ココラルの手が離れ、百もも香かの視界に光が戻ってくる。

　見ると、いつの間にか石壁の穴から出てきたシィちゃんが、横からココラルの手首をつかんでいた。

「へぇ～、そこそこ頑がん丈じようみたいで、安心したよ」

　ココラルが、薄い笑みを浮かべた。

　百香は、ふたりからとっさに跳び離れながら、叫んだ。

「シィちゃん、悪い人をやっつけて！」

「おねえちゃん、わるいひと？」

「かもね」

「さっき、おかしあげるっていったの、うそ？」

「のこのこついてくるアンタが、考えなしのバカなのさ」

「ひとにバカっていうひとがバカなんだよ？」

「うるさいよっ！」

　ココラルが、シィちゃんに握られていないほうの腕を振り上げた。が……、次の瞬間には、宙を飛んでいた。

　シィちゃんに軽々と投げ飛ばされたのだ。それどころか、着地するよりも先に距離を詰められ、ドカンと殴り飛ばされる。

　今度はココラルが壁に叩たたきつけられ、地面にくずおれた。

　水鏡の映像で視みた光景に、百香はグッと拳こぶしを握った。

　シィちゃん、グッジョブ！




　シィちゃんは強かった。

　百香はただただ、ぽか～んと見ていることしかできない。

　ほとんど残像しか捉とらえることができないシィちゃんの動きに、ココラルも必死で抵抗している。だが、素人しろうと目めにも力の差は歴然だった。

　狭い裏路地なのに、シィちゃんの動きは風よりも速く、風よりも自由で、風よりも自在だから、ココラルは爪つめをかすらせることさえできないでいる。

　怒り、口汚くシィちゃんを罵ののしりながら、ココラルが腕や足を振り回している。それはもはや、無様なダンスでしかない。

「シィちゃん、すごぉい！」

　百香は、素早く動き回るシィちゃんに拍手を送った。

　そのとき、

「動くな、コイツがどうなっても……」

　瞬時に百香の腕をつかんできたココラルが、裏返った声で叫んだ。

　彼女の踏み込みに反応できなかった百もも香かは、身を縮めることしかできない。

　だが、

「ももかしゃんにね、ひどいことしたらダメだよ？　シルティシャープ、ほんきでおこるからね？」

　シィちゃんのほうが、さらに速かった。ココラルの手を百香から易やす々やすと引き剝はがし、そのままずるずるとむこうへ引っ張っていってくれる。

「離せっ！　くそぉっ！」

　ココラルが両足を踏ん張って抵抗するものの、シィちゃんの歩みをゆるめることさえできない。

「あのね、ももかしゃんにひどいことしたらね、バシッてするよ？」

「や、やってみろ、クソがっ！」

　ドゴオオオオオォォォッ！

　シィちゃんが、いきなり横の石壁を殴りつけた。

　まるで、超巨大な鉄球でもぶつけたかのように壁が陥かん没ぼつし、その周りにビシビシビシッと大きな亀き裂れつがひろがっていく。

　シィちゃんの破壊力を目の当たりにしたココラルが、両目と口を大きく開き、その場に尻しり餅もちをついた。

　百香もビックリだ。

　でもこれで、勝敗は決した。

　あとは、ココラルが降参してくれればいい。仲直りして、お友だちになれたらいちばんいいけど……、彼女はそんなタイプには見えないし……。

　百香は、再び水鏡を取り出した。

「もし、仲直りをしようとしたら？」

　視みえたのは、つり上がった目でナイフを振り上げているココラルの姿だった。

　彼女の手が、ピンク色の髪の毛を鷲わしづかみにしている。シィちゃんの姿は、水鏡の外にはみ出しているため視ることができない。

　また、この映像だ。

　二度も、同じものが視えるなんて……。

　なにがどうなったら、こうなるのだろう？

　百香は、座り込んだココラルを凝ぎよう視しした。

　シィちゃんが、そんな彼女を見下ろしている。

「もう、かえったほうがいいよ？」

　シィちゃんの言葉に、ココラルが項垂うなだれ、それでもゆっくりと立ち上がった。

「見逃してくれるのかい？」

「バイバイ」

　シィちゃんが、笑顔で手を振った。

　そのときだった。

　ココラルが、シィちゃんの右耳をガシッとつかんだ。途端、

「シルティシャープね、わるいことしてないよ？　つまみぐいはダメなのね。おしょくじちゅうのマナァも、ちゃんとまもってるよ？　シルティシャープ、いいこだよ？」

　一方的に押していたはずのシィちゃんが、頭を抱えて座り込んでしまった。

　ココラルが、鋭い犬歯を剝むき出した。どうやら、笑っているらしい。

「まさかとは思ったけど、偵察が言ってた通りたぁ、驚いたね。耳を引いただけでクソガキがふやけたガキになるなんてさ」

　言いながら彼女が取り出したモノは、水鏡に映ったナイフだった。

　瞬間、百もも香かは走り出した。

　恐こわい。逃げなきゃ。助けなきゃ。泣きたい。泣くな。自分は｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の妹。そして、誇ほこりある｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝なんだからっ！

　弱い気持ちを絞りに絞り、絞って絞って、そこから一滴の勇気を絞り出す。

　退ひくなっ！

「シィちゃぁぁぁん！」

　百香は、ナイフを振り上げたココラルに飛びついた。腕を押さえようとするものの、あっさりと振り解かれる。同時にシィちゃんの右耳からも手が離れ……。

「邪魔なんだよっ！」

　ナイフの切っ先が百香にむけられ、そのまま振り下ろされた。

「……っ！」

　が、刃が百香の体に突き立つことはなかった。

　シィちゃんが、ココラルのナイフを受けとめてくれたから。刃を直じかに握り、そのままベキグシャッと握り潰つぶしてしまう。

「スキュースしゃまがね、ほんとうにわるいひとにはボーッってしてもいいっていったからね。シルティシャープ、ボーッてするよ？」

　ボーッてする？

　瞬間後……。

　グゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォッ！

　裏路地が業ごう火かの渦に包まれた。

「ひゃっ！」

　百香は思わず、地面にしゃがみ込んだ。

　ココラルは、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんといった表情のまま動かない。

　可愛かわいい女の子が、口からグゴォ───ッと炎を吐き出せば、だれだって驚くだろう。

　そういえば、シィちゃんは始し祖そ竜りゆうだったっけ……。

　シィちゃんが炎を吐き終えた直後、ココラルが弾はじかれたように膝ひざを折り、地面にこすりつけるように頭を下げた。

「し、しし、しぃぃぃ始祖姫様とは知らず、ご無礼をいたしましたっ！　どうか、どうかお許し下さい。どうかっ！」

　予想外の展開である。

「あんまりミミひっぱったらダメなのね。わるいひとにひっぱられたら、おこっていいって、スキュースしゃまいってたの」

　ココラルが、頭を下げたまま動かない。彼女から見た始祖竜とは、いったいどれほど上の存在なのだろうか。

　百もも香かにはわからない。わからないけど、この勝負はここでお終しまいであることは、嫌でもわかった。

　シィちゃんは、まさに圧倒的だ。アルティメット・ウェポンだ。最強生物だ。

　そして、すごくやさしい子だ。

　結局、ココラルにたいした傷を負おわせてはいない。裏通りの石壁を陥かん没ぼつさせ、通りのむこうまで真っ黒に焦こがしてしまったけど、それはまあ、ご愛あい敬きようである。

　百香は、ここで思い至った。

　シィちゃんといっしょなら、理り刀との手助けができるかも？

　黒くろ媛ひめに「待ってろ」と言われたけど……。

　どうしよう？

　いっちゃう？


　　　★★★



　理刀は、背に感じる巴ともえの体温にドキドキしながらも、フィストを走らせていた。

　マイルドペインの中央広場を抜け、現在、街の大通りを集団で走っている。

　フィストの走りは、荒っぽいジェットコースターだった。しかも、安全保障はゼロ。

　それでも、乗馬や乗竜などやったことのない理刀にとって、勝手に走ってくれるフィストはのりやすかった。

　巴は、フィストの速さと荒々しいまでの躍動感に、スタート直後からずっと身を縮めている。声も出せない様子だ。理刀の背にピタッと貼はりつくようにしがみついたまま、ほとんど動かない。

　これだけ密着すると、彼女の、その、胸が、背に押しつけられ、しかも激しく振動する走竜の背にのっているから、「押しつけられる」というよりも「こすりつけられる」といったほうが正しくて……、少々困っている。

　走り出してから、いまのところ周りの参加者たちにはなんの動きも見られない。

　理り刀とは、目を細めて前方を窺うかがった。

　随分と先にセイルの背が見える。彼がのった装飾過多走竜だけが、集団からどんどん離れていっている。

　なぜ追いつけないのか？　答えは簡単。集団に囲まれているから。

　どう考えても、理刀の周りに集まってくるのはおかしい。

　大通りの道幅は、最終予選に出場している一〇頭の走竜、そのすべてが横一列にならんで走っても十分なほどひろいのに。

　理刀以外の参加者に動きがないというよりも、こちらを動かさない、前に出さない、封じ込めてしまおう、という狙ねらいのもと密集しているとしか考えられない。

　さて、どうする？

『おい、どうする大将』

「は？」

『オレの背にのってんだから、いまはお前が大将だろ。始祖姫様から重々言われてるからな、いまだけは命令を聞いてやる』

　頭に響くこの声は、フィスト？

「フィストか？」

『オレ以外にだれがいる？　大将に抱きついてる女か？』

「会話ができるのか？」

『普通、できるだろうが』

　走竜の「普通」なんて、理刀にはわからない。でもこれで、乗竜がさらにやりやすくなったことは確かだ。

「よし、それじゃあ……」

「理刀くん、どうしたの？」

　背から、巴ともえが細い声で訊たずねてきた。彼女には、フィストの『声』が聴こえないらしい。

「フィストの『声』が聴こえるんだ」

「この竜この『声』が？　理刀くんの能力のせいかしら……きゃっ」

　いきなり、横を走っていた参加者が手を伸ばし、巴のシャツ、その肩口をつかんできた。

　次の瞬間。

　ビリビリビリ、と彼女の右みぎ袖そでが破り取られてしまった。胸もとのボタンも弾はじけ飛ぶ。

「………！」

　肩越しに振り返った理刀の目に、巴が着ていた白のキャミソールと、首からさげたペンダントが飛び込んでくる。

　ブラの肩かた紐ひもも。

　色は薄うす紫むらさき。

　キャミソールが薄手の白だから、ブラの模様と輪りん郭かくがハッキリと……。

　胸の谷間も、ちょっとだけ……。

　ドキッとするが、まじまじと眺めている状況ではない。

　間を置かず、男が再び手を伸ばしてくる。

「んっ！」

　まさに瞬またたく間だった。

　シャツの胸もとを大きくはだけたまま、それでも巴ともえは怯ひるむことなく男の手をくるっと逆さにひねりあげ、その勢いを利用して走竜から引きずり落としてしまった。

　ぎゃあっ！　という自業自得な悲鳴をあげながら、道に転がった男が後ろに流れていく。

「ナイス巴ちゃん！」

　巴が、慌あわててシャツの胸もとを押さえながら、理り刀との背に身を寄せてくる。

「あ、合気道とか、少し、できるから……」

『おい、ベタベタしてる暇はないぞ』

　フィストの『声』で、理刀は気づいた。

　周りの参加者たちが、徐々に包囲を狭めてきている。その数、七。何人かは、手を伸ばせば届きそうな距離だ。












「くるぞっ！」

　理り刀とは、手綱をしっかりと握りしめた。

　と、巴ともえがいきなり、理刀の肩をつかんで鞍くらの上に立ち上がった。

「？」

「り、理刀くん、あの、あんまり、み、見ないでね」

「！」

　ドガッ！　と彼女が横を走っていた参加者を蹴けりつけたのには、さすがに驚かされた。

　つい先ほどまで、激しいゆれを怖がって背にしがみついていたのに……。シャツの胸もとも、かなり開いているはずなのに……。

　ガッ！　ゲシッ！　グシャ！　と走竜を近づけてきた参加者を次々と蹴りつけていく。

　ゆれる走竜の背で、器用に、力強く、バランスを崩すことなく、巴のしなやかな足技が舞う。

『おい大将、その元気な女を座らせろ、そろそろいくぞ』

　フィストの、どこか楽しそうな『声』が聴こえてきた。

「巴ちゃん、座って」

「あ、う、うん」

　素直に腰を下ろした巴が、すかさず理刀の腰に腕を回し、背に体を押しつけてくる。

「すごかったよ！」

「か、空手とかも、ほんのちょっとだけ、かじってるの……」

　つぶやくように言って、ぎゅ～と抱きついてくる巴の腕は細く、とても格闘技をやっているようには思えない。

　それでも先ほどの合気道といい、ちょっと練習した程度、といったレベルではないことくらいひと目でわかる。

　かなりの練習を積んでいないと、とっさの関節技や華麗な足技を実戦で使うことなどできないはずだから。

　さすがは｛謎エニグマ｝、心強い味方である。

『大将、いつまでもこんな連中につき合ってたら、眠くなってきたぜ。眠気覚ましに、このへんで本物の脚あしを見せてやるよ』

「巴ちゃん、フィストがぶっ飛ばすって言ってる。しっかりつかまってて！」

「う、うん、し、しし、しっかり……」

　むきゅ、と背にやわらかさを感じた直後、

『お前らっ、いつまでもちんたら走ってんじゃねぇぞ！　邪魔だから道を開けろやっ！』

　ゴガアッ、ガアアアアアアアアアアアアアアアアア！　グゴォアアアァァァァァッ！

　フィストが吼ほえた。

　途端、前を走っていた走竜たちは抵抗する素そ振ぶりなど微み塵じんも見せず、ススス───ッと左右に身を退ひいた。あまりの素直さに感動すら覚えてしまう。

　のっていた男たちが慌あわてて手綱を引いているものの、言うことを聞かせることができないでいる。

　走竜の格が違う、といったところだろうか。

　一群を抜け出し、グン、グンッ、ググンッと加速したフィストは、前を走っていたセイルの走竜に楽々と追いついた。

　ここで一気に追い抜こうとせず、わざわざならんで走るあたり、フィストの余裕と意地悪さが窺うかがえる。

　装飾過多の黒い走竜が、独眼走竜から目をそらしているのがわかった。その背で、セイルがドロリとした目を見開いている。

「貴様っ！　オレ様を抜き去ろうなんて不届きな考えは……」

　すかさず立ち上がった巴ともえが、ゲシッ！　とセイルの脇わき腹ばらを蹴けりつけた。

「ぶっ！　お、女のくせに、き、貴様ぁぁ……」

　ゲシッ！　と今度は肩口を蹴りつける。

「ぶはっ！　お、おい、よせ……」

　ゲシッ！　ともう一度。

「危ないだろっ！」

　巴の蹴しゆう撃げきから逃れようと、セイルが走竜の手綱を引いた。それが急激なブレーキとなり、一気に後方へ流れていく。

　理り刀とは、肩越しに見た。

　後続の走竜とぶつかったセイルが、か細い悲鳴をあげている。整った顔に腐くされた双そう眸ぼう、という外見とは不釣り合いな弱々しさである。もしかしたら、エプスタインという看板がなくなれば、まったく大したことのない男なのかもしれない。

　大笑いしたいのを抑えつつ、理刀は前を見み据すえた。

　巴が、流れるように腰を落とし、理刀の背にぴとっと抱きついてくる。

「ちょっとスッとしたかも」

　彼女のつぶやきに、理刀は思わず噴き出した。


　　　★★★



　亜あ威い黒くろ媛ひめは、ダイナミックな動きの中にも繊細さが見え隠れする走竜の走りを体感しながら、前をいくスイートの背を追った。

　のり慣れているのだろうし、運動神経もあるのだろう。彼女はやはり、手綱さばきが上う手まい。

　じんわりと距離を開けられていく。

　少しでも早く理り刀とに追いつくことが目的だから、待ってはくれないし、待たれるのもプライドに障さわる。これでも乗馬は得意なのだ。

　三馬身差ならぬ三竜身差、といったところだろうか。いま現在、スイートが駆る走竜との距離は、一〇メートルほどだ。

　まだまだ追いつける差だと、自分を信じている。

　スイートの体はいま、どのような流れで動いているのか。腕の位置はどこなのか。足の場所は……。

　少しでも走竜の走らせ方を盗むため、黒くろ媛ひめは小柄な少女の細々とした動きを観察した。

　馬とは微妙に違う手綱や鐙あぶみの使い方も、いろいろ探っていく。

　ふむ、なんとなくわかってきた。尻尾しつぽをどのように使わせるかで、走りの幅がひろがるんだな。

　自慢ではないが、コツをつかむのはなんでも早い。格闘技も、楽器も、球技も、なんでもそうだった。【時の統治者タイムルーラー】の能力に気づいたときも。

　だから、いまこのときも、できるはず。

　信じて、手綱を絞った。そのとき、

「よう、また会ったな」

　いきなり、横から低い声が聞こえてきた。

「!?」

　視界の隅に声の主を捉とらえた直後、黒媛は躊躇ためらわずに手綱を放はなし、体を後ろに倒した。

　鼻先を、大きな裏うら拳けんがかすめていく。

　黒媛の走竜とならんで走っていたのは、きのう会ったモズというモヒカン男だった。

　走竜にのることなく、自らの足で走っていた男が片腕を振り上げたため、とっさに体を反らして避けたというわけだ。

　予告なしの攻撃は、フォンターナ側に与くみする者たちの各個撃破が目的だと考えていい。

　戦いは、走竜を走らせたときから覚悟している。

　黒媛は、瞬時に決断した。

　このまま上体を起こせば、間違いなく次の攻撃を食らう。

　悔しいけど……。

　黒媛は、後ろに倒れた勢いのまま後方に転がり、走竜の背から飛び降りた。

　着地する際、かなりの負荷が両足にかかるものの、逆らわずに全身の力を抜き、受け身をとりつつ転がった。

　そして、すぐに立ち上がる。

　髪や服についた泥や埃ほこりを払うこともなく、大通りの先へ目をむける。

　スイートの走竜と、だれものっていない走竜が、どんどん遠ざかっていく。理刀のことは、彼女と巴ともえに任せるしかない。

　黒くろ媛ひめは、グッと唇を引きしめた。

　一〇メートルも離れていない場所に、モズが立ちどまっていたからだ。

　スイートを追わず、自分をターゲットに定めたらしい。念入りに、取りこぼしなく、ひとりずつ順番に潰つぶしていくつもりなのかもしれない。

　どんな思惑があるにせよ、足をとめてくれたのはありがたい。このモヒカン男は、スイートに侮ぶ蔑べつの言葉を投げつけたのだから。

　許せない。

　確かに、走竜と同じ速さで走れる脚力は驚異的だ。一九〇はあろうかという長身も、見事なまでに贅ぜい肉にくを取り払っていることが、服の上からでもよくわかる。腕力も強いだろう。

　それでも、コレがあれば負ける気はしない。

　黒媛は、ズボンの右ポケットに入れたコンパクトに意識を集めた。

　モズが、ニヤニヤとこちらを見下したような笑みを浮かべている。

　腹立たしい。

　スイートを侮辱したし、いきなり殴りかかってきたし、とても友好関係を結べそうにない目をしてはいるものの……、いちおう問いかけてみた。

「なるべくなら争いたくない。黙って退ひいてもらえないか？」

「は？　なに言ってんだお前？」

　モズが、笑みに蔑さげすみの色を浮かべた。続けて、ペッと足もとにツバを吐き捨てる。

「無駄な争いはしたくない、と言ってる」

「無駄かどうかなんて、カンケーねぇだろ。おもしろけりゃ、それでいいじゃねぇか」

　あっさりと交渉決裂。ならば……。

「しかたないな」

　西部劇のガンマンよろしく、黒媛は電光の速さでポケットからコンパクトを抜き取り、ふたを親指で弾はじいて開けようとした。が、モズの動きはさらに速かった。

　黒媛がコンパクトを構えたときにはもう、目の前から姿を消していた。

「……!?」

　息を吞のんだのとほぼ同時に、背後から伸びてきた武骨な手に手首をつかまれた。

「この道具、お前がきのう使ってたの見たぜ。なんの魔導具なんだ？　人間って、道具がないと魔法が使えないんだろ？」

「う、あっ、くぅぅ……」

　ギリギリギリッと骨が軋きしむほど手首をしめつけられ、黒媛は堪たまらずコンパクトを手て放ばなしてしまった。

　地面に転がった媒体コンパクトを拾うこともできず、手首のしめつけにうめくことしかできない。

　モズは、きのうの二次予選を観みていたようだ。黒くろ媛ひめが【時の統治者タイムルーラー】だとわからないながらも、コンパクトになにかあると感づいたらしい。

「お前、これだけかよ？　つまんねぇな。もっとおもしろいことしてくれよ」

「離せっ！」

　黒媛は、勢いよくモズの足の甲を踏みつけた。

「いてっ」

　拍子に、手が外れた。

　すぐさま左のポケットに手を差し込んだ。こちらには、ゴルゴンゾラにもらったコンパクトを入れている。

　今度は……。

　パンッ。

　フタを開ける前に、モズから叩たたき落とされてしまった。

　それでも動きをとめず屈かがみ込み、落ちたコンパクトに手を伸ばす。が、それも遠くへ蹴けりやられてしまう。

「ダメだダメだダメだっ！　お前、まったくダメだ。楽しめやしねぇ。もっと気の利いた抵抗しろよ」

　モズが腰を曲げ、黒媛の顔を覗のぞき込んできた。そうしながら、ベロリと出した長すぎる舌を近づけてくるから……。

「ふざけるなっ！」

　スネを思いきり蹴り上げてやった。

　だが、モズの顔から笑みを消すことができない。

「！　くぅ～、きくねぇ。でも、まだダメだ。楽しめねぇよ。お前、ビビってねぇからさ、ゾクゾクこねぇんだよな。もしかして、殺されないとでも思ってんのか？　安心してるから、そんな目でオレを見れんのか？」

「な、なにを……」

「なるほどな、お前ら人間って、狩るばっかで、狩られたことがないんだろ？　この際だから、体験してみるか？」

「………」

「人間ってのは、獲物を狩ったあとどうやって食うんだ？　焼くのか？　煮るのか？　それとも、生のまま食いくのか？　オレは、腹がふくれりゃなんでもいいけどよ」

　モズの目から、じわじわと温度が消えていくのがわかった。代わりに、嗜し虐ぎやく的な冷たい色がじんわりとひろがっていく。

「逃げていいぜ」

「な、に？」

「ほら、逃げろって」

「……逃げて、いいのか？」

「逃げるヤツを追いかけて、殺して、食う。お前、狩りを知らないのか？」

　背に氷を押しつけられたような寒気が、黒くろ媛ひめの内に芽生えた。

　落ちたコンパクトをひろいに走っても、きっとモズのほうが速い。

　逃げても、十中八九捕まるだろう。

　体の芯しんが、微かすかに震えている。

　黒媛はそれでも、頭のずっと上にあるモズの顔を見上げた。

　こちらを蔑さげすむ目をしっかりと受けとめ、精一杯の力で投げ返す。

「逃げないと、この場で引き裂くぜ？」

「………」

「一〇だけ数えてやる。その間に、できるだけ遠くに逃げてみろよ。いくぞ？　じゅうぅ～、きゅうぅ～、ほら、急げ急げ」

「っ！」

　黒媛は、きびすを返して走り出した。冷たいなにかが、背に押しつけられているかのような……、屈辱。

「はぁぁぁち」

　路地に駆け込んだ黒媛の耳に、モズの哄こう笑しようが濁だく流りゆうのように流れ込んでくる。

　涙が出そうなほど悔しいが、いまは逃げることしかできない。




　黒媛は、裏路地をジグザグに走った。

　自分でも、どこをどう走っているのかわからなくなる。

　人影は……、ない。前後左右、どこにも。

　ササラ姫の婿むこを決める大会の最終日を迎えているため、老若男女問わず、すべての住民が出払っているのだろう。

　警察のような組織はないのか？　もしあったとしても、どこへいけば助けを求められるのか、わからない。

　コンパクトを失ったいま、長身で、筋肉質で、常識では考えられないほど素早く動く男と戦う術すべはない。

　いまできるのは、逃げることだけ。

　黒媛は、胸の谷間を流れ落ちる汗の不快さに顔をしかめながらも、走り続けた。

　まだまだ足をとめるわけにはいかない。

　モズから少しでも遠くに離れなければ。入り組んだ裏路地をデタラメに走り回り、追いつかれる確率を少しでも下げなければ。

　背後から伸びてくる巨大な手のイメージを振り切るように、走り続ける。

　いきなりだった。

　なにかに足を取られ、体が宙に浮いた。

「！」

　とっさに体を丸め、前回りで受け身をとる。

　転がり、その反動で起きあがった。

「お前、足遅おせぇな」

　声の主を見て、黒くろ媛ひめは歯は嚙がみした。

　モズが、曲がり角の陰から歩み出てきたからだ。

　彼に足をかけられ転んだことに、黒媛はどうしようもない腹立たしさと同時に、膝ひざを折って座り込みたいほどの怖おぞ気けを感じた。

　どんなに逃げても、逃げきれない。

　どうする？

　黒媛はあきらめず、それとなく周囲を見回した。

　道幅は三メートル弱。左右には石壁。前にも後ろにも、たくさんの十字路が見える。その先は、おそらく走ってきた道と大差ないだろう。

　黒媛の恐怖を煽あおるように、モズがゆっくりとした足取りで歩み寄ってきた。

「お前、死にてぇのか？」

　モヒカン頭が、ぬぅ～と近づいてくる。

「このっ！」

　黒媛は腰を思いきりひねり込み、モズの横面を狙ねらって右のハイキックを放はなった。が、ひょいと首を引かれ、あっさりと避けられてしまう。

「ハッ！」

　動きをとめず、体の回転をさらに上げての左回し蹴げりも……、バックステップでかわされた。

「遅すぎんだよ」

　蹴り終わりを狙われ、モズに髪の毛をつかまれてしまう。

「は、離せっ」

　にらみつけてやるものの、なんの効果もないことはわかっている。ここに至れば、もはや打つ手ナシだ。

「ん、なんだお前、泣いてんのか？　泣けば許してもらえると思ってる？　どうしようかなぁ、もっといい顔で泣けば、見逃してやってもいいけどよ、んんん～」

　ガンッ！

　とうとつに、モズが横の石壁を殴りつけた。

　拳こぶし大だいに陥かん没ぼつした壁から、パラパラと破片が落ちている。

　黒くろ媛ひめは身をすくめ、奥歯を嚙かみしめながらも覚悟した。じきに、あの拳こぶしが自分にむかって……。

　と、モズが髪から手を離した。

「？」

「もう一度だけチャンスをやる。一〇数えるから逃げろ。今度捕まえたら、本気でぶん殴らせてもらうぜ？」

「なっ……」

「じゃあ、いくぞ？　じゅゅゅゅゅう……」

　遊ばれてる。

　そう思うと、瞬間的に怒りが噴出しそうになるが、いま戦っても勝ち目はない。ここは、逃げるしか……。

　黒媛は、再び走り出した。が、

「九、八、七、六、五、四、三、二、い～ち！　はい、残念でしたぁ」

　いくらも走らないうちに背を突き押され、地面に転がされてしまった。

　怒りと、屈辱と、恐怖が攪かく拌はんされ、全身から冷たい汗が噴き出してくる。

　黒媛は立ち上がることもできないまま、モズにむき直った。

　そこで、ふと視界の片隅に人影が映った。

　目をむけ、見て、驚き、すぐさま驚きを表情の下に押し隠し、再びモズをにらみつけた。

　曲がり角の陰に隠れていたのは、信じられないことにスイートだった。

　戻ってきてくれたのだ！

　モズはまだ、それに気づいていない。彼の立ち位置からは、スイートのいる場所は死角になっているから。

　黒媛は地面に腰を落としたまま、お尻しりをずりずりと後ろに下げ続けた。

　モズを、あと数歩前に引っ張り出さなければ。


　　　★★★



　黒媛と視線を交わしたあと、スイートはいつでも飛び出せるよう両足に力を溜ためた。

　走竜で走りながら、彼女がいないことに気づいて慌あわてて戻ると、モズの姿が目に飛び込んできたのだ。

　たとえ自分と黒媛が束になったところで、生きつ粋すいの獣人と正面から闘やり合えば、間違いなく力負けするであろうことがわかっていたから……、身を潜ひそめた。

　大物を狩るときは足音を消して忍しのび寄り、一気に襲いかからなければならないから。

　不意を突けば、必ず……。

　凝ぎよう縮しゆくされた時間の中で、スイートは息をひそめ、空気をゆらすことなく、集中し、タイミングを計った。

　もうすぐ、なにも知らない獲モ物ズが間合いに踏み込んでくる。

　その瞬と間きこそ……。


　　　★★★



　黒くろ媛ひめは、モズから視線をそらさなかった。

　スイートはいま、不意打ちを狙ねらっている。彼女の腕力で急所を突けば、モズを倒すことができるかもしれない。最低でも、手傷を負おわせられるはずだ。

　ふたりで力を合わせ、反撃に転じればなんとかなるかも。

「お前、泣くのが下へ手ただからさ、つまんねぇんだよ。もっとこう、派手に泣きわめいてくれりゃあ、おもしろいのによ」

　一歩、モズが足を踏み出した。

　黒媛は、ずりっと腰を下げた。スイートのほうは見ない。見れば、視線をモズに気取られるから。

　いまは、怯おびえ、あきらめている様を演じなければ……。そうすれば、モズはきっと愉ゆ悦えつに顔を歪ゆがめ、警戒心を放ほうり出してトドメを刺しに近づいてくるはずだ。

　別にもうひとつ、モズの警戒心を失わせる方法がある。

　黒媛は視線の力を強め、モズの顔を見上げた。

「ひとつ訊たずねるが、どうして人を傷つけることを楽しむんだ？」

「は？　楽しいことに理由が必要なのか？　弱いヤツがのたうち回ってるの見たら、楽しいだろ？　自分が強いって、実感できるじゃねぇかよ。わかんねぇかなぁ、このイカした感覚。だれだってそうじゃねぇのか？」

「わかりたくないな。だが、ひとつだけわかったことがある」

「ん、なんだ？」

　モズが、近づいてくる。

「お前が、弱い者をイジメることでしか自らの存在意義を見いだせない、情けないヤツだということがよくわかった」

　途端、モズの肉厚な唇から笑みが消えた。

　図星を指され、返す言葉を失ったのだろう。

　自らの弱さに気づき、それを隠そうとして懸命に強がる者。

　自らの未熟さに気づき、それを受け入れさらに精しよう進じんする者。

　モズは前者だった、というだけの話だ。

「てめぇ……」

　モズが、わずかに目め尻じりを痙けい攣れんさせながら、身をのり出してきた。彼の足が、曲がり角に入ってくる。

　同時に、スイートが跳んだ。が、

「バレバレだよっ！」

「きゃっ」

　いともあっさりと殴り倒されてしまった。

「バカがっ、不凋花アスフオデル臭さプンプンなんだよ。それで隠れてたつもりか？」

　勝ち誇ほこった顔で、地に倒れたスイートを見下ろしているモズへ、黒くろ媛ひめは開いたコンパクトをむけた。

「？　なんだてめぇ、そ、それは、おい、ちょ、ちょっとまて……」

　まず、モズの両足を縫いとめた。

　スイートが、モズに跳びかかるのと同時に、コンパクトを投げ寄よ越こしてくれたのだ。

　媒体コンパクトを拾ってきてくれたことに大感謝！

　形勢逆転！

　すぐさま、

「はっ！」

　倒れていたスイートが、地面から弾はじかれるように跳び上がり、モズのアゴを下から殴りつけた。

「ごぁっ！　こ、このガキっ！」

　反射的に右腕を振り上げたモズだったが、その拳こぶしをスイートに打ち下ろすことはできなかった。

　時間の流れを堰せきとめたから。

　黒媛は、コンパクトを構えて立ち上がった。念のため、モズの左腕も縫いとめておく。

「く、くそがっ！　ぶっ殺して……」

　モズが牙きばを剝むいたのとほぼ同時に、黒媛は鋭く踏み込んだ。

　目標、モズの左側頭部。

「ぃぃぃぃぃやぁっ！」

　上体と腰を全力でひねり込み、二撃目のことなど考えず、スピードと切れ味を重視した右のハイキックを叩たたき込む。

　鈍にぶく、そして重々しい骨と骨の炸さく裂れつ音おん。

　右足が痺しびれるほどの衝撃。

　四肢の時間をとめられているため、受け身もとれず、衝撃力を逃がすこともできず、一撃でモズの目がひっくり返った。

　意識が吹き飛んだのだ。

　加えて、

「まだまだですわっ！」

　モズに跳びかかったスイートが、大きく振りかぶった拳こぶしを彼の顔面へ叩たたきつけた。

　メキィィッ、という痛々しい打撃音。

　完全に白目を剝むいたモズは、それでも倒れなかった。いや、倒れることができないだけなのだが……。

　四肢の時間をとめられているから、身を横たえることさえかなわない。

　黒くろ媛ひめは、スイートにむかって右手をあげた。

　ふふん、といつもの笑みをもらしたあと、彼女がパンッと手を合わせてくれた。と同時に、モズの時間停止を解除する。

　彼が、顔から地面に倒れ込む。

　そんなモズを横目に見ながら、スイートがもうひとつのコンパクトを差し出してきた。ゴルゴンゾラにもらったモノである。

「ふたつのうち、どちらを投げようか迷ったのですが……使い慣れた媒体のほうで正解でしたわね」

　コンパクトを受けとるよりも、微笑ほほえみを返すよりも、言葉を交わすよりも、なによりも先に、黒媛はスイートを抱きしめた。

　ありがとう！　戻ってきてくれて、本当にありがとう！　感激だ！

　ぎゅっと、華きや奢しやで小さな彼女を搔かき抱く。

「ちょっ、く、黒媛？」

「スイート、ありがとう！」

「あ、あなた、ご自分の力がどれだけ強いか、ご、ご存じなのですか？　む、胸、あなたの、こ、これぇぇぇ、く、苦しいですわ」

　抱ほう擁ようから逃れようとするスイートを抱きしめ、黒媛は歓喜に震えた。

　追い詰められ、恐怖に押し潰つぶされそうになり、泣くことさえできず、もうダメ……、そう思ったとき、助けにきてくれた。

　引き返して、助けにきてくれたのだ！

　これほど嬉うれしいことはない。

　だから、

「ありがとうっ！」

「く、くぅぅ、黒媛っ！　ちょ、ちょっと、い、息が、苦し、黒媛ぇぇぇぇぇっ！」












六章　極限ネクロマンサー







　ササラ・ビョルンストライドは、急せく気持ちを懸命に抑えながら、部屋を出た。

　後ろから、三人のメイドたちが音もなくついてくる。が、いつものように彼女たちと無駄話をしたりはしない。

　中庭に自分専用の飛行船『ネガティビズム』を用意させている。それにのって、走竜レースの模様を空から観戦するのだ。

　品がなくならないギリギリの速度で足を速めながら、理り刀とのことを考えた。

　彼はいま、どの辺を走っているのだろう。報しらせでは、先頭の走竜がちょうど街を出たところだという。

　いまから飛べば、レース終盤には間に合うはず。

　──理刀。

　ケガなどしていなければいいけど。

　年下で、まだ幼さの残る少年で、異界で生まれ育った彼だけど、やさしくて、他人のためにがんばることができて、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』という稀け有うな能力をもっていて……。

｛傀儡回しプレイヤー｝という忌いまわしいふたつ名をもつ自分にとって、まるで神が用意してくれたかのような存在だ。

　彼がいつもそばにいてくれたら、自分はきっと変わることができる。

　自らの境遇を呪のろい、封ふう印いん樹じゆに逃げ込んだ弱い心はいま、理り刀とやその友人たちのお陰で、ほんの少しだけ強くなった。前をむき、歩けるくらいには。

　でも、魔界に帰ってきて、もとの生活に戻り、この愛するマイルドペインを治めるにあたって、ひとりで歩き続けるには限界があることを知った。

　弱い心は、そう簡単には変わらない。

　依存心は、そう易やす々やすと消えはしない。

　想おもうのは、理刀のことばかり。

　彼が、ずっといっしょにいてくれたなら。

　例えば、友人として。

　可能なら、恋人として。

　そして願わくば、夫として。

「姫、お足もとにお気をつけ下さいませ」

　メイドの声にうなずきながらも、早足をゆるめない。

　胸が躍おどるから。

　理刀に会える。そう思うだけで、心臓がトクトクトクッと駆け出すから。

　おとといの夜、勇気を出して城を抜け出した。そして彼に会い、自分の気持ちを再確認することができた。

　とても恥ずかしくて、こちらの気持ちを伝えるまでには至らなかったけど。

　廊下を走りたい。急いで飛行船にのり込み、少しでも早く走竜レースを、理刀を見にいきたい。彼を応援したい。

　でも、走り出せばメイドたちが大おお慌あわてで追ってくるから、それもできない。走っている自分の姿を目の当たりにした家臣たちの中には、腰を抜かす者だっているだろう。

　人間界では全力で走ったりもしたのに、ここではそれもままならない。体を動かすにも、一〇数人の家臣たちといっしょでなければならないから。

　周りに気をつかってばかり。

　自分の能力を呪ってばかり。

　理刀のことを想ってばかり。

　気持ちだけは駆け足で、ササラはほんのわずかに足を速めつつ廊下を往ゆき、階段を下り、中庭へ出た。

　衛兵たちが一いつ糸し乱れぬ隊列を組んでいるむこうに、飛行船ネガティビズムが見える。

　そして……、飛行船の入口脇わきに彼女が立っていた。

　部屋を出る前、メイドから来訪を伝えられていたから、驚きはしない。

　彼女に歩み寄りながら、ササラはそっと微笑ほほえみかけた。

「お待たせしました、それでは至急に、あるいは早急に出発しましょう」

「ええ」

　彼女が、衛兵たちすべてを凍いてつかせてしまいそうなほど冷たく、それでいて春の芽吹きにも似た微笑でこたえてくれた。


　　　★★★



　マイルドペインの街を出てしばらく草原を走っていると、どこからともなく走竜にのった男たちが集まってきた。

　理り刀とは、フィストの激しいゆれに体を合わせながら、周囲を見回した。

「あの人たちって……」

　巴ともえが、不安げにつぶやいた。

　彼女も、独眼走竜の走りに慣れてきたようだ。理刀の腰に回した腕からは、かなり力が抜けている。それでも、体を離そうとはしないけど……。

「エプスタインの手下、だろうね」

　岩や草の陰から、一騎、また一騎と出てきた連中は、ざっと数えて三〇騎以上はいるだろうか。

『なんだアイツら、オレと走りの勝負をしたいのか？』

　フィストが、スピードを落とさずに訊たずねてくる。

「走りは二の次さ。目的はオレたちの妨害だからね」

『どうして邪魔するんだ？』

「オレたちを勝たせたくないって思ってるヤツがいるんだよ」

『脚あしに自信のないヤツの考えそうなことだな』

　後ろを振り返っても、セイルの装飾過多走竜が追ってくる気配はない。マイルドペインの高い塔が、こちらを見下ろしているだけである。

「とにかく、ここはオレたちの力で切り抜けなきゃな」

「それじゃあ、追い払ってみるね」

　巴が、ぽそっと言ったあと、呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

「憑つき神の朝あさ嵐あらし。餓え神の白はく日じつ。嘆なげき神の丑うし三みつ。古今を通じ、弛たゆまず焼き刃を打ちし祭も司のたちよ、望め、されば汝なんじらの妖わ刀ざをここに解き放はなたん。御み劔つるぎを手に群れ集つどい、我が敵を斬きり刻めっ！」

　理刀の腰に巻かれた細い腕、その手首につけられた腕輪が控えめな輝きを放った。

　それに呼応するかのように、死霊たちが地面から姿を現した。次々と。大量に。

　しかしながら、援軍はその役目を果たすことなく……。

「……ご、ごめんなさい」

　死霊たちが、どんどん遠くへ離れていく。正確には、理り刀とたちが離れているのだが。

　どうやら、死霊たちの動きでは、フィストの走りについてこられないようだ。

　召喚したものの、働いてもらうことなく置き去りにしてしまった。ずっと後ろのほうで、ヴロロロロロォォ、なんて恨み言を吐き出しているのかもしれない。

　巴ともえが、無言のまま理刀の両肩に手を置き、静かに立ち上がった。シャツの胸もとが、風をはらんで大きくひろがる。

「あ、あの、後ろ、見ないで……」

　彼女の言葉に、理刀は慌あわてて首を戻した。と同時に、

　ゲシッ！　ビシッ！　ドガッ！　バシッ！　グシャ！　ゲシゲシゲシッ！　と近寄ってきた男たちへ、巴が竜巻のような足技をお見舞いした。

　死霊の代わりに大活躍だ。

　無様なほど甲高い悲鳴をあげながら、数人が竜の背から転げ落ちていく。

「わ、わたしにできること、こ、これくらいしか……ご、ごめんなさい」

　再び腰を下ろした巴が、むぎゅ～っと理刀の背に抱きついてくる。むにゅ～！

「い、いや、気にしなくていいって。巴ちゃんがいてくれて、すごく助かってるから。さすが、空手やってるだけあるよね」

「う、うん。ムエタイも、ほんのちょっとだけど……」

「ムエタイ!?　い、意外だなぁ～」

　ハハハァ～、と理刀は思わず水気のない笑いをもらしてしまった。

　合気道、空手、加えてムエタイ、それどころか【死霊使いネクロマンサー】の能力まで身につけ、しかもレゾン学院で能力値の最高記録までもっている女の子。

　無敵じゃないか。

　巴が、ぎゅうぎゅうと胸を押しつけてくる。

「わ、わたし、い、いっぱい格闘技習ってるけど、じ、実戦じゃ、いつもダメなの。恐こわくて……と、特に男の人とむかい合うと、萎い縮しゆくしちゃって……練習のときは、コーチやみんなが、て、天才だって言ってくれるけど、でも、それって、ただ情けないだけで……」

「いやいや、そんなことないって。ビシバシ蹴けり決まってたし」

「……り、理刀くんの、た、たた、ためだと思ったら、シャ、シャツのボタン、なくても、が、がんばれる、の」

　巴が、むぎゅ～、むにゅ～っと胸もお腹なかも押しつけてくるから、もうどうしていいのかわからなくなる。心臓バクバクだ。

　嬉うれしいけど。

　周りには、まだまだ敵がたくさんいるのに。

　見回して、理刀はツバを吞のみ込んだ。

「……おい、ちょっと卑ひ怯きようじゃないか？」

　いつの間にか、男たちが手に手に剣や槍やりを握っていた。こちらに傷を負おわせてでも足どめするつもりのようだ。

　巴ともえが、また理り刀との両肩に手を置いた。立ち上がり、武器に対して足技で勝負を挑むつもりのようだ。いくらなんでも無茶である。

　理刀は後ろ手に巴のベルトをつかみ、腰を上げようとする彼女の動きを押さえた。

「巴ちゃん、ダメだ」

「でも、わたしはこれしか……」

『そろそろいいか？』

　不意に、フィストが話しかけてきた。

「？」

『そろそろ、激走いっていいか？』

『声』に、理刀は巴のベルトを放はなし、手綱を手にしっかりと巻きつけた。

「巴ちゃん、しっかりつかまってて。フィストがいくって言ってる」

「え？　あ、うん」

　巴の腕が、再び理刀の腰に回った。

　直後、フィストが咆ほう吼こうし……、跳んだ。

「！」

　横を走っていた走竜との距離を一瞬で縮め、強烈な体当たりを食らわせた。その動きで、後ろの走竜の顔面に太い尻尾しつぽの一撃を叩たたき込む。

　理刀は振り落とされないよう、フィストの背をしっかりと両足で挟み、手綱を強く握りしめた。

　巴も、きつく背に抱きついている。

　ゴガアアアアアァァァッ！

　フィストが吼ほえた。

「うおおおおおおおおおっ！」

　つられて、理刀も叫んだ。

　いまにも体が分解してしまいそうなほど、フィストの動きは速く、不規則で、凄すさまじく、激烈で、容赦がなかった。

　周囲を走っていた走竜を、次々と潰つぶしていく。

　咆吼での威い嚇かく、嚙かみつき、体当たり、ジャンプキック、頭突き、尻尾での足払い、と攻撃のバリエーションも豊富であり、敵が武器をもっていようと恐れなど微み塵じんも見せず、躊躇ためらいも皆無だ。

　迅じん雷らいのごとき、とはまさにいまのフィストにこそ相応ふさわしい言葉である。走竜ではなく、迅じん竜りゆうと呼ぶべきかもしれない。

『飼われてるようなヤツぁ、ダメだ。気構えが足りねぇ。牙きばが錆さびついてるじゃねぇか。走りもヌルい。キレもない。てめぇら、なにか取り柄はあるのかっ！』

　フィストの『怒鳴り声』に、周囲に残った走竜たちはタジタジの様子である。のり手の意志に反し、脚あしを縮めて独眼走竜に体を寄せようとしない。

　見ていると、数頭が逃げ出した。

『うらぁっ！　簡単に尻尾しつぽ見せやがって、そんなんじゃ自分の土地ナワバリを守れねぇだろっ！　仲間も守れねぇ！　誇ほこりも守れねぇ！　守るもんがないヤツぁ、死は闘しれやしねぇぞっ！』

　独眼走竜、フィスト。

　傷だらけの巨きよ軀くは、ダテではなかったようだ。スタート直後の貫かん禄ろく勝ち。そしていま、気合いと実力で多勢を薙なぎ払った。

　シルティの見立てに感謝である。


　　　★★★



　キュートはいまなお、マイルドペインの街中を走っていた。

　スイートたちは、とっくの昔に走竜で出発したはずだ。いま頃ごろはもう、街の外へ出ているかもしれない。

　飛竜にのり、楽々と理り刀とに追いつき、強力にサポートするというキュートの計画は、いままさに崩れようとしていた。

　いや、まだあきらめちゃダメ！　と無理やり己を奮い立たせる。

　飛竜をビュンビュン飛ばせば、きっと間に合うはず。飛竜の翼なら、不可能を可能にできるはず。なによりも、まだ不可能と決まったわけじゃない。走れキュート・フォンターナ。挫くじけるな。走れ走れ走れっ！

　懸命に走った。

　ぐるぐる回る思考を整理できないまま、走り続けた。

　急げ急げ急げっ！

　途中、知らないだれかと肩がぶつかった。が、足はとめない。

「ごめんなさいっ！」

　顔も見ずに謝って、先へ進む。駐竜場はもうすぐ。あの角を曲がって……。

　曲がった途端、まただれかとぶつかった。今度は、正面からドスンと。

「きゅっ！」

　尻しり餅もちをついて倒れるが、すぐに立ち上がった。お尻しりの痛みなんか、この際どうでもいい。

「てめっ、こら、いきなり飛び出してくんな、てめっ、痛かったじゃねぇか、てめっ、こら」

　ごつい体をした強こわ面もての男が、キュートをにらみつけてきた。見た目の割には、声が高くて迫力がない。

「ごめんなさい、急いでたの」

　ぶつかったのは自分だから、キュートはきちんと謝った。フォンターナ家の娘として、筋は通さなければならない。が、男の目から尖とがった光が消えない。

「てめっ、わび入れりゃすむと思ってんのか？　こら、てめっ、甘く見んじゃねぇぞ、こら」

「アンタこそ、あたしの背が低いからって、甘く見ないでよねっ！」

　急いでいるときにカラまれたから、瞬時に怒りが沸点に到達した。ほとんど反射的に、男のスネを蹴けり上げていた。

「あぅ、ん」

　どこか可愛かわいらしい悲鳴をあげ、男の顔がくしゃりと歪ゆがむ。いまにも泣き出しそうだ。

　ここぞとばかりに、キュートは目に力を込めた。

「もう一発いっときましょうか!?」

「い、いえ、すみませんでした」

「わかればいいのよ！　じゃあね！」

　弱気な強こわ面もて男の相手をしている暇はない。

　キュートは再び走り出した。

　ダッシュダッシュダッシュ！

　すぐに駐竜場が見えてきた。

　よし、もうすぐだ。そう思ったそのとき、

「あの、ちょっとよろしいですか？」

　ひとりの中年女性から、進路を塞ふさがれた。

　急ブレーキで立ちどまる。

「なによっ、いま急いで……」

「あなたは神を信じますか？」

「きゅっ！　自分の内面に神を顕けん現げんさせる努力をしなさいよねっ！　どいてっ！」

　素早くサイドステップをしたあと、キュートは中年女性の脇わきをすり抜けた。

　急いでいるときに限って、予想外の邪魔が入るものである。

　負けないわよ！

「ヘイ、彼女ぉ、いま暇かぁ～い」

「見りゃわかるでしょ！」

　声をかけてきた若い男を一いつ蹴しゆうし、走り続ける。顔をむけもしない。

　そしてようやく、駐竜場に駆け込むことができた。

　一〇数頭の飛竜が、おとなしくつながれている。

　パーキート城からのってきた子たちは……、いた、あれだ。

　特別に訓練された飛竜は、二週間ほど飲まず食わずでも平気な顔で主あるじを待ち続けることができるという。キュートたちがのってきた飛竜も、つながれたままの場所でおとなしく翼を休めていた。本当にいい子たちだ。

　急いで駆け寄り、首輪から鎖を外そうとしたそのとき、

「おいキミ、なにをするんだっ！」

　後ろから、だれかに腕をつかまれた。

　振りむくなり、キュートはキッと相手をにらみつけた。

　細い体をした青年が、こちらを見下ろしている。とろんとした目には、気合いの「き」の字も見られない。取っ組み合いをすれば、いい勝負ができるかも。いや、気合いで勝てそうだ。

　キュートは、青年の手を振り払いながら、

「アンタこそなにすんのよ！　放はなしてっ！」

　ガツンと怒鳴りつけてやった。

　たったそれだけで、青年のとろんとした目に怯おびえの色が浮かび上がった。

「だ、だって、それボクの飛竜だから……キミ、もしかして、りゅ、竜泥棒？」

「きゅっ！　あたしが泥棒ですって!?　この飛竜はあたしん家ちのよ！」

「でも、その竜はボクので、名前はプリシラって……」

「証拠でもあんの!?」

「証拠は……あの、それ……」

　青年が、竜の足もとを指差した。

　見ると、太い足首に見覚えのない帯が巻いてある。

「なにこれ？」

「あの、それは、飛竜自慢大会で銀賞を獲とったときにもらったヤツなんだけど……」

「……？」

　首を巡めぐらすと、むかいのならびにつながれた二頭の飛竜と目が合った。ジッとこちらを見つめている。

　キュートも、ジッと見た。

「あ……」

　間違えた。自分がのってきた飛竜は、むこうの子たちだ。

　キュートはすかさず、自分の飛竜、その片方に走り寄り、首輪から鎖を外した。そうしながらも、青年へ謝罪の言葉を伝えることも忘れない。

「ごめんなさい。こっちがあたしの飛竜だったわ。あなたの、プリシラだったかしら？　素敵な竜だから間違えちゃったみたい。本当にごめんなさいね」

　青年は、目を丸くしたままキュートの言葉にこたえようとしない。代わりに、ちょこちょことした奇妙な走り方で近づいてきたかと思いきや、こちらの飛竜をなで回し始めた。

「？」

「きたっ！　これきたっ！　す、すぅぅぅ、すごい！　すごすぎるっ！　角の長さ、アゴの線、歯ならび、首の肉づき、前足の大きさ、翼のたくましさ、尻尾しつぽの太さ、どれをとっても一級品じゃないか！　こんな名竜、初めて見たよぉ！　くぅ～、悔しいけど、プリシラ以上だぁぁぁ、美しすぎだよぉぉぉん。ああ、どうしよう。今夜眠れないよほほぉぉぉん」

　とろんとしてた青年の目に、異様な光が乱反射している。

　よほどの飛竜好きなのだろうが、なんというか、ちょっと恐こわい。

　キュートは、気弱そうな青年の変わりように思わず後あと退ずさった。が、すぐに気持ちを固め直し、拳こぶしを振り上げる。

「きゅ───っ！　ちょっとアンタ、自分の竜を愛してあげなさいよっ！」

「おぅあああっ！　ご、ごめんよプリシラっ、浮気者のボクを許しておくれっ！　うああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん」

　青年が、両手で顔を覆おおって泣き出した。

　つき合ってられない。

　キュートは、泣いている青年を無視して飛竜の背に飛びのった。

　手綱を引き、翼をひろげさせる。

　急いでいるときほど邪魔が入るのは、いったいどうして？

　それにしても、随分と出遅れた。

　でも、まだ間に合うはず。

　いまこそ空へ！


　　　★★★



　すぐそばに立つ彼女の魔力を操らせてもらい、ササラは走竜レースを遠な視がめていた。

　雲の上を往ゆくネガティビズムの中からでも、地上の隅々まで鮮明に見渡せる遠視術式に、正直なところ驚いている。

　彼女の細胞、そのひとつひとつが叡えい智ちの結晶でかたちづくられているのかもしれない。それほどまでに、素晴らしい魔力だった。

　それはそれとして……、ササラはハラハラドキドキで、レースを観戦した。

　理り刀とが、片眼の大きな竜にのって走っている。

　彼の背に貼はりつくようにして抱きついているのは、巴ともえだ。

　彼女はいま、理刀のうなじに頰ほおを押しつけ、理刀の背に胸を押しつけ、理刀の腰に腕を回している。

　あんなにくっつかなくても、走竜から落ちはしないはずなのに……。密着する必要がどこにあるというのだろう。そもそも、どうして理り刀との後ろに巴ともえがのっているのか。

　微かすかな苛いら立だちが、チクチクと肌を刺す。

　ゆれの激しい走竜の背で、理刀と巴がしっかりと身を寄せ合い、走り続けている。

　まるで恋人同士のように。

「………！」

　首を振り、思いを搔かき消した。

　恋人なら、走竜の背にのせはしないはず。危ないから。

　でも、恋人だからこそ危険をともに、といった考え方もあるから。

　嫌だな、と思う。

　理刀が他の女の子とベタベタするのが。

　嫌だな、と思う。

　イジイジとそんなことを考えている自分が。

　理刀の駆る走竜は、現在トップを独走している。このままいけば、優勝はほぼ間違いないだろう。

　稀まれに見る脚力の走竜だから、他の追つい随ずいを許さない現状にもうなずける。あれだけの走竜ならば、貴族たちが争って所有したがるに違いない。

　出場している走竜はみな、マイルドペインの竜舎から選ばれたと聞いているが……。理刀には、竜を見る目があるようだ。さすがである。

　彼の背に貼はりついた巴の存在が気になるけど……、それもゴールまでの我慢。

　このまま理刀が、ハンティ山の聖せい廟びようにだれよりも早くたどり着き、宝剣グウェネスを引き抜けばレースは終了。

　その瞬間、春日かすが理刀という人間界から彗すい星せいのごとく現れた少年が、ササラ・ビョルンストライドの……。

　お、お、お婿むこ様さま、に。

　候補だけど。

　それでも、そのあとは第二王女である自分の意志次第だから……。

　ササラは、色彩豊かな自らの髪を指に巻きつけながら、理刀に視点を近づけた。

　彼の凛り々りしい横顔をしばらく眺めたあと、静かに息をつく。

「このままいけば、彼が優勝、あるいは一位ですね」

　自然と笑みがこぼれてしまう。

　でも、隣に立つ聡そう明めいな彼女は、違う意見をもっていたようだ。頰ほおにかかったすべやかな銀髪を払いながら、

「勝負に絶対はないのよ？」

　冷たく言い放はなってくる。

「それでも、競争相手、あるいは対抗竜が近くに視みえませんから、このまま彼が勝利、あるいは栄誉を手にするのは時間の問題、あるいは確実だと思います」

「そうかしら？　ほら、もっと上う空えを視てご覧なさい」

「上、あるいは空ですか？」

　視点を理り刀とから離し、ぐぐぅ──っと上方へ移動させた。

　晴れ渡った空を視渡すと……。

「あれは……」

　翼をひろげた一頭の竜が、目にとまった。

「レースの観戦、といった様子には見えないわね」

　彼女のつぶやきは氷の吐息のようで、その声こわ音ねはどこか現状を楽しんでいるようにも聞こえるから、少しばかり腹立たしい。

　理刀に危険が及およぶかもしれないのに……。

「あの竜にのっている、あるいはまたがっている人物は……!?」

　ササラは、胸の前で両手を握り合わせた。

　理刀、気をつけて。

「おもしろくなってきたわね」

　隣で、彼女が他人事のように冷たく微笑ほほえんでいるのが、やっぱり腹立たしい。反面、｛魔界の至宝｝とまで称たたえられた賢女かのじよの言葉で、心に不安が降り積もっていく。

　自分には、どうしてやることもできないから……。

　──理刀。


　　　★★★



　巴ともえの足技で、フィストの格で、エプスタインの手下たちを一方的に蹴け散ちらしたあと、理刀たちは無人の野を爆走した。

　理刀の背には、相変わらず巴が体を密着させている。

　疲れを見せることのない独眼走竜の背で、理刀はドキドキを懸命に抑え込んでいた。

　フィストの走る振動に合わせ……、

　耳の後ろに吹きかけられる吐息が、

　背に押しつけられた胸の感触が、

　腰に回された腕のしめつけが、

　……しっかりバッチリむにゅ～っと伝わってくるから。

　離れてくれとも言えないし……。

　とにかくいまは、彼女といっしょに走り続けるしかない。

　遠くに見えていたハンティ山も、いまでは見上げるほど近づいている。白い聖せい廟びようも木々の陰に隠れて見えなくなったが、おおよその位置は確認できているから、あとは山を駆け上り、岩に突き刺さった宝剣とやらを引き抜くだけでいい。

　ハンサムたちの助けがなくても、なんとかここまでやってきた。このまま何事もなく、勝利を手にできればいいのだが……。

「巴ともえちゃん、もうすぐだね」

「う、うん、もうすぐ、ゴールだね。残念だけど……」

「え？」

「あ、あの、な、なな、なんでもない」

　風のせいで、普通にしゃべっていても小さな巴の声が、ほとんど聞き取れない。

「とにかく、もうすぐだ」

　理り刀とは、前方をしっかりと見み据すえた。

　巴の腕が、またわずかにしめつけを強くする。このまま離れたくないと言われているようで、照れ臭いし、ドキドキもさらに強くなっていく。

　それでも、ゴールすればこのベッタリ状態ともお別れだ。少々名な残ごり惜しいような気もするけど、このままだとドキドキに堪たえきれなくなった心臓が破れてしまいかねない。

　レゾン学院で最高ランクの人気を誇ほこる｛謎エニグマ｝の美み々み津つ巴と、こんな密着ベツタリ状態なんて……。しかも振動つきで……。

　熱心な｛謎｝のファンクラブ会員に知られたら、学内引き回しの上、一階ロビーで磔はりつけに処されるかも。

　とにかく、あと少しの辛しん抱ぼうだ。

　水みず飛沫しぶきを上げて小川を横切り、人の背丈ほどの段差を楽々と飛び越え、ちょっとしたジェットコースターよりもずっとスリルのあるフィストの走りで、山の入口付近に差しかかった。

　先のほうに細い上り坂が見えている。

　理刀は、巴の体温を背に感じつつ、手綱を絞った。

　ラストスパート！

　そう思ったのも束つかの間ま、フィストがゆっくりと足をとめた。

「？」

『そこら中にいるぞ』

　フィストの『声』に、理刀は木々の間に視線を巡めぐらせた。

　だれもいないような……、いや、いま、なにかが動いた。あ、あそこにも！

「どうしたの？」

　巴が、理刀の耳もとに顔を寄せてきた。

「たぶん、またエプスタインの手下だよ。道の両側にいっぱい隠れてるんだ。あの細い道に入ったところで一気に、とか考えてんじゃないかな？」

「ずるい人たち」

「エプスタインだからね」

「……ここは、わたしが」

　巴ともえが、理り刀との肩に手を置いた。彼女の指で、媒体であるプラチナ・リングが鈍色の光を放はなっている。

　直後、後ろからなにかが迫ってくる足音が聞こえてきた。

　振りむき、見えたのは一頭の走竜だった。

　のっているのは……。

「噓うそだろ」

　セイルが、理刀たちの真横を駆け抜けていく。

「お先に失礼」

　なぜアイツが？

　追いつかれるのが早すぎる。

　理刀はすぐに気づいた。

　スタート地点でセイルがのっていた走竜は、下品なほど装飾ギラギラで、鱗うろこの色は黒だったはず。

　それなのに、いま自分たちを追い抜いていったヤツは、ギラギラを一切省はぶき、代わりにシンプルな服を着せられていた。そこにプリントされていたのは、紋章のような図柄である。鱗も赤みがかった茶色だし。

　明らかに違う走竜だ。

　フィストの足でかなり突き放したはずなのに、どうしてすぐに追いついてこられたのだろう？　空を飛んだ？　それとも、もっと速い別の動物、もしくはなんらかの乗り物を使ったのか？

　エプスタインなら、なんだってやるに違いない。新しい走竜には、適当な場所でのり換えたのだろう。

　ルール無用、というわけだ。

　セイルの背が、どんどん離れていく。

　そこへ、木々の陰からゾロゾロと剣や槍やりをもった男たちが現れた。

　ひとり、ふたり……、一〇人以上はいるだろうか。

　ここから先は通さない、ということらしい。

　巴が、理刀の肩に強く頰ほおを押しつけたあと、素早く頭を離し、

「見知らぬ神に憑つかれた者。神癒いやしを熾おこす者。聖なる太古の者」

　呪じゆ文もんを唱となえながら、フィストの背から飛び降りた。

　彼女のシャツはいま、右みぎ袖そでを破り取られ、胸もとのボタンもいくつか失っている。ボロボロだ。が、それを恥ずかしがる素そ振ぶりさえ見せず、毅き然ぜんと敵を見み据すえている。

「三つの面か貌おを呈ていする者たちよ、暗くら闇やみの殻を破り焰天ほのおに臨のぞめ。疾とく奔はしりて我が戦場に群れ集つどえ！」

　巴ともえの呪じゆ文もんが地を震わせた直後、フィストを取り囲むように、一〇数体の死霊たちが地面の下から姿を現した。

「この死霊こたちは、走竜のスピードについてこられないから、理り刀とくん、いって！」

「巴ちゃんも……」

「わたしが道をつくるから、急いで！　ずるい人を優勝させちゃダメ」

　巴らしからぬ声の強さに、理刀は唇を引き結び、「いっしょに」という言葉を吞のみ込んだ。彼女は一流の【死霊使いネクロマンサー】だ。

　その｛謎エニグマ｝が、「いって！」と口にした。

　ならば、自分がいまできることを！

　理刀は意志を固め、道の先をにらみつけた。

　同時に、巴がエプスタインの部下たちへ右手を突き出す。

「我が敵を灰かい燼じんの亡ま街ちへ追えっ！」

　死霊たちが、ウロロロロロォォォと重低音の唸うなり声を垂れ流しながら、前進を始めた。

　対する敵も、武器を振り上げ襲いかかってくる。

　死霊と武器を手にした男たちが、正面からぶつかり合った。

　理刀はこのタイミングを逃さず、フィストの首を張り飛ばす。

「ぶっ飛ばせっ！」

『言われるまでもないっ！』

　素早く身を屈かがめたあと、全身を空気の壁に叩たたきつけるような勢いで、フィストがスタートを切った。

　グゴォウ！　という耳鳴り。

　顔の肉がひしゃげそうなほどの加速に、理刀は息が詰まった。

　それでも、手綱は絶対に放はなさない。

　空気の巨人にボディ・アタックを食らったかのような衝撃に堪たえながら、首と腹筋に力を込めた。根性で前傾姿勢をとる。

　武器を手にした男たちの動きを、死霊たちが押しとめてくれる。

　その隙すき間まを縫い、左右に超高速のステップを踏み、フィストが剣と槍やりをかわしていく。

　理刀の足を刃物の切っ先がかすめた。が、切られたのはせいぜい皮一枚だ。

　男たちの壁を抜け出し、前方をにらみつける。セイルの背は、木々の陰に隠れて見えなくなっているが……。

　絶対に逃がさない！

「負けないでっ！」

　後ろから、巴ともえの叫びが聞こえてきた。

　理り刀とは右みぎ拳こぶしを空に突き上げ、こたえにした。

『本物の走りを見せてやろう』

　理刀は、手綱を幾重にも手に巻きつけ、頭を低くする。

「よっしゃ、〝本物〟よろしくっ！」




　一〇秒も走ると、セイルを視界に捉とらえることができた。追ってくる者などいないと思っているのだろう、のんびりと走っている。

「一気に追い抜いてやれっ！」

『なんだアイツは、尻尾しつぽの使い方がまだガキじゃねぇか。くそが、ちんたら走りやがって』

　フィストが、苛いら立だたしげに吐き捨てた。

　走竜がどんな尻尾の使い方をしているのか、理刀にはサッパリわからない。それでも、フィストから見れば〝ガキ〟が相手なのだから、このあとは楽勝だろう。

　追い抜いて、引き離し、聖せい廟びようにたどり着いて宝剣を抜く。

　あとは悔しがるセイルへ、「ご苦労さん」と労ねぎらいの言葉を叩たたきつけてやればいい。

　前方の走竜を〝ガキ〟と評するだけあって、フィストはみるみるうちに追いつき、横にならび、デッド・ヒートを演じることもなくあっさりと抜いた。その際、

「お先に失礼」

　つい先ほどもらったセリフを、丸々そのままを投げ返してやる。

「貴様ぁ！　いい気になるなよっ！」

　耳に不快な声は無視だ。

　これで、あとは聖廟まで……、いやいや、気を抜くのは早い。エプスタインのことだから、まだどこかに手下を配置しているかもしれない。

　理刀は走りながら、前方だけでなく左右にも注意深く目を配った。

　後ろからは、早くもセイルの姿が消えている。

〝ガキ〟の手綱を握っているのだから、それも当然か。


　　　★★★



「孤独のうちに座る者。塵ちりから起き上がりし者。聖なる言葉を聴く者。苦渋の時代に虐しいたげられし英霊たちよ、虜りよ囚しゆうの嘆なげきに応こたえ立ち上がれ」

　巴は、自らの声を言霊へ変換することに全精力を注ぎ続けた。

「罪責を踏みしめ牙きばを剝むけ！」

　一五体の死霊を召喚するものの、瞬またたく間に消滅させられていく。

　エプスタインの配下は、みなそれぞれに特殊な道具をもっていた。火を吐き、電撃を放はなち、風を巻き起こす武器を前に、死霊たちは近づくことさえままならない。

　だからこそ、数で勝負している。

　召喚し、消滅させられ、また召喚し、また消滅させられの繰り返し。

「敵を砕け！」

　少しでも気を抜くと、一気に距離を詰められるだろう。

　むこうは一五人。

　こちらはひとり。

　死霊の群れは、召喚者さえ倒せば一掃できる。だから、男たちは巴ともえに集中攻撃をかければいい。

「我が意志を糧かてに怒りを放て！」

　敵の狙ねらいはわかっているから、巴は決して集中力を途切れさせなかった。

「劫ごう火かに灼やかれし怨うらみ、嘆なげき詠うたえ！」

　死霊たちを周囲に配置し、四方すべての敵の位置を把握し、ひとりに二、三体ずつ当たらせる。

　理り刀とが天へ突き上げた拳こぶしは、いまも心に焼きついている。

　彼が、自分の声にこたえてくれた。

　あのときは、泣きそうになった。実際、目に涙が溜たまった。恐こわかったからではなく、嬉うれしかったから。

　彼がこたえてくれた。

　だから、理刀のあとは絶対に追わせない。

　エプスタインの配下は全員、ここで釘くぎづけになっていてもらう。

　自分が壁になる。

　彼がこたえてくれた。

　だから、強くなれる。

　理刀への想おもいを。

｛謎エニグマ｝の矜きよう持じを。

　いま、ここに示そう。

　昔は、自分の能力を嫌っていた。

　しかしいまは、【死霊使いネクロマンサー】でよかったと思っている。

　理刀の役に立てるから。

　巴は、走りながら呪じゆ文もんを唱となえ続けた。周囲にも、絶たえず気を配り続ける。

「聴けっ、熱風塵じん芥かいの地を這はい回りし猛騎どもっ！」

　理刀のあとは追わせないっ！

　意識を、精神を、心を収束させ、言葉に魂を刻み込む。

　命を削り……、

「我が魂の爆炎ほのおを目指せ！　戦いのときはきた。いまここに武勇を示せ。我が命尽きるまで、汝なんじらとともに刃やいばを振るわん！　破軍の顎あぎとよ、我とともにあれ！」

　再び一五体の死霊を召喚した。

　いったいこれで、何体召喚よんだのだろう。

　視界がぼやけていく。

　意識がかすんでいく。

　膝ひざの力が抜けていく。

　大きく息を吐くだけで、バランスを崩して座り込んでしまいそう。

　弱気になるな。

　奥歯を嚙かみしめ、動き回った。

　自分が折れれば、死霊たちはたちまち地の底へ還かえっていく。

　そうなれば、もうお終しまいだ。

　巴ともえは、ピアスに、ネックレスに、リングに、意志力を注ぎ込んだ。が……、もうほとんど力が伝わらない。流れが停滞してしまっている。

　プラチナたちが、倦うんだかのようにこたえを返してくれなくなった。

　死霊が、一体、また一体と消滅させられていく。

　お願い、こたえて！

　心の中で叫んでも、媒体プラチナは沈黙したまま。

　立て続けに五体の死霊が霧散したため、左側の守りに穴が開いた。

「あ……」

　ぼんやりとした視界の中、ひとりの男が剣を手に駆けてくる。

　目を剝むき、

　歯を剝き、

　意味不明な言葉を叫びながら。

　陽光を弾はじく刀身が、禍まが々まがしく輝いている。

　死霊を前に出して、盾に、急いで……。

　巴は、最後のその瞬間まで誇ほこりある【死霊使いネクロマンサー】でいようと、迫りくる男から決して視線をそらさなかった。

　死霊は、間に合わない。

「………っ！」

　剣が振り上げられ、そして…………………………………………………振り下ろされる。





七章　走竜レースの幕切れ？







　鈍足な〝ガキ〟にのったセイルをぶっちぎったあと、生おい茂しげった木々が覆おおい被かぶさってくるような山道を駆け続け、理り刀ととフィストは光に満ちた尾根に出た。

　ずっと薄暗い道だったから、見上げる青空が目にまぶしい。

　ここでまた、慌あわてて気を引きしめる。

　見晴らしのいい場所だから、どこから見張られているかわからない。急いで尾根を越えなければ。

　ずっと先、木々の中にちょこんと白い屋根が見えている。直線距離にして五、六〇〇メートル、といったところか。ぐねぐねとした山道を進むから、距離的にはもう少しあるだろう。が、なにはともあれゴールはもうすぐだ。

「フィスト、あそこ見えるか？」

『ああ、見えてる』

「よし、いこう」

『……ん？　おい、つかまれっ！』

　フィストが、いきなり横へ跳んだ。

「ぅわっ！」

　急激な動きに反応できず、理刀は鞍くらから転がり落ちてしまった。

　背を草原に打ちつけ、そのままゆるやかな斜面を転がった。土がやわらかかったため、我慢できないほどの痛みは感じなかったけど……。それでも一瞬、息がとまった。

　なんだ？

　巨大な影が、理刀のすぐ脇わきを流れるように通り過ぎた。

　上!?　見上げ、絶句した。

　セイルが空を飛んでいた。

　フィストいわく〝ガキ〟の走竜にのって。

〝ガキ〟の走竜が着せられていた服の背が開き、そこから一対の翼が生えている。

　走竜レースなのに、セイルは翼をもつ竜を連れてきていたのだ。これで、簡単に追いついてきた理由が説明できる。

　どこまで卑ひ怯きようなのだろう。

「この無礼者がっ！　オレ様を追い抜くとは、身のほどを知れっ！」

　空飛ぶ竜の背で、セイルがわめいている。聖せい廟びようまでひとっ飛びなのに、わざわざ理刀に身のほどを教えにきてくれたらしい。

　フィストが、理り刀とに駆け寄ってくる。だが、セイルが手に筒のようなモノを構え、こちらを狙ねらっているのが見えたから……。

「フィスト、危ないっ！」

　理刀は叫びながら、両手をひろげてフィストの頭に抱きついた。

「下等な人間がぁっ！　罪を償つぐなえぇぇぇっ！」

　つぐなえぇぇぇっ……、なえぇぇぇっ……、えぇぇぇっ……。

　セイルの絶叫が、尾根にこだまする。

　背からなにかが入ってくるような感触。頭上をセイルの竜が通り過ぎた直後……。

『混沌爆弾カオテイツク・ボム』

　無音の大爆発が、尾根の草花を大きくなびかせた。

　理刀はすぐさまフィストの背に飛びのり、手綱を握りしめる。

　空中を旋回してきたセイルが、遠目にも驚いているのがわかった。確かに攻撃が当たったはずなのに、どうしてまだ立ってるんだ？　そんな顔である。だがすぐにまた、殺してやる！　といった形相に変わった。

「フィスト、アイツを叩たたき落とすぞ」

　理刀は、フィストの首をポンと叩いた。

『承知しました。始祖殿に、我が剛脚と牙きばの鋭さを披露しましょう』

　フィストが、空へ独眼を突き刺した。『混沌爆弾』を目の当たりにしたため、理刀のことを始し祖そ竜りゆうだと勘違いしてしまったようだ。

　それはそれで構わない。いまは、フィストとの呼吸を合わせることに専念しよう。

　こちらに突っ込んでくるセイルを見み据すえ、理刀は腹の底から叫んだ。

「ぶっ飛ばせぇっ！」

『おうっ！』

　ドンッ！　とフィストが地を蹴けった。

　ゴウッ！　と切り裂かれた風が悲鳴をあげた。

　グンッ！　と視界が絞られた。

　滑かつ空くうしてくる敵にむかって疾は走しり、そして……、跳んだ。

　ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァッ！

「うおりゃああああああああああああああああああああああっ！」

　フィストといっしょに吼ほえながら、理刀は鞍くらを蹴ってさらに跳んだ。

　フィストが、〝ガキ〟に体ごとぶつかり、その首に牙を突き立てる。

　理刀は、〝ガキ〟の背で驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめているセイルの胸板に、勢いのまま体当たりを食らわせた。

　全身の骨にヒビが入ったかのような衝撃。

　ぐあぁっ！　というセイルの叫び。

　人の身では抗あらがうことのできない浮遊感。

　グォルルゥ、という呼びかけに、理り刀とは消し飛びそうになっていた意識を懸命につなぎとめた。

　フィストが……、理刀の落下点に素早くすべり込んでくる。

　そして、やわらかい横腹で受けとめてくれた。

　そのままフィストの腹を枕まくらにして草原に横たわり、土の匂においを胸いっぱいに吸い込んだ。

『始祖殿、お見事でした』

　フィストも、寝転んだまま動かない。

「オレなんかより、フィストのほうがすごかったよ。それから、ありがとう」

『いえ、始祖殿が空と大地の王であったことを失念し、思わず飛び込んでしまいました』

　理刀のことを、シルティと同じ始し祖そ竜りゆうの化身だと勘違いしているフィストだから、空も自在に飛べると思っているようだ。

　人間だから、空は飛べません。

　説明すると長くなるし……。

　理刀はしばらく、草と土の匂いに包まれたまま空を眺めた。体が痺しびれているから、すぐには動けない。

　フィストが、わずかに顔を動かした。

　少し離れた場所で、〝ガキ〟が首から血を流して倒れている。その近くに大の字になった卑怯者セイルが転がっているが、ピクピク動いているから、たぶん死んではいないだろう。

『アレは、走竜と飛竜をかけ合わせた忌いむべきキマイラです。死なせてやることが、せめてもの情けでした』

「キマイラ？」

『様々な種族をかけ合わせ、新しい属をつくる技わ術ざがあると聞いています。あのものも、それによって生み出されたのでしょう。どの種族にも属せず、血をいいように弄もてあそばれ、誇ほこりももてず……悲しき化け物です』

　フィストの『声』が、わずかに沈む。

　セイルが駆っていた竜は、走る竜と飛ぶ竜をかけ合わせ、新しい竜属としてつくり出されたものらしい。

　人間もいろいろやっているから、なんだか心が痛い。

　犬、猫、魚、鳥、ハ虫類、そのうち人間自身も……？

　理刀は、フィストの腹から頭を上げ、立ち上がった。まだちょっと関節がギクシャクするけど、そんなにゆっくりもしてられない。

　フィストも、すぐに体を起こす。

　ふと気になり、理り刀とは独眼走竜にたずねた。

「フィストは、どうありたい？」

『オレは、生まれた大地で走り、生まれた大地の土になりたいと、いつも願っています』

「自然が、いちばんいいのかな？」

『崩す必要などありません』

「だね」


　　　★★★



　巴ともえは、最後のその瞬間まで誇ほこりある【死霊使いネクロマンサー】でいようと、迫りくる男から決して視線をそらさなかった。

　死霊は、間に合わない。

「………っ！」

　剣が振り上げられ、そして…………………………………………………振り下ろされる。

　と同時に両りよう膝ひざの力が抜け、バランスを大きく崩してしまった。が、結果的にそれが剣をかわす動きにつながった。

　左肩をかすめた刃が、勢いよく地に叩たたきつけられる。

　朦もう朧ろうとする意識の中、いちばん近くにいた死霊を男にぶつけた。

　そうしながらも、ヨロヨロと足を動かした。

　どんなに見苦しくても、足あ搔がかなければ。

　どんなに情けなくても、歯を食いしばらなければ。

　どんなに無様でも、自分は、理刀のために……、退ひけない！

　ほとんど言うことを聞かなくなった両足をもたもたと動かしながら、そばにあった木に体を寄せた。支えがないと、倒れてしまいそうで……。

　木の幹に背を預け、熱のこもった息を大きく吐き出したあと、戦いへ目をむける。

　もはや、勝負は決していた。

　敵の数は一五人。ひとりも減っていない。

　死霊の数は……、たったいま最後の一体が消され、ゼロになった。

　自分を取り囲む男たちへ、それでも巴は強い視線をむけた。ひとりひとりの顔は、かすんでよく見えないけど。

「ったく、可愛かわいげのない女だな」

「でも、もう限界みたいだぜ？」

「どうする？　殺すか？　それともここは順番を決めて……」

　わざわざ日本語で会話を交わしている男たちは、自分たちの勝利を微み塵じんも疑ってはいないらしい。下げ卑びた笑みを浮かべ、粘ねばつくような視線をむけてくる。戦利品の扱いをどうするかで、頭がいっぱいのようだ。

　巴ともえは、はだけたシャツの胸もとを引き合わせながら、木に背を押しつけた。

　逃げ場は、どこにもない。

　逃げる体力も、残っていない。

　それでも、負けたくない、と思った。

　天を突いた理り刀との拳こぶし。

　その映像は、しっかりと心に焼きついている。

　彼が、自分を信じてくれた。

　彼はいま、エプスタインと戦っているはずだ。

　彼のためにも、負けたくない。

　でも、もう……。力は、からっぽになってしまったから……。これ以上は……。

「理刀、くん、わたし、やっぱり、役立たずで……」

　引き絞っていた心が、とうとう切れてしまいそうになったそのとき。

『───────』

　なにかに呼ばれたような気がした。

　目に粘ねばつく色を浮かべた男たちが、ジリッとにじり寄ってくる。

　巴は、一五人の圧力を前に…………………、そっと目を閉じた。

『───────』

　呼ぶ『声』は、森の奥から。

　木に背を押しつけ、その表皮にてのひらを押し当て、気持ちを寄せ、呼吸を合わせ、耳をすまし、そして、求められるままに心を解き放はなつ。

　意識を森へ。

　個から全へ。

　あまねく大地へ。

　音のない激流の中へ。

　悠久の時間の神しん奥おうへ。

　森が、そっと、語りかけてくる。

　巴は『声』に身を寄せ、聴き、そして、

「……………ごめんね…………………………気づいてあげられなくて」

　心を震わせた。

　森が、木々が、大地が、教えてくれた。

　この土地で昔、大きな戦いがあったのだ、と。

　この土地で多くの尊い血が流れ、多くの誇ほこり高き戦士たちが倒れ、彼らの骸むくろを苗なえ床どこに多くの草木が育ったのだ、と。

　この土地は、むせ返るほど濃密な呪のろい薫る歴史をもっているのだ、と。

　大地が、問いかけてくる。

『麗うるわしき姫君は、なにをお望みなのか』と。

　巴ともえは、目を閉じたままつぶやいた。

「わたしに、力を貸して」

『───────』

　心からの願いに、彼らがこたえてくれた。

　ほんの一瞬だけ、【死霊使いネクロマンサー】の神しん髄ずいに触れたような気がした。おそらくそれは、刹せつ那なの錯覚でしかないのだろう。それでも、広大無辺の霊界を覗のぞき見ることができた感動に、体の奥が熱くなった。

　唇を引き結び、勢いよくまぶたを開く。

　目に飛び込んできたのは、男たちの驚きよう愕がくに歪ゆがみきった顔、顔、顔、顔、顔、一五の顔。だれひとり、動けないでいる。

　死霊の群れに取り囲まれているのだから、動けるはずもない。

　群れ……、いや違う。森を埋め尽くすほどの大軍である。

　傷つき汚れた鎧よろいに身を包み、手には様々な武器を握りしめた死霊たちが、エプスタインの手下一五人を包囲し、毒矢のような双そう眸ぼうでにらみつけている。

「く、くそぉぉっ！」












　死霊たちが襲ってくる前に、とでも考えたのだろう。男のひとりが、手にした刃物を振り上げ、巴ともえにむかって一歩を踏み出した。

　途端、周囲にいた死霊たちが瞬またたく間に群がり、

　彼の武器を受けとめ、

　　　　腕を逆さにねじり上げ、

　　　　　　　頭突きを入れ、

　　　　　　　　　　目を殴りつけ、

　　　　　　　頰ほおを殴りつけ、

　　　　鼻を殴りつけ、

　口を殴りつけ、

　　　　鳩尾みぞおちを殴りつけ、

　　　　　　　腹を殴りつけ、

　　　　　　　　　　脇わき腹ばらを殴りつけ、

　　　　　　　　　　　　　地面に叩たたき伏せ、

　　　　　　　　　　押さえつけ、

　　　　　　　肘ひじを突き入れ、

　　　　膝ひざを落とし、

　　　　　　　踏みつけ、

　　　　　　　　　　踏み潰つぶし、

　　　　　　　　　　　　　踏み抜き、

　　　　　　　　　　　蹴けりつけ、

　　　　　　　　　蹴り回し、

　　　　　　　蹴り転がし、

　　　　　両足で飛びのり、

　　　まるで荒れ狂う竜巻のように……、

　圧倒的で無慈悲で凶きよう猛もうな暴力を……、

「やめてっ！」

　巴の声で、死霊たちがピタリと動きをとめた。

「それ以上は、もう、必要ないから……」

　言いながら、静かに男を見下ろした。

　彼の両手両足はいま、嫌な方向に折れ曲がっており、だらしなく開いた口からは血の混じった泡を吐き出している。早く治療しないと、命を失うかもしれない。

　巴は、エプスタインの手下たちを見回した。残りは、一四人。

　だれも、口を開こうとしない。

　だれも、目を合わせようとしない。

　だれも、武器を振り上げようとしない。

　顔中に大量の汗を浮かべた男が、もっていた魔導具を地面に投げ捨てた。続けて、もうひとり。またひとり、と男たちが我先に武器を捨てていく。

　抵抗しませんから、ひどいことをしないで下さい、という怯おびえ。

　数人がその場に座り込み、身を縮め、自らの体を抱いて震え始めた。

　細く長い息をつきながら、巴ともえはすぐに意識を切り替えた。

　理り刀とがむかった先へ目をむける。

　どうか、無事で。


　　　★★★



　ツインテールをはためかせ。

　飛竜の手綱を握りしめ。

　唇を引き結び。

　キュートは飛んだ。

　意気込んではいるものの、びゅんびゅんびゅーんといった感じの飛行速度だから、とても恐こわい。

　これ以上スピードを上げれば、飛竜の背から吹き飛ばされるかもしれない。

　恐い。急がなきゃ。恐い。もっと速く。恐い。理刀。恐い恐い。理刀……。

　彼はいま頃ごろ、どこを走っているのだろう。

　もらったはぁと石はいま、スカートのポケットで息をひそめている。

　そろそろと手綱から手を放はなし、風にもっていかれないようゆっくりと腕を動かして、ポケットの上から石の硬さを確かめた。

　それだけで、恐怖が薄らいでいく。

　飛竜をこれだけのスピードで飛ばすのは、生まれて初めての経験だけど……。

　怯え、震えていた心が、やさしい太陽の光にさらされた氷のように、ゆるりゆるりと溶けていく。

　はぁとは、心を表すかたち。

　キュートは、はぁと石をスカートの生地越しにしっかりと握りしめた。

　理刀の気持ちが、ゆるりゆるりと伝わってくる。

　強風が、微風のように感じられた。ゆるりゆるり。

　かつて体験したことのない飛行速度が、あまり苦にならなくなった。ゆるりゆるり。

　はぁと石から手を放したあと、風に逆らって再びゆっくりと腕を伸ばし、手綱を握る。

　もうそろそろ草原が終わり、山へ入っていく辺りだけど……。ハンティ山って、どれだろう？

　できるだけ上昇し、木々が生おい茂しげる山々を見下ろすと、右下のほうに白い建物が見えた。緑や茶色といった自然色の中、人工的で、どこか寂さびしげな白さが目立っている。

　たぶん……、アレだ。

　理り刀と、みんな、もうすぐ追いつくからね。

　手綱を軽く引き、飛竜の首を右手にむけた。


　　　★★★



　威圧的な、しかしながら、どこか懐かしい造りの聖せい廟びようにたどり着き、理刀はフィストの背から降りた。

　巨大な石柱がならんだ入口の奥は、真っ暗でよく見えない。が、入る必要はなさそうだ。

　目的の宝剣は、脇わきの大岩に突き刺さっていた。

　背丈ほどもある岩の真ん中から、宝剣の柄つかが地面と平行に顔を出している。

「さあ、どうぞ引き抜いて下さい」とこちらを誘っているかのようだ。

　理刀は、フィストの首を軽く叩たたいたあと、宝剣にむかって歩き出した。

　神殿前は、バスケットコートがふたつ入るくらいの広場になっていた。そして、その中へ足を踏み入れた者を監視するかのように、外枠にそって数多くの石像が内側にむかって立っている。

　宝剣を引き抜き、勝利をこの手に。

　これで優勝だ。と半なかば確信したとき、石柱の後ろから、周囲の石像の裏から、宝剣が刺さった岩の後ろからも、ぞろぞろと男たちが姿を現した。五〇人以上はいるだろうか。

　グルルルルルルルゥゥゥゥゥ。

　低く唸うなりながら、フィストが理刀の背に身を寄せてくる。

　独眼走竜に背後をまかせ、理刀はぐるりと自分を取り囲んだ男たちを見回した。

　手下を隠すにもほどがある。

　マイルドペインの街を出てすぐ、そして山の入口、加えてゴールである神殿にも。

　しかしながら、セイルは尾根の草原で気絶中だ。ここで彼を待ったとしても、やってくる頃ころには夜になっているだろう。

　だからといって、理刀が宝剣を抜くのを黙って見逃してはくれないはずだ。

　逃げるか？

　たぶん、逃がしてくれない。そのつもりなら、取り囲んだりしないだろうから。

　謝るか？

　すぐさま却下。卑ひ怯きような連中に頭を下げるくらいなら……。

　闘やるしかない。

　理刀は、フィストの首に手をかけた。

「フィスト、巻き込んでごめんな」

『オレは、始祖殿に命を救われたのです。始祖殿がいらっしゃらなかったら、オレはいま頃ごろ、知らないだれかの胃袋の中でした』

「ちょっと、多いけど……」

　理り刀とは、男たちへざっと目を流した。それぞれ、様々な形状の武器をもっている。

『敵が何匹だろうと、この牙きばがすべて折れるまで、始祖殿をお守りしましょう』

　独眼に鋭利な光を走らせるなり、

　グルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォッ！

　神殿をゆさぶるほどの咆ほう吼こうとともに、フィストが地を蹴けりつけた。

　が……、地面をえぐり取るほどのスタートを切った直後、あっさりと転こけてしまう。

「!?」

　ガアァァァァァぁぁぁ……………。

　みるみるうちにフィストの鱗うろこが艶つやを失い、灰色に染まっていく。独眼が恨めしそうに空を仰いだまま、光を失った。

　石にされたのだ。

「フィストっ！」

　フィストに駆け寄ろうとする理刀に、男のひとりがなにかを撃ち込んできた。

　左肩に、ぶすっと注射針のようなモノが突き刺さる。

「痛つっ、この野郎、卑ひ怯きようなマネばっかしやがって！」

　針を抜いた理刀は、それを男たちにむかって投げつけた。

　彼らが、「あれ？」といった表情で理刀を見ている。おそらく、フィストを石化させた道具と同じものなのだろう。理刀に効果が出ないから、不思議に思っているらしい。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者には、魔法の類たぐいはいっさい効かない。それでも、物理的な攻撃は別だ。エプスタインの手下全員が拳こぶしを振るえば、理刀には対抗する手段がない。

　宝剣に突っ込んでも、途中で押さえつけられるのがオチだろうから……。

　どうする？

　打つ手なしか……、と歯は嚙がみしたそのとき、頭上から大きな羽は音おとが聞こえてきた。

　セイルがのっていた翼つき走竜よりふた回りほど大きく、そして骨太な竜が、理刀の近くに降りてくる。

　だれだ？　見上げて、目を見開いた。

「……………」

　言葉が出てこない。

　竜の背にのっていたのが……………、セイルだったから。

　尾根で、気絶しているはずじゃ……。




　翼をもつ大きな竜からヨロヨロと降りてきたセイルが、ようやくといった様子で胸を張った。背がすらりと高いから、背筋を伸ばせばそこそこ見栄えがするはずなのだが、いかんせん目が濁にごりすぎていてパッとしない。

　理り刀ととセイルの間合いは、距離にして一〇メートルちょっと。全力で走れば、邪魔される前に飛び蹴げりぐらいは食らわせることができるかもしれない。

　でも、そのあと袋ふくろ叩だたきにされるだろうけど……。

　翼をもつ走竜。そしていま、走竜よりふたまわりほど大きな空を飛ぶ竜は、隠れていたエプスタインの手下が用意したのだろう。

　尾根の草原で気絶していたセイルは、手下たちに介抱され、目を覚ましたあと怒りのまま竜に飛びのり、ここまでやってきた。おそらくこの流れで間違いないはずだ。

　足もとをふらつかせながらも、セイルがにらみつけてくる。思っていたより、ずっとタフなのかもしれない。

「きぃぃぃさぁぁぁまぁぁぁ、許さないぞ。ぜぇぇったいにぃ、許さないぞぉ！」

　かすれた声で叫びながら、セイルがごそごそと懐を探り始めた。

　理刀は、思わず身構えた。

　なにかもっているのか？

　魔力を放出する類たぐいの武器は、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者にはなんの驚異にもならないが、単純にナイフのような凶器を取り出されたら、ちょっと困る。

　理刀は、セイルから注意をそらすことなく、それとなく周囲にも意識をむけた。

　フィストは石にされたまま。

　エプスタインの手下が、五〇人ほど。

　助力は、期待できない。

　逃げ道は、どこにもない。

　闘えば、確実に負ける。

　それでも……、セイルだけは……。

　先手必勝！　と拳こぶしを握って走り出そうとしたそのとき、セイルが懐から手を引き抜いた。

　握られていたのは、白い大きな布だった。

　白旗？　降参するの？

　お陰で、スタートダッシュのタイミングを失ってしまった。

　白布を地面にひろげながら、セイルが乾いた声で叫んだ。

「正々堂々と、一対一で勝負だぁぁぁっ！」

　白旗でも降参でもなかったようだが、彼の口から「正々堂々」とか「一対一」といった言葉が出てくるとは予想もしていなかったため、理刀は素直に驚いた。

　もしかしたら、この状況を切り抜けられるかも？　セイルを倒せば、手下が引き下がってくれる？

　わずかな希望を胸に、理り刀とはセイルひとりへ意識を集めた。

　コイツさえ倒せば……。

　直後、セイルが叫んだ。

「仕事の時間だっ！　さっさと出てこい、狂舞騎士エキセントリツクぅぅぅっ！」

　耳みみ障ざわりな声にこたえるかのように、白布からあふれ出した光が柱となって天を刺し貫いた。よく見ると、布の上に様々な模様が描かれている。

　魔法陣？

　布から、コールタールのようなドス黒い粘液が湧わき出てきた。それが徐々にかたちを成していく。

　刺とげ々とげしいヘルメットに、刺々しい鎧よろいの胸部に、刺々しい手っ甲に、刺々しいブーツに、ゆっくりと、確実に固まっていく。

　現れたのは、二メートル以上はあろうかという鎧騎士だった。刺々しいシルエットは、なんだか強そうだ。

「セイル様ぁぁぁ、必勝！　必勝！　必勝！」

「「「「「必勝！　必勝！　必勝！」」」」」

「セイル様ぁぁぁ、圧勝！　圧勝！　圧勝！」

「「「「「圧勝！　圧勝！　圧勝！」」」」」

　周囲で、手下たちが応援を始めた。日ひ頃ごろから練習していなければ、ここまで声をそろえることはできない。しかも、わざわざ理刀にわかるように日本語で……。

　セイルが、片手をあげて手下たちにこたえている。

「「「「「セイル！　セイル！　セイル！　セイル！　セイル！　セイル！」」」」」

　巨大な旗を振っているヤツもいる。おそらくは、エプスタインの紋章なのだろう。わざわざもってきたらしい。

　バカだ。エプスタインは、とんでもないバカ集団だ。

　理刀は、両肩の力が抜け落ちていくのを感じた。脱力している場合じゃないのに……。

　クセのある灰色の髪を片手でかき上げながら、セイルが整った顔を醜みにくく歪ゆがめた。

「この狂舞騎士は、エプスタインうちのお抱え研究者チームが三〇年以上もの時間をかけて生み出した最強の召喚獣さ」

　正々堂々は？

　理刀は、抜け落ちていく力を懸命に堰せきとめた。

　セイルが、酒に酔ったかのように顔を上気させ、説明を続ける。

「空を駆け、どんな攻こう撃げき呪じゆを受けても微動だにせず、食事をとることなく不眠不休で五年間は稼働できるという、自慢の召喚兵器なんだよ」

　一対一は？

　なんとか力を取り戻しつつ、理り刀とは足首を回し始めた。左、それから右。

　セイルの下品な声は、もはや聞き流している。

「この狂舞騎士エキセントリツクを大量生産すれば、エプスタイン家が世界を獲とる日も近いだろうな。カスガリト、貴様が犠牲者第一号だ」

　準備体操、ＯＫ。

　そのとき、素早く、そして大きな影が地を疾はしった。

　反射的に空を見上げ、理刀は舌打ちした。

　セイルがのってきた竜と同種のヤツが、もう一頭現れたのだ。また、エプスタインの手下が……。降りてくるのを待っていても、こちらにはなんの得もない。

　理刀は空から視線を落とし、眼前の敵を見み据すえた。

　すぐさまスタートを切る。

「狂舞騎士、殺やれっ！」

　召喚獣が、主あるじの名を受けて刺とげ々とげしい右腕を振り上げた。だが、召喚獣はしょせん魔力に依存した疑似生物でしかない。

　キュートが人間界へきたばかりの頃ころ、理刀はある事情により、ハンサムがつくった召喚獣を消滅させたことがある。

　だから、コイツも！

　刺々しい鎧よろいは、ぶつかったら痛そうだけど……、ここで退ひけるかっ！

「おおおおおおおおおりゃあああああああああああああああああああああああああっ！」

　理刀は躊躇ためらいも、恐怖も、不安も振りきり、召喚獣に頭からぶつかった。

　ふわっ。

　まるで、煙を突っ切ったかのような感覚しか残らない。

　勢いのまま、高々と跳び上がった。

　すぐ目の前には、驚きに引ひき攣つったセイルの顔が……。

　迷うことなく、全体重をかけて彼の顔面を蹴けりつける。

　ごばぁっ、という重々しい悲鳴を吐き出し、セイルが吹っ飛んでいく。

　間を置かず、周りで見ていた手下たちが、手にした武器や道具でいっせいに攻撃してきた。その中には、攻撃魔法を放はなつものもあったようだ。しかも、かなり強力な。

　太い光線が理刀の胸に吸い込まれた直後、無音の爆風が砂さ塵じんを巻き上げた。

『混沌爆弾カオテイツク・ボム』

　一瞬で視界すべてがふさがってしまう。

　もちろん、周りの連中も同じなわけで。

　チャンス！





エピローグ







「きゅっ！　なによあれ？」

　飛竜で白い建物を目指していたキュートは、突如出現した雲まで届く光の柱に息を吞のんだ。

　理り刀と。

　胸騒ぎを覚え、飛竜を急がせる。が、そのまま光柱の根本に飛び込むようなマネはせず、用心して上空を旋回した。

　飛竜の背から地上を窺うかがうと、たくさんの魔族が集まっているのが見えた。

　天まで伸びた光は、白い布から出ていた。

「あれって……」

　おそらく、携帯魔法陣だ。

　証拠に、なんらかの召喚獣がいままさに呼び出されようとしている。

　現れたのは、チクチクと痛そうな鎧よろいを身につけた大男だった。

　いったい、あんな召喚獣を呼び出してなにをするつもりなのだろう。

　キュートは、少しずつ飛竜を地上に近づけていった。

　徐々に、集まっている魔族たちの顔が見えてくる。

「ん？」

　チクチク鎧の召喚獣とむかい合っているのは……、理刀だ。

「理刀ぉ！」

　反射的に叫んだ。が、声が届かない。

　強引に手綱を引き絞って飛竜を降下させようとするものの、なかなか言うことを聞いてくれない。乗竜術が稚拙な自分に腹が立つ。

「きゅ───っ！　ちょっとアンタっ、下に降りなさいよっ！」

　飛竜に当たってもしかたないけど。

　よく見ると、召喚獣を盾にして立っているのはセイルである。

　ゴール直前まで、図ずう々ずうしく理刀の邪魔をしているらしい。しかも、携帯魔法陣でチクチク鎧の召喚獣まで呼び出して。

　キュートは、胸いっぱいに息を吸い込み、

「理刀ぉぉぉ！」

　思いっきり声を張り上げた。と、ようやく彼が空を見上げてくれた。

　やった、気づいてくれた！　と思ったのも束つかの間ま、すぐに召喚獣へむき直り、走り始めてしまう。

「ちょ、危な……」

　い、と言い終わるよりも早く、理り刀とが召喚獣をいとも容易たやすく消滅させ、そのまま走る速度をゆるめず、背の高いセイルの顔に飛び蹴げりをお見舞いした。

　セイルが、見事なまでに転がった。

「やったぁっ！」

　沸き上がった歓喜は、すぐさま吹き飛ばされてしまった。

　周りにいた魔族たちが、いっせいに理刀へ襲いかかったからだ。

「きゅ───っ！　卑ひ怯きようでしょっ！」

　キュートは、全体重をかけて手綱を引いた。すぐに地上へ！　早くっ！

　突如、なにかが爆発した。

　これは……。

『混沌爆弾カオテイツク・ボム』

　男たちのだれかが、強力な魔導具で理刀を攻撃したらしい。

　強風に巻き上げられた砂すな埃ぼこりが、地上にいた全員を包み込んでしまった。

　理刀は？　どこ？

　キュートはとにかく、飛竜を地上に降ろした。

　もし理刀にケガを負おわせていたら、セイルも、その部下たちも絶対に許さない。迷うことなく飛竜をけしかけ、ガブリといかせる。

　とにもかくにも、キュートは飛竜の背から地上に降りた。よいしょよいしょ。

「理刀っ！　どこなの？　大丈夫？」

　彼のことが心配で堪たまらない。もし、代わりに別の連中が近づいてくれば、そのときも飛竜にガブッとやらせる。

　砂埃が晴れてきた。

　ひとりの影が、近づいてくる。

「きゅ」

　理刀か、それとも……。

　期待と疑心を拳こぶしに握り込み、キュートは身構えた。

　歩み寄ってきたのは……………………………………………………………、理刀だった。

「よかった、理刀、ケガは……」

　駆け寄ろうとしたキュートに、彼がてのひらをむけてきた。

「？」

「まだ、勝負は終わってない」

　どこかピリピリした視線で、「近づいちゃダメ」と意思表示をする理刀に、キュートはうなずいた。

「そうね。まだ、終わってないわ」

　勝負は、最後の最後までわからない。

　キュートは、用心深く辺りを見回した。

　あちこちに、エプスタインの手下たちが重なり合うようにして倒れている。『混沌爆弾カオテイツク・ボム』で動くことができなくなったということは、もしかしたら操り人形の類たぐいだったのかもしれない。傀く儡ぐつ兵へいなんて、卑ひ怯きようで姑こ息そくなエプスタインらしい、お粗末な手勢である。

「理り刀と、宝剣を抜いて優勝宣言よ」

　キュートは、宝剣グウェネスが突き刺さった岩を指差した。

　理刀が、フラフラとした足取りで宝剣へ近づいていく。もしかしたら、どこかケガをしているのかもしれない。優勝したら、すぐに傷の手当てをしないと。

　優勝……。

　理刀が……、優勝する。

　ここに至り、キュートは心配になった。

　優勝したら、ササラ姫のお婿むこ様さまとして、彼はビョルンストライド王家の一員となる権利を手にすることができる。あくまでも候補だから、権利と、それに付随する権力を確約されたわけじゃないけど……。

　本当に、ササラ姫は理刀を婿むこにしようとしないのだろうか？

　本当に、ハンサムはササラ姫にかけ合ってくれるのだろうか？

　ここで心配しても、しかたのないことだけど……。

　理刀の背を見つめながら、キュートはスカートのポケットに手を当てた。

　はぁと石の確かな感触が、いま、ここにある。

　はぁとは、心のかたちだから大丈夫。きっと大丈夫。絶対、なにもかもうまくいく。

　信じるしかない。

「理刀」

　そっと、口の中でつぶやいた。

　聞こえるはずもなく、当然、彼の歩みをとめることもできはしない。

　理刀と宝剣までの距離が、およそ三メートルほどに縮まったそのときだった。

　彼の歩みを阻むように、空間がくにゃりと歪ゆがんだ。

　そこから滲にじみ出てくるように姿を現したのは……、

「きゅっ!?」

　フォンターナ公こう爵しやく家けの長女、スキュースだった。

　気持ちの準備もなく｛魔界の至宝｝に見つめられると、心の内すべてを見み透すかされているようで恐こわくなる。

　でもどうして、｛傀儡回しプレイヤー｝の領域内で魔法を？　そんな疑問を口にする間もなく、

　ピシャァァァン！

「きゅっ!?」

　立ちどまった理り刀との頭を、白いなにかが打ち抜いた。

　視界を縦に切り裂いたそれは……、稲妻!?

　状況を把握するよりも先に、理刀がその場にくずおれた。

　スキュースに右手を伸ばし……。

　宝剣まで、あとわずかというところで……。

　理刀!?　ど、ど、どうしてっ!?

「理刀──────────────────────────────────っ！」

　キュートは、ただ、彼の名を叫ぶことしかできなくて……。
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　きゅーきゅーキュート！　きゅー⑨

　いい感じのリズムです。が、しかし、タイトルと巻数がいい感じなだけで、ストーリーの内容がリズムにのっていなければ意味がありません。

　リズミカルか否いなか、その判断は読者の皆様にゆだねないといけないのですが……。




　８巻で後先のことをほとんど意識せず、勢いだけで配置した（放ほうり投げた？）伏線を、はてさて、どう回収しようかな？

　毎回、一冊分のプロットは神経質なまでに固めているつもりなのですが、その先、さらに先、といったことは度外視しているボクなので、上下巻とか、上中下巻といった大きな流れになると悩んでしまいます。




　８～９巻とストーリーが続いているため、かなりのもので脳みそを絞りました。

　前巻で「この巻がおもしろかったらオールＯＫ！」的なつくり方をしたものですから、なおさらです。

　８巻の流れをスマートに受けとめつつ、９巻単品でも十分おもしろいものに仕上げたい、と考えるのは物書きの本能です。が……。

　整合性がとれない。

　伏線が上う手まく回収できない。

　細かな設定に食い違いが生じてしまう。

〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟のストーリーをつくらなければならないのに、「ササラはだれにもやらんっ！」なんて父親気分が芽生えてしまう。

　考えすぎて、めまいがしてくる。

　きゅーきゅー言ってる場合ではなくなる。

「夏休みの予定は、きちんと立てましょうネ！」という小学１年生のとき好きだった宮みや崎ざき先生のお言葉を思い出し、ひっそりと涙する。




　担当さんの知恵にすがりつつ、とにもかくにも様々な障害をひとつずつクリアしていきました。

　クリアできない場合は、もちろん神頼みです。

　神様……、ネタを下さい。

　神様……、最高のプロットをつくり上げた！　という夢を見せるなんて、ある意味拷問ですよ？

　神様……、代わりに書いて下さい。

　という信心深さによって生み出した９巻！

　この巻も、「おもしろかったらオールＯＫ！」という信念のもと、先のことをほとんど考えずラストに雪な崩だれ込んでみました。

　自分でも、この先の展開がどうなっていくのか、まったく見当がつきません（ウソです。少しは考えてますヨ）。




　この巻もまた、多くの方々に力を頂きました。

　存在感のあるイラストで、拙つたない文章に命を吹き込んで下さる武む藤とう此史くりひと先生。

　毎回々々、こんがらかっているプロットを冷静に解きほぐし、速すみやかに整理して下さる担当の笹ささ尾おさん。そして、編集部の皆様。

　吞のみ友チーム代表、ＴＡＫＡＹＡＭＡ氏。

　１～８＆９巻までお手にとって下さった読者の皆々様。

　ボクひとりでは、ここまで書き続けることはできませんでした。

　本当にありがとうございます。

　また次巻でお会いしましょう！
















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　仕事場所はほとんどマック、ときどきスタバ。ところによりドトール。気分によってはモスやケンタ、あるいはファミレスへ。ごくごく稀に公園のベンチで。自宅での仕事は、なぜか不得手で……。

　　移動手段は主に徒歩。店員さんの素敵な営業スマイルで心をなごませたあと、禁煙席でコーヒーを味わいつつ、ノートＰＣをカタカタ打ち続ける毎日です。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　挿絵など描いて生活してます。

　　主な仕事は「オオカミは懐かない!?」（ファミ通文庫）、「繰り世界のエトランジェ」（角川スニーカー文庫）等。

　　トイレに落とした携帯は買い替えました。

　　引っ越したーようこそ新生活

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/
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